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紅霞後宮物語　第五幕









　杯に手酌で酒を注ぐ。軽く掲げて、まずは献杯だ。

　小さな杯に満たした酒を床に撒まく。死者に捧ささげる作法だ──亡き親友の張ちよう明めい慧けいに。

　なぜかそうしているときは、彼女を身近に感じる……だからなのかもしれない。




　最近酒の量が増えた。




　それは関かん小しよう玉ぎよく本人も、自覚していることだった。文ぶん林りんの訪れがない夜は、一人で酒を飲んで寝るのが習慣になりつつある。

　長く続くと、健康上あまりよくないかもしれないという懸念はある。しかし最近減っているとはいいつつも、そもそも文林が来ないのは三日に一日程度だし、飲む日もそれなりに量を意識しているつもりだ。少なくとも、二日酔いに至るような飲み方はしていない。それにあまりにも度が過ぎるようであれば、梅ばい花かあたりから注意されるだろう。

　だから多分、大丈夫なのだと思っている。

　それに自分も、人生の折り返し地点を過ぎている。多少不健康でも、飲みたいものを飲んでもいいんじゃないかというのが、最近の小玉の率直な気持ちだった。

　だから今日も勢いよく酒をあおる。




　熱さが喉のどを灼やいた。




　　　　※




　酒が飲みたいな、と文林は思った。

　とはいえ、現状がそうさせてくれない。目の前に書類が広がっているのはもちろん、明文化されていない問題が脳裏を占めている。酒で思考を鈍らせるわけにはいかない。しかし飲まなければやってられないという気持ちもまた、文林の中で矛盾なく成立していた。

　先に起こった湖こ西せいの騒動の事後処理が思ったとおりに厄介で、想像外のところで問題も起こっていた。

　隣国の動きにも目を配らねばならないうえに、場合によっては牽けん制せいもしなければならない。きな臭い状態のままで維持し、火をあげないよう目を配らなくてはならない。そのためには今、尽力する必要があるのだ。

　そして宮中にも目を向けなくてはならない。文林の長男の生母である司し馬ば淑しゆく妃ひは、重鎮の娘である。父親である司馬尚しよう書しよは自分の娘を皇后にしようと、虎こ視し眈たん々たんとこちらの隙を狙っているという状態である。

　ただ数少ない安心材料ではあるが、現在司馬尚書たちの動きに目立ったところは見受けられない。おそらく時期が悪いとみているのであろう。それに絶好の時期が、いずれ間違いなく到来するとわかっているのだ。

　長男がもう少し育ったら、封ほう号ごうを与えなければならない。そのとき司馬尚書たちは、長男の立太子の話と共に、生母の立后について猛烈に攻めてくるであろう。

　正直その日が来ることを思うと、それだけで頭が痛い。だが、司馬尚書の猛攻を機に、こちらが先方を引きずり落とすくらいの構えで臨む所存でもある。

　とはいえ、そのことについてはまた後日考えるべきことだ。今は目前の仕事を処理しなくてはならない。

　現実に思考を戻し、文林は一つため息をついて筆を手に取った。

　酒が飲みたいなと、文林はもう一度思った。できれば小玉と一緒に……そこまで考えたところで、文林はふと苦笑いした。今の彼女は、文林と酒を飲むことに抵抗を持たない。その事実が、心をちくちくと突き刺すことがある。それが今だった。




　　　　※




　妻が酒を飲み、夫が酒を我慢した翌日、紅こう霞か宮の庭に甲高い声が響いた。

「あああなんということをわたくしはー！」

　見事な声量が、小玉の耳を震わせる。二日酔いになっていないのにここまで頭を揺さぶらせるとは、大した肺活量だと、小玉は内心で感嘆した。

　声を発したのは、李り真しん桂けいである。彼女は地面に両手を突き、打ちひしがれた様子で身を震わせていた。美しくも儚はかなげな光景である。しかし景観を損ねるものが、彼女の前に転がっている。それは先から折れた……というより、先からちょっと縦に裂けた木剣である。彼女がまだ一才さい人じんだったころに、小玉があげたものだ。

　小玉はふと、あげてからもうどれくらい経つんだっけと思い返し、もはや年単位で数えられることに月日の流れを感じた。

　今や昭しよう儀ぎという高位の妃ひ嬪ひんになっているにもかかわらず、真桂は小玉との鍛錬を今もまだ続けている。

　……にもかかわらず、実力がほとんど伸びていないので、おそらく彼女は致命的に才能がないのだと小玉は見ている。

　とはいえ、だからこそ小玉は、真桂をちょっと尊敬している面がある。

　素質がないとわかっているのに頑張れるということは、楽しんでいるか、あるいは精神的な強さがあるかのどちらかだ。自身が不向きこの上ない芸術方面について、ほぼぶん投げているだけに、どちらにせよすごいものだと、小玉は思っていた。




　──さて、そろそろか。




　ころ合いを見計らい、小玉は真桂に声をかける。

「李昭儀。もうそれは寿命だったのでしょう」

　元々小玉が兵卒だったころから酷使してきたものだ。むしろ今日までよく保もったというべきであろう。もちろん完全に折れたのならばともかく、縦に裂けただけなので、縛るなどして今後も使い続けることもできる。だが、そこまでするほどの名品ではない。高位の妃嬪には似合わない代物だ。

　……なおここで、妃嬪は普通木剣を持たないという、今更なことは考えもしない。それは棚上げにもほどがあるから。

　屈かがみこみ、真桂の背に触れながら小玉は言葉を続ける。

「新しいものを差し上げますから」

「いえ！」

　真桂ががばっと顔をあげた。涙が伝った跡が頰に残っている。噓泣きをしているとは思わなかったが、まさか本気で泣かれるとも思っていなかったので、小玉はちょっとのけぞった。

　そんな真桂は、勢いよく「いえ」と断言したにもかかわらず、頰に両手を押しあてて、急に逡しゆん巡じゆんしはじめた。

「ああでも、娘じよう子しから新たに賜れるなんて、それはそれで……」

　勝手に思索にふけりはじめている。こういう場合、どういう声をかければいいのかわからない。世代以上の差による溝を感じつつ、小玉はとりあえず彼女を見守ることにした。

　やがて真桂はきっと表情を引き締めて、小玉に深々と頭を下げる。

「娘子、ありがたく拝受します。そして今日壊れた木剣は、祭壇に安置して日々祈りを捧げることにいたします！」

「どうしてそうなった」

　最近は、思ったことを口に出さないようにする分別を身につけていたはずの小玉の口から、思わず声が出るくらい謎な帰結であった。




　余談だが真桂は、壊れた木剣を本当に祭壇に捧げることとなる。

　そしてさらに余談であるが、後世、小玉が祭られている廟びように、武術の上達を願って武器を捧げる習慣ができる。もしかしたら真桂は、その風習の草分けといえるのかもしれない。




　　　　※




　自分の宮に戻った小玉は、武器をしまっている部屋に向かった。真桂にあげるものを物色するためだ。

　とはいえ手元に置いてあるのは、あたりまえの話であるが、自分にとって使いやすそうなものだけである。初心者のころならばともかく、今の真桂にはもうちょっと本人に合ったものを贈ってあげたい。

「うーん……」

「娘子、入ってもよろしいですかー？」

　屈んで考えこむ小玉に、部屋の外から声がかかった。小玉付きの宦かん官がんである楊よう清せい喜きだ。

「あ、いいよ。入って入って」

「お邪魔します」

　入ってきた清喜は、部屋の様子を一いち瞥べつして、おやという顔をした。

「珍しく中々荒れてますね。模様替えですか？」

　武器を模様替えって不思議な表現だなと小玉は思ったが、部屋の中が荒れているのは事実なので、「まあね」と返して立ち上がった。

「李昭儀にあげた剣が壊れたから、新しいのあげようって」

「あの方、まだあの剣使ってたんですね」

　清喜は、なにやら感心したように言う。その感心は的外れのものではない。使い込んだといえば聞こえはいいが、率直に表現すればぼろっちい代物だったからだ。

「僕も最近、新しい槍やりをあつらえようかなって思ってるんですよね。少し身長伸びたから、それに合わせて」

　壁に立てかけてある槍に触れながら、清喜が言う。

「男って、二十歳過ぎても伸びるわよね。文林もそうだった」

　なんとなく過去を思いだす。初めて会ったとき、小玉は二十歳で、文林は十七歳。身長はほとんど同じだった。

「みんな、あっという間に大きくなる……」

　感慨深げな小玉に、清喜はいつもどおりの意図的な無神経さで水を差してくる。

「娘子、僕たちのお母さんかなにかですか？」

「…………」

　言いながら自分でも、「これ母ちゃんの台詞せりふだな」と思っていた内心を的確に突かれ、小玉は黙らざるをえなかった。

「おかーさーん」

「……うっさい。ところであんた、わざわざなにしに来たの？」

　まさか顔を見たくて来たわけでもあるまい。

　清喜は小玉の問いに、手にした書類を振りながらあっさりとした口調で言った。

「あ、そうそう。沈しん太たい監かんからの連絡を伝えに来ました」

「ああ、そうなんだ」

　納得の理由である。

　先日から小玉は、自分の軍を持つことになった。実際は皇帝の指揮下で有事の際はああで、平時はこうで……というような、諸々の決まりはあるが、実質は小玉直属の軍隊である。

　名は龍りゆう武ぶ軍ぐんという。普段小玉が皇后として後宮にいる場合の統括は、宦官でもあり武官でもある沈賢けん恭きようという者が担当している。

　彼との連絡調整係に、小玉は清喜を据えていた。同じ宦官で武官の出だからという、安直な人選だが、それだけに誰もが納得できるものでもある。本人同士もうまくいっているようで、頻繁に餌えづけされているようである。どうやら今日も。

「茄子なすもらっちゃいました、えへへ」

　しかし……、

「茄子？　なんで茄子？」

　小玉は思わず問いかけた。餌づけの「餌」の選択基準が、いささか気になるところである。

「この時期のものはおいしいから、娘子にって。さっき厨ちゆう房ぼうに置いてきましたから、今晩あたり食卓に並びますよ」

「なんだあたしにか！」

　どうやら今日の餌づけの対象は、小玉だったらしい。

「茄子は熱を冷ましてくれるそうです。娘子にぴったりですね！」

「どういう意味だ」

　……とは言わず、小玉は賢恭からの連絡を聞いたり、報告書を受け取ったりして、さっさと清喜を追い出した。そしてもう一度かがんで考える姿勢に入った。それは夕食の時間になって、女官の元げん杏きようが迎えにくるまで続いた。

　部屋に窓がついていないため、小玉は時間の経過を失念していたのである。




　　　　※




「ごめんなさいね、遅くなって」

　小玉は素直に自分から謝った。夕食に遅れると、準備をする面々はもちろん、義息の鴻こうにまで迷惑をかける。なぜなら彼は、小玉が宮中にいるときは、彼女が来るまで食事をしないからだ。

　小玉の謝罪に、隣に座っている鴻はふるふると首を横に振る。

「杏も」

　──いいえ。

　小玉に名を呼ばれた杏は、にっこり笑いつつ首を横に振った。そして、碗わんに汁物をよそいはじめる。

　彼女が女官になったのはつい最近のことであるが、中々に堂に入った仕草だ。しかしそれも当然だ。基準以上に達していなければ、あの梅花が皇后の御前付きに任命するわけがない。

　しかし他の女官から見れば、杏はどこからともなく現れて、さらにいきなり皇后のそば近くに侍はべることになったという異例の待遇を受けていることになるわけだ。言い換えれば、嫉しつ妬とや羨せん望ぼうを受けやすい立場だということになる。

　だから小玉は、杏が御前付きになった当初、周囲からの風当たりを心配していた。しかし意外なことに、元々この宮に仕えていた女官たちと杏との関係は、それほど悪くなかった。

　それは女官たちの人品が厳選されているからというより、彼女たちが杏に対して妙に敬意を抱いている節があるからだ。




　その敬意の根源というのが、これである。

「なにせあの梅花さまの本気を七日間受けて、生き延びたくらいですから……」

　まるで「我々のもとに、勇者が降臨した」とでもいうような、畏い敬けいすら帯びた眼まな差ざしで、ある日女官の一人が言ったのだ。

「あー、なるほど」

　小玉はうんうんと頷うなずいた。聞いていてすごく納得できる理由だった。

　他の女官たちも口々に、自らの限界を語る。

「わたくしは三日版で死にそうでした」

「わたくしは五日版」

　七日版が最大なだけであって、梅花は育成計画を色々と抱えていたようだ。なお、一日版もあるらしい。なにかのお試しなのだろうか。

　ちなみに七日版は、別名「死の七日間」と呼ばれているとか。聞いても「そうなんだ……」としか頷けない知識を得てしまった。

　話を聞いている小玉としては、集中講義の日程がそこまできめ細やかに設定されていることにも、驚きを覚えた。それぞれの限界に合わせた育て方をしたために、ここの女官は皆素質を最大限まで伸ばせたのだろう……過去を想起している彼女たちが、この世の闇を垣間見たかのような顔をしているのが、気になるが。

　とはいえ彼女たちの当時の気持ちまで、あえて聞き出そうとは思わない。実際にどん底を見たんだろうなと、小玉にもたやすく予想がつくからだ。




　とにかく梅花はすごい。その一言で片付くし、片付けておくべき事柄だろう。




　杏がほとんど話せないという事柄も、後宮では案外問題なかった。紅霞宮については、主あるじである小玉が賑にぎやかなのを好むため、女官たちもごく自然に会話をしているが、本来女官というのは言葉を発さないものだ。特定の身振りや手振りによって意思の疎通をしながら、主に仕えるものである。

　たとえば小玉が寝室に向かう際に、側付きの梅花が右手をすっとあげ、中指と薬指で手のひらを打つ。するとそのかすかな音を聞きつけた入り口近くの女官が同じ動作をし、さらに通路の先の女官が同じ動作をし……と、一定の間隔で配置された女官が、音を伝達していく。

　そして寝室まで届くと、そこに配置された女官が準備を始め、小玉が到着したときには、なにもかもが整っているという次第だ。




　初めてそれを目の当たりにしたときは、鳥肌が立ったものである。そして、自分がこの世界に馴な染じめるのか、本気で悩んだ。




　しかし小玉にとってはともかく、杏にとってはよい環境だったようだ。梅花にそれらの仕草もみっちりと仕込まれた彼女は、それらを活用しながら仕事をしている。またこれは本人の研けん鑽さんによるものなのか、周囲が慣れたせいなのかはわからないが、杏の身振り手振りの情報量も格段に増加しつつある。




　以前小玉は庭で、杏が清喜に向かって指図しているのを見かけたことがある。体と表情の動きだけで、以下の意味を伝えてのけたのだ。

　──あなた・邪魔・あっち・行って。

　清喜が杏になにをしでかしたのかはともかく、離れたところにいるうえに当事者ではない小玉でも、一目でわかるほど的確だった。




　そういうわけで杏について小玉は、清喜との関係以外特に心配はしていなかった。







　──どうぞ。

　杏が汁物の入った碗を、小玉と鴻の前に置いた。

「ありがとう……では皇子、いただきましょうか」

「はい、いただきます！」

　小玉は箸はしを手に取り、小皿に取り分けはじめる。料理の中に茄子が使われたものがあるのを認めて、ふと笑みがこぼれた。それを含めて小皿の上に置くと、鴻に差し出した。

「はい皇子、どうぞ」

「はい！」

　鴻は元気に返事しながら、皿を受け取る。そして小さい箸を手にして、ややおぼつかない手つきで料理を口にしはじめた。その様子を見守りながら、小玉も自分の小皿に料理を取り分けてから、口に運ぶ。

　鴻は元気に食事を進めていたが、やがて茄子を口にするとやや口をしかめた。なぜか「解せぬ」とでもいうような表情になる。

「茄子は嫌いですか？」

　小玉の問いかけに、鴻は口にしたものを飲み込んでから言う。

「おくちのなかで、すごくぐにゃっとします……」

　どうやら食感が想定外すぎて、口に合わなかったらしい。

「そうでしたか。でもちゃんと一口食べましたね。偉いですね」

　小玉は手を伸ばして、鴻の背を撫なでた。すると彼は少し照れたように、うふふと笑って、小玉にすり寄る。




　──苦手なものが出ても、一口だけは食べる。




　それが小玉と彼との約束事だった。

　皇子である鴻が、苦手なものをあえて食べる必要はない。わかっていても小玉は、彼の好き嫌いを全面的に受け入れることはできなかった。食うものに困った経験が、それを嫌だと思わせた。そういう思いの中から出てきたのがこの約束事だった。自己満足かもしれないという思いは、常につきまとっているものの。

　こういうとき、子育てに正解はないのだなと思う。そしてよき相談相手であった明慧のことを惜しむ気持ちが湧くのだ。

　そんな小玉の思いをつゆ知らず、盛大に褒められてご機嫌になった鴻は、茄子以外の料理をすべて平らげた。茄子の残りは、小玉が食べた。

「娘じよう子し。食後に茘れい枝しはいかがでしょう」

　二人が箸を置くと、梅花が近づき声をかけてきた。「茘枝」と聞いた鴻の目が、ぱっと輝く。

「茘枝？　皇子の好物ね。持って来て」

「はい」

　ほどなくして、冷やされた茘枝が出てくる。親指と人差し指で作った輪くらいの大きさの、茶色い皮に覆われた果物だ。夏のほんの一時期にしか採れないもので、高級品でもある。

「それではわたくしめがお剝むきします」

「お願い」

　小玉がそう言うと、茘枝の載った盆を捧ささげ持ってきた女官が、茘枝を手に取った。




　ところで話は変わるが、小玉はどんな道にも達人はいると思っている。とてつもなく狭く、ほとんど誰も通らない道であったとしても。

　今目の前で茘枝の皮を剝く女官は、まさにその好例であった。彼女は茘枝の皮むきの達人である。

　茘枝はかなり皮を剝くのが難しい。茶色くごつごつした皮の下に、みずみずしい白い果肉があるのだが、この皮と果肉の間に、薄皮がある。皮を剝くときに薄皮をうっかり破いてしまうと、汁が飛び散り手がべたべたになるのだ。

　実際、去年の小玉はそうなった。

　鴻のために皮を剝いた茘枝は果汁にまみれ、それはそれでおいしそうではあったが、汁が手首にまで垂れて衣服に染みがついた。また茘枝に大喜びした鴻が小玉の指まで舐なめたのを見て、たまたま同席していた文林が眉まゆ根ねを寄せた。確かに品のないことではあると思った小玉は、以来素直に女官に任せることにした。達人がいると知ったのはそのときである。

　事実、彼女は達人だった。とにかく速い。そして的確である。

　小玉と鴻の目の前に、白い果肉を露あらわにした茘枝が盛られていく。果汁など少しも漏れていない。

　小玉は右手に一つ持ち、鴻の口に差し出した。左手には手しゆ巾きんを持ち、鴻の顎あごの下に添える。

「さ、皇子。どうぞ。種に気をつけてくださいね」

「はい！」

　弾んだ声で返事をすると、鴻は果肉にかぶりつく。小玉は、彼の口元に垂れた汁を手巾でぬぐった。幸せそうに好物を食べる鴻の世話をするのは、小玉にとって心和む行為だった。

「おいしいですか？」

「はい。ぼく、これすきです。もっとたべたい」

「食べ過ぎはお腹を壊してしまうので、あと一個だけですよ」

「えー？」

　不満げな声をあげる鴻に、梅花が声をかける。

「皇子。明日の朝と夜もお出ししますから」

　その言葉に、鴻が「わあ！」と声をあげる。小玉は梅花に、ああと納得の声をあげた。

「茘枝、足が早いもんね」

「ですから食べきっていただきたいのです」

　幸せそうにうふふと笑う鴻をよそに、二人は身も蓋ふたもない事実に頷きあう。大人には、そういう事情があるのだ。







　腹がくちくなった鴻は眠そうに目をこすりながら、乳母に連れられて自室へと戻っていった。

　それを見送った小玉は、鴻が食べなかったぶんの茘枝を食べ、手巾で汁をぬぐいながらぽつりと呟つぶやいた。

「鴻、茄子なす嫌いだったかー……」

　梅花がその呟きに答える。

「以前、乳離れの際に出したものは、召し上がっていたはずですが」

「完全に潰つぶしたものは、大丈夫ってことかな」

「そのようですわね」

　頷うなずく梅花に、小玉は指示を出す。

「厨ちゆう房ぼうに伝えておいて」

「はい……食後のお茶はいかがですか？」

「あー……いいわ」

　断る小玉に、梅花がふと眉まゆを顰ひそめた。

「また寝酒ですか」

　彼女は酒量が増えつつある小玉に、いい顔をしていない。そんな梅花に小玉は、言い訳するように……というか、紛れもない言い訳をする。

「深酒はしないから」

　賢恭からの報告書に目を通しながら、一杯ひっかける程度のつもりである。もしかしたら一杯が二杯に、二杯が三杯になるかもしれないが……多分問題ないだろう、うん。

「頻度もお考えくださいましね」

「はい」

　いい子なお返事をした小玉だったが、その返事どおりになるかどうかは、本人にもわからないあたり、お察しというものである。

「本当に、大家のお渡りが減っていることを残念に存じます。少なくともその晩の娘子は、お酒をお控えになりますからね」

　ぼやきながら梅花は、小玉の手から手巾を受け取る。

「忙しいんじゃないの？」

　小玉はとりあえず、無難な内容を返した。

　皇帝の訪れがないことを嘆く理由としては、いささか以上にずれているが、小玉は気にしない。実際、文林がいるときは会話をしながら酒を楽しむので、一人で飲むよりも少なく済むのだ。




　なお、あまり考えずに発言した内容であるが、実際、そのころの文林はとてつもなく忙しかった。




　　　　※




　その日の深夜。

　自分の執務用の机を前にして、文林は組んだ両手の上に顎を置き、深く思考に潜り込んだ。目の前には大量の書類。しかし彼はそれを見てはいない。




　──今、俺は、疲れている。




　考えている内容が深いか浅いかは人によって異なるだろうが、紛れもなく文林の本音であり、実際彼は疲れていた。非常に。

　──なのになぜ、俺はこうも仕事に没入しなければならないのか。

　据わった目で虚空を睨にらむ文林は、内心で問いを投げかけた。誰も答えてくれないが、問題ない。自分自身がよく知っているからだ。




　今やらないと、あとで取り返しのつかないことになるからだ。なんともわかりやすい。




　そしてここまで疲弊することも、あらかじめわかっていた。しかし避けられない……そういう経験は誰にでも一回や二回や三回くらいはある。文林は特に多いほうではあるが、ここ数ヶ月の修羅場はことのほか厳しかった。もちろん理由は、先に起こった湖西のことがらみだ。隣国の動きがあまりにもきな臭くて、そちらに割いた一定の労力を他に回せない状況だ。




　──いずれ必ず戦になる。だが今はまだ、戦はできない。




　文林はそう考えていた。「寛かん」と称する国とは、元々遺恨がある間柄だ。文林の三代前──要するに異母兄が即位したあと、こちら側がいきなり攻め入ったことから始まった仲なので、非はこの国にある。とはいえ長い歴史の中で、侵略した、されたということは何度も起こっているので、遡さかのぼれば遡るほどきりがない話である。

　実際文林の兄の死後、賢明な甥おいの即位によって外征はとりやめになったが、今度は逆に先方が戦をしかけてくるようになったので、どっちもどっちと言えなくもない。

　現在、両国の関係は膠こう着ちやく状態となっている。寛の新帝の即位によって、国内が少し荒れたため、先方も手を引かざるをえなくなったためだ。こちら側も傍流である文林が同時期に即位したおかげで、お互い「なんとなく、これまでの遺恨は置いておいて」状態になっている。要するに、いつどうなってもおかしくないということだ。

　文林としてはこちらから仕掛けるつもりはないが、先方から仕掛けられるのも可能な限り先に延ばしたいという状態だ。なぜならばまだ小玉と、龍武軍の関係が出来上がっていないからだ。それ以外の軍の全体的な練度も低い。

　それになにより、政治上、国家間の戦は最後の手段であるべきだからだ。体面上の問題だけではなく、現実的な話として戦は金がかかる。長引けばたとえ勝利しても経済的に混乱が起こり、今度は内乱が起こる可能性がある。

　国力が安定している場合でもそうなのだから、現状のように不安定なまま代替わりが立て続けに発生しているこの国の場合は、考えるまでもない。

　──あと三年、いや一年は欲しい。

　文林はそう願っていた。「思って」いるではなく、「願って」いるというあたりから、事態の難しさが察せるというものである。

　──もう少し内ない間かんを増やせないか……増やせないな。

　内間とは、買収などをして自分側に取り入れた敵国の内部の者である。要するに内通者だ。

　そちらの方面から、隣国の中枢に反戦を推す者を増やしたい。しかしそんな者はそうそう作れるわけがない。

　自国に不満を持つ者はどこの国にでもいるが、それをうまく味方にするのは難しい。

　悪くすればこちらから送り込んだ者が、取り込みのために動いたせいで始末されてしまうし、実際されたことがある。文林のほうも、敵国側の内間を何人か発見し、処分しているのだから、おあいこである。

　今敵国に潜り込んでいる間かん諜ちようの総数を考えると、うかつな動きはできない。これ以上減らす愚は避けたい。

　比ひ喩ゆ的にではなく頭の痛さを覚えながら、ここで文林は初めて口を開く。茶も飲まずに考え込んだせいで、口の中がぱさついている。

「基本的に全部、鄒すう王おうの馬鹿野郎のせいだ」

　言っている本人もおどろおどろしさを感じるほど、怨えん嗟さに満ちた声だった。

　文林の結論は正しい。しかしその正しさは、文林の忙しさはおろか、疲労も解消してはくれなかった。

　──ああ、癒いやしが欲しい。

　そう思った文林の脳裏に、妻である小玉の姿がぽわんと浮かび……そのことに文林は絶望した。癒やしを与えてくれる対象として小玉を想定したあたり、自分は本格的に疲れていると、実感したのだ。

　あの妻が文林にとって癒やしになったためしなど、結婚する前から一度もない。

　へんに刺激すると思考だとか感情とかを盛大にひっかき回されて、しかし最終的になぜか元気にはなっているという、配合不明の劇薬のような存在だ。

　今劇薬を服したら、死ぬかもしれない……文林はそう思っていた。それくらい疲れていた。

　ああ、帳簿を眺めたい……と、文林は遠い目をした。これについては文林の心をかきみださず、それでいて確実に癒やしてくれるはずだった。

　文林は両手を目に押し当て、親指の付け根あたりで二、三度目の周囲をぐいぐいと押した。そして大きくため息をつき、首をごきごきと回してから、のろのろと目の前の書類の山に手を伸ばした。軽くめまいを覚えていたが、それは意図的に無視する。

　もしこの場に小玉がいたならば、ご本人は癒やしにならなくても、文林を癒やすための言葉を確実に吐き捨てただろう。

　すなわち、「寝ろ」と。




　　　　※




　翌日。

　夫が過労に足を突っ込んでいる最中、寝酒をたしなんで眠るほどの余裕はあるものの、小玉は小玉で仕事をしていた。

　武装して、清喜を引き連れて後宮を出る。今日は龍武軍の練兵に付きあう予定だった。

　そういうわけだったから、梅花に宣言したとおり、深酒はしていない。

　歩きながら清喜が問いかけてくる。

「娘じよう子しから見て、龍武軍ってどんな感じですか？」

「あー……こね始めの麵めんかな」

　答える小玉に、清喜はこともなげに説明のしなおしを要求する。

「あ、すみません。僕料理しないんで、そういう比喩わかんないです」

「……まだ全然まとまってないってことよ」

　それはもう、ぱっさぱさのぽろっぽろである。

　清喜が納得しました！　というように、晴れやかな笑みを向けてくる。

「なるほどー。娘子、へんに喩たとえ使わないほうがわかりやすいですよ」

「……そっか」

　新設され、しかも各所から人をかき集めた部隊だ。個々の素質はともかく、全体を見るとまとまりが足りない。

「悪くはないけど。むしろいいけど、使い物になるのはまだ先だね」

「なるほどー、こねればこねるほどまとまるってやつですね」

「うん……ところであんた、料理しないんじゃなかったんだっけ？」

　なんだか麵のこね方を知ってそうな物言いであった。

「はい、してませんよ」

「……というかあんた、うちの住み込みで働いてたとき、台所の手伝いしてたよね？　野営のときも、なにかと準備していたよね？」

「あはは」

　色々と思いだした小玉の追及を、清喜は笑ってごまかした。それ以上小玉がなにも言わなかったのは、ちょうどそこで目的地に到着してしまったからだ。

「娘子に御意を得ます」

「お立ちなさい」

　跪ひざまずく賢恭と鄭てい綵さいに答礼すると、二人は「はい」と答えてから立ち上がった。

「昨日は茄子なすを下さったとか、ごちそうさまです」

「もったいないお言葉です」

　小玉が茄子の礼を述べると、賢恭の厳しく結ばれた口元がやや和む。

「早速ですが娘子。これまでの経緯を、ご説明申し上げてもよろしいでしょうか」

「はい、お願いします」

「昨日までの報告書は……」

「ええ。清喜から受け取って、目を通してあります」

　小玉の言葉に頷うなずくと、賢恭は小玉が付けなかった間の龍武軍の様子や、それを見ていて本人が気になったことを説明しはじめた。小玉はそれに対して、真剣に聞き、時には質問を返す。

　とはいえ正直、彼に対して心配は一切していない。かつては辺境で、寄せ集めの新設軍を素早く掌握した経験もあるすご腕の人物だ。むしろ自分はいらないのではないかと、思えるくらいである。

「……やはり、今しばらく時間がかかりそうですね」

　小玉が顎あごに手を当てて感想を述べると、賢恭も頷いた。

「はい。北ほく衙がと南なん衙が、禁きん軍ぐん同士から人間を集めたところはよいと思うのですが、今はまだお互いに馴な染じみきっていません。当初の勢いがやや衰えかけているので、そろそろ人間関係で、一度揺らぐ時期かと」

「元々南北で仲悪いですからね」

　小玉は苦笑した。そうなった場合、どうするべきか幕僚たちと一度話を詰めておくべきであろう。

「では彼らの様子を見に行きますか」

「はい……鄭、ご案内申し上げるように」

「はい」

　それまで控えていた綵が「こちらです」と、手を行き先のほうに向ける。小玉は一つ頷いて、綵に続いて歩き出した。清喜がその後ろを歩く。

　現在、綵は副官の座を降り、今は賢恭がその立場についている。綵は賢恭付きの武官として引き継ぎをしながら、賢恭の手腕を学んでいるところだった。

　彼女については今後副官として復帰させるか、あるいは指揮官として育てるか検討しているところだ。小玉個人としては、後者のほうがよいのではないかと見ている。彼女はどちらかというと、そちらのほうが向いている気がするのだ。賢恭にはそういう所感を伝え、見定めてくれるよう頼んでもいた。

　一見、ちょっと降格したようにも見える綵だが、全体を見れば出世をしていることになる。なにせ一部隊の副官から、大規模な軍隊の幹部である。

「正直……このまま副官続けろって言われたら、ちょっと泣いてました」

　というのが、綵の弁である。あの無表情のままで泣くんだろうかと周囲は疑問に思ったようであるが、言っていることには理がある。まだ年若く経験も浅い彼女には、確かに荷が重い仕事だろう。

　そういうわけだから綵本人は、現状に不満を抱かずによく働いていた。賢恭という頼りになる年長者が近くにいることに、安心すらしているようである。

「この件につきましては、娘子は頼りになりませんから」

　とも綵は言っていた。もちろん彼女には、いつだって他意はない。単に小玉が常駐していないことによる発言であるが……まあ無礼なのは確かである。

　清喜は綵が不敬罪で捕縛されないかたまに心配しているが、彼は彼で自分のことを心配してほしい小玉である。不安要素のある若手揃いである。

　しかし最近、そうでもない若手が一人現れた。誰あろう、綵と結婚を前提にお付きあいしている温おん青せい峰ほうである。しかしこちらはこちらで、安定しすぎていて影が薄いという欠点を持っている。

　ただ現時点で綵と仲がよいのは確かなので、このまま無事祝言をあげるところまで行き着いてほしいところだった。







　練兵の様子は、見み応ごたえがあるものだった。湖西での子どもたちの訓練風景とは、比べものにならない……あたりまえだが。

　だが、動きにどこかまとまりがない。それに関しては湖西の子どもたちに劣っているのが、いっそ皮肉にも思えた。

「一度どっかと演習してみたいな……まだ早いかな」

「沈閣下に伺っておきますか？」

　小玉の呟つぶやきを聞きつけ、綵が反応する。

「いい。あたしから意見を求める」

「わかりました」

　そういえば、軍での教育機関を新設する話も、そろそろ詰めなくてはならない。小玉は頭の中からそちらの予定表を引っ張り出して、今後のことを簡単に確認した。

　皇后になっても、実に優雅さとはほど遠い仕事量だ。だが、こちら方面のことに関しては、元々そのために後宮入りしただけに、小玉は忙しさどんと来い！　くらいの構えでいた。

「そういえば娘子」

「なに？」

「冬とう麗れいと、千せん姫きのことは覚えておいでですか？」

　唐突に三羽烏の名前を出され、小玉は思わず綵のほうを見た。

「もちろん。どうかした？」

「結婚が決まったので、退役します」

「はっ!?」

　いきなりな展開に、小玉と清喜が思わず声をあげた。

「あれ!?　あの娘たちの旦だん那な探しって、滞ってなかったっけ!?」

「そうだったんですが、最近龍武軍に部隊が編入されて、いい男との出会いが大幅に増加したので」

「な、なるほど」

　南衙はともかく、北衙については確かに顔よし、家柄よし、そして女との出会いなしな男はそれなりにいるはずだ。しかしそれが入ってくるや否や素早く、しかもがっちりとつかみ取るとは……。

「意外に抜け目ないですね、二人とも」

　先日用を足している最中に、厠かわやに突入された清喜は、すごく複雑そう……というより、心配そうな顔をしている。小玉も心配ではある。本人も、相手の男も。

「ま、あ……めでたいわね」

「はい、おめでたい話です。つきましては二人とも、最後に娘子にお別れの言葉を申し上げたいと。本来ならば一雑兵の願いごとき、私のほうで断るべきかとも思いましたが……お時間を、いただけますか？」

　ためらいがちに頼んでくる綵に、小玉は快諾する。

「いいわ」

「お慈悲に感謝します」

　綵は目元を少し和ませて一礼した。

「でも少し待ってね。祝いの品を用意してあげたいから」

「……そこまでやってあげますと、つけあがりませんか？」

　途中までいい上官だった綵が、急に手厳しくなった。小玉はからりと笑う。

「いいのよ。結婚するときくらい、舞い上がらないと」

「はあ」

　まだ納得できていない様子の綵に、小玉は言い添える。

「ちなみに、あたしが結婚したときの話、聞きたい？」

　舞い上がりようもない結婚をした小玉としては、他のお嬢さんには夢を見る機会を与えてあげたいというものだ。

「あ、結構です。これ以上夢を壊したくないので」

　綵は賢明な判断を下した。

「しかし、二人が結婚するってことは、雪せつ苑えんは残るのね？」

「あ、はい。彼女なんですが、彼女も結婚します」

「……するの!?」

　三人揃って結婚するとは、三羽烏の仲のよさも、ここまで来るとあっぱれである。とはいえ先日男に襲われそうになった彼女が、無事結婚に至ったことについて、小玉はほっとした。だが解せないことがあった。

「じゃあなんでさっき、名前出さなかったのよ」

「彼女、結婚してもここに残るそうです。夫とうまくいかなかった場合のために、手に職を持ちつづけていたいと」

　綵の説明は身も蓋ふたもなかった。小玉は清喜と顔を見合わせる。

「そこまで現実的なのもどうなの……。彼女、もう少し舞い上がっていいのよ」

「というか、旦那さんと同じ職場だから、うまくいかなかった場合、気まずくないですかね……」

　もっとも、複雑な家庭で育った彼女がそういう結論に達しても、おかしくはない。なんというか、彼女は心配ないような気がする。

　それにしても……。




　小玉は目線を足下に向ける。草が揺れている。正面に向けると、木が青々と生い茂っている。十年前も、二十年前もそうだった。

　でも、人の世は変わっているのだ。

「そういうことを、自分で好きなように選べる時代になったのね……」

　感慨深いものがあった。自分と……明慧が、彼女たちと同じ年代だった頃が、不意に懐かしく胸をよぎった。




「娘じよう子し……」

　呼びかけてくる綵に、笑みを返す。

「じゃあ、お祝いの品は三つか……ところで綵、あんたはどうなの？」

　野次馬根性で問いかけた小玉に、綵は苦笑を返す。

「私も相手も、今は仕事と結婚しているので」

「そっか」

　要するに、忙しすぎて今それどころではないということである。しかもこの二人はお互いに結婚しても、仕事と離婚することはなさそうなので、なんだろうこれは……重婚？　まあいい。

　半端に納得した小玉は、なにを贈るべきか思考を巡らせ……その流れで、真桂に武器を新調してあげる予定だったことを思いだした。

　ふと、思いつく。

「綵。あんたって、訓練用の武器、自分で調達してたわよね」

「あ、はい。母の馴染みの方に作ってもらいました」

　今はさほど問題ないが、軍に入ったときの綵は比較的非力だった。したがって彼女は、道具を自分に合わせるやり方でしのいでいた。

「その人、今も現役？」

「ええ」

「ちょっと紹介してくれないかな」

　小玉も小玉で、市井に馴染みの刀工はいたのだが、引退してしまっているので、あてにできなかったのだ。

　綵は「構いませんが……」と言いながら、それはいかがなものでしょうというような思いを込めた目を向けてきた。

「まさか娘子。結婚祝いに武器を……それはちょっと。ああでも、雪苑はこちらに残るので、問題ないでしょうが」

　小玉は慌てて手を左右に振る。

「違う違う。でも誤解させてごめん」

　これについては、絶対にそう考えるに違いないという、話の流れを作ってしまった小玉が悪かった。




　　　　※




　紅霞宮に戻り、着替えながら小玉は梅花から話を聞いた。

「ああ、今日も文林来ないの」

「はい、ここしばらく、執務室に籠こもっておいでのようです」

「あいつ大丈夫かな……」

　小玉は眉まゆを顰ひそめた。一見仕事人間のように見える彼であるが、休む必要があるときは休むし、そういう仕事のやり方ができる人間だ。むしろそういう観点からいえば、小玉のほうがよっぽど仕事人間だった。

　その彼が、ここしばらく仕事にのみ生きているというのは、よほどのことだ。

「さすがに心配ね……」

　もと武官なだけあって、それなり以上に丈夫な体を持っている文林だが、元々線の細めな体つきだし、今はだいぶ鈍っているわけだから、さすがにそろそろ限界が来てもおかしくはない。

「……ねえ、梅花。皇后って、こういうときに皇帝の様子を見に行ってもいいものなのかな」

　小玉が少し考えてから発した問いに、梅花は笑顔で「もちろんですよ」と答えた。

「なら今日、鴻に夕食を食べさせたら、文林のところに行くわ」

　そこまで忙しいときに訪問するのも迷惑かとも思ったが、彼のことならば迷惑なときは遠慮なく「帰れ」と言うはずだ。だから、行くぶんには問題なかろう。

「お夜食を用意させますわ。杏に持たせますから、お連れあそばしてくださいませ」

「わかった。そうする」

　小玉は素直に頷うなずいた。







　夕食後、小玉は杏を引き連れて、文林の暮らす乾けん極きよく宮きゆうへと向かった。入り口の前で訪れを告げると、奥から人が慌ただしく動く気配がした。

「これは……娘子」

　文林の側付きの宦かん官がんが出迎える。

「大家がお疲れではないかと思い、参りました。お忙しいようでしたら、このまま帰ります」

「いえいえ、是非！　どうぞこちらへ！」

　宦官が文林のもとに案内してくれる。文林に確認をとらなくていいのだろうかと思いつつ、小玉はとりあえず彼の後ろにくっついて歩いた。

「大家のご様子は？」

「だいぶお疲れのご様子ですが、我々がなにを申しましても休息なさらず……」

　宦官が憔しよう悴すいしたようにため息をつく。多分彼も休んでいないのだろう。

「そうですか」

　これはそうとう酷ひどいんだな、そう覚悟した小玉だったが、実際の姿は覚悟以上の代物だった。




「うわっ、寝て！」




　文林の執務室に足を踏み入れた小玉の口から、思わず声が出た。

　文林の目の下にはくっきりと隈くまが出ている。これまで憔悴した彼を何度も見たことがあったが、今日の彼はさすがの美び貌ぼうが台無しになるくらいひどかった。間抜けな表情になっても端整に見える彼がここまでになるとは、天変地異の前触れだろうか。

「……お前か」

　文林は目線だけ一瞬あげて、再び目を紙面に落とす。相手をしようともしない文林の態度に一切頓とん着ちやくせず、小玉はばたばたと窓辺に寄った。

「空気悪いし！　窓開けるよ！」

「あっ、待て！　風で書類が飛ぶ！」

　いきなり文林から元気な声が発せられたが、小玉も元気よく返す。

「んなもん、おさえになるもん置きゃいいでしょうが！」

　有言実行の小玉は、頭から笄こうがいを何本か抜き、机上にある紙の連山のそれぞれの峰に、ぽんぽんと配置した。

　そうして再び窓辺に近寄る。今度は制止がかからなかったので、遠慮なく窓を開けた。杏も手伝い、部屋中の窓が開放される。

　夜気が部屋に入ってくるのを感じた。

「あんた食事は？」

「汁物と茶は口にしてる」

　小玉の問いに、文林は顔をあげず書き付けをしながら返してきた。人に物を言う態度ではないが、この状況の場合、答えが返ってくるだけで上等である。

　病人並の食生活だなと思いつつ、小玉は文林に言った。

「そう。お粥かゆ持って来たから食べなさい」

「置いておいてくれ。あとで食べる」

「うん駄目。杏、器と匙さじ」

　文林を無視した小玉の指示に、杏は運搬用の箱の中から粥の入った器を取り出し、うやうやしく差し出してくる。それを受け取った小玉は、粥を一匙分掬すくうと、文林の口元に差し出した。

「……なんのつもりだ」

「はい、口開けて。あーん」

　文林の問いに、棒読みで返す小玉。文林がため息をつく。

「置いておけと言っただろう」

「聞いた。でも今食べて。口開けないと、鼻つまんで無理矢理開けて突っ込む」

「…………」

　文林が素直に口をぱかっと開けた。付き合いが長いと、こういう時話が早くて助かる。小玉は比較的優しい仕草で、文林の口に匙を突っ込んだ。

　その動作を次々と繰り返す。

　三口目で文林は慣れたのか、食べながら書き付けを再開した。小玉としては食べてくれればそれでいいので、もうなんでもしていてくださいという感じである。

「はい、これで最後」

　最後の一口を食べ終え、手しゆ巾きんを差し出すと、文林は片手で受け取り、口を拭ぬぐって返してよこした。

　受け取った小玉は、器と匙と一緒に杏に預け、部屋の隅に置いてある椅子に腰掛ける。

「……どうした？」

「あんたが寝るまで付きあう」

「いつ寝るかわからないぞ。そこにいる女官にも付き合わせるつもりか？」

　小玉の横に侍る杏は、表情ひとつ変えずに佇たたずんでいる。彼女のほうをちらりと見て、小玉は言った。

「杏。先に宮に戻っていて。朝になったら迎えをよこして」

　──はい。

「おい」

　ぎこちなく一礼する杏。険のある声を出す文林。

　文林に向かって、小玉は言い放った。

「あたしはここの床で寝ても平気だから」

　断固として退かぬぞという構えの小玉に、文林は大きくため息をつくと、筆を所定の位置に置いて立ち上がった。

「寝室に行くぞ」

「え？」

「いくらなんでも、お前を床に転がした状態で仕事がはかどるか。だったら多少寝たほうが効率的だ」

「それもそうだろうね」

　女が一人寝そべっている部屋で仕事をするというのは、奇抜すぎる環境だ。どう考えてもなにもはかどらないだろう。

「だから、杏といったか……余は皇后を床に寝かせることはせぬ。安心して宮に戻れ」

　椅子から立ち上がりながら、文林が言った。杏は今度はすんなりと一礼し、小玉にも頭を下げる。小玉は一度髪をかき上げてから、部屋を出た文林を追った。

「寝る。皇后も一緒だ」

　廊下で待機していた宦官の驚いた様子を一顧だにせず、声のみかけて文林はずんずんと歩く。しかし、どことなく足下がおぼつかないのを、小玉は見てとっていた。やがて彼の寝室に足を踏み入れた小玉は、物珍しげに辺りを見回した。

「あたし、ここ入るの初めて。豪華だなー」

「そりゃ皇帝の部屋だからな」

　あたりまえだろうとでもいうような口ぶりで言ってから、文林は寝台に身を投げ出した。というか、倒れた。




　そして、寝た。




「早っ！」

　小玉が思わずあげた声にも、全然反応しない。それどころかすでに寝息が、小玉の耳に届いていた。

「えーと……」

　小玉は戸惑いながら、無意味に周囲を見回す。

　寝るのを見届けるという目的は達成した。だが、いくらなんでもこのままで帰るわけにはいかない。なぜって文林の今の状態は睡眠の環境としては悪すぎる。

　小玉はうつ伏せになっている文林にそっと近づき、靴を脱がせて、冠を外す。髪を結っている紐ひもも解いて、髪を横に流した。

　そして文林の両肩に触れ、ぱんぱんに張っていることに、口をへの字にする。今日彼のため息が多かったのは、単純に呆あきれていたからというだけでなく、上半身が凝り固まっていたからというのもあったのかもしれない。

　揉もみほぐしてやりたかったが、そうすると眠りが浅くなるかもしれないので、やめておくことにした。しかし、これだけはやっておこう。

「よっ……と」

　というかけ声は心の中でのみに留とどめながら、文林の体をひっくり返す。仰向けになった彼の襟元をゆるめた。そして掛布をかけてやる。

　小玉は自分も付け毛を外し、短い髪を手ぐしで軽くとかしてから灯あかりを消し、自分も文林の隣に潜り込んだ。まさか今日、こんなふうに寝ることになるとは思わなかったなと思いながら、目を閉じた。




　夜中、横で文林が起き上がる気配がした。睡眠時間としては短すぎるが、小玉は止めようとしなかった。今日彼は充分すぎるほど、自分に譲歩してくれた。むしろ自分が差し出がましかった。

　それでもそうせずにはいられなかった……少し苦い思いで、小玉は再び眠りの淵ふちに自らを追い落とした。




　翌朝、小玉は起こされる前に自分で起きた。付け毛を頭に装着し、簡単に服装を整えてから、部屋から出る。扉の前に侍っていた宦かん官がんに、伝言を頼む。

「紅霞宮に戻ります。大家によろしく伝えてください」

「御意……恐れながら」

　呼び止められ、歩きはじめた足を止める。

「……なんでしょう」

　昨日のことで苦言を呈されても、こちらは文句の一つも言えないなと思いながら、相手の言葉を待つ。よく見ると、相手は宦官の中でも賢恭に並んで、文林の側近中の側近といえる相手だった。

「娘じよう子しさえ差し支つかえございませんでしたら、昨夜のように大家にご休息をお勧めいただけませぬか」

　相手からの意外な言葉に、小玉は目を二、三回瞬かせてから返す。

「……それは、わたくしに大家のお仕事の邪魔をせよということですか？」

　言ってから、皮肉な言い方だったなと反省する。しかも実際に邪魔をした本人が言うべきことではない。自分はどうやら寝起きで頭が回っていないらしい。

「……ごめんなさい。わたくし、言っていることとやっていることが食い違いますね」

「いえ、娘子がおっしゃりたいことはわかっております」

　仕事の中断を強要することは、文林の場合政治の干渉に繫つながりかねない。

「ですがこのままでは、大家の玉ぎよく体たいに障りが出かねません」

「……そうでしょうね」

　それについては、小玉も完全に同意するところである。あそこまで疲れ切った文林を見るのは、小玉にとっても稀まれなことだった。

「ですから、あくまで休む休まないのご判断は、大家にお任せし、娘子はお側でお勧めを……」

「なるほど」

　小玉は頷うなずいた。

　要するに、横で「休め」と圧力をかけろということか。そのくらいならば、許容範囲に思えた。

「そういうことでしたら……大家が紅霞宮にお渡りになるのより少し少なめに、三日に一度ほどでよろしいですか？」

「はい、それはもう」

　宦官が深々と頭を下げた。




　　　　※




　三日後、小玉は夜食と自分の時間つぶし用の道具を持って、文林の前に現れた。

「またお前か」

「今日は片手で食べられるものを持ってきたから」

　小玉は、練った小麦を焼いたおやきを文林に差し出す。中には葱ねぎが練り込んであるものだ。料理としては至極単純なものである。

「お前が作ったのか」

「うん」

　小麦を使った料理は、こちらに来てから覚えたものだ。特に明慧から聞いたものが多い。これはその一つだった。

「……昔、お前の家に行ったときに、よく出されたな」

　文林はそう言いながら、受け取って口に運んだ。それを見届けてから、小玉は椅子に腰掛け、時間つぶしの道具──刺し繡しゆう道具を取り出し、黙々と作業をしはじめた。

　やがて文林が「寝るか」と言って立ち上がり、小玉と同じ寝台で寝て、小玉を残して起きて去る。小玉は小玉で朝まで寝て、自分の宮に戻る……そういう日が、三日に一度くらい続いた。







「……なにを刺している？」

　何度目かの訪問の際に、文林が問いかけてきた。目は書類に釘くぎ付づけであるが、そういう質問が出来る程度には余裕が出てきたらしい。小玉がそっと文林の様子をうかがうと、顔色もだいぶよくなっていた。

「桃」

　小玉の端的な回答に、文林が声に笑いをにじませる。

「それはまた……かわいらしいものを刺しているな」

「かわいいのはあたしじゃない。今度結婚する娘にあげるのよ」

　文林が、ああと声をあげた。

「『蕡ふんたる有り其その実』か」

　そして詩の一句を口ずさんだ。小玉も勉強をする前から、歌として知っていたくらい有名な詩だ。

「そうね」

　この句のあとには、嫁いでゆく娘が幸せであれと願う言葉が続く。

「渡す相手が三人もいるから、ちょっと大変なのよ」

「多いな。最近、結婚が流行はやっているのか？」

「風邪じゃないんだから」

　そういう軽口を交わすことが出来るということは、本格的に調子がよくなってきたらしい。そろそろこの「逆・お渡り」状態も終わらせるべきだろうか。そう思いながら、小玉は糸を切った。




　　　　※




　三日後。

　小玉が欄干にもたれかかって、夜風を浴びて涼んでいると、梅花が問いかけてきた。

「今晩は行かれないのですか？」

　小玉は「うん」と頷く。

「もうそろそろ、大丈夫になってきたんじゃないかと思うの」

「さようでございますか。先方にご連絡なさいませんの？」

「行く日も特に連絡してないし、いいんじゃないの？」

　梅花はそうですかと頷き、一つ小さなため息をついた。

「それにしても、残念ですわ」

「残念？」

　聞き返すと梅花は、しれっと言ってのける。

「大家のもとに向かわれるときは、娘子は晩酌をなさいませんもの」

「そういうことか」

　小玉は苦笑した。確かにここ最近、酒量は減っていた。なにかと図太い小玉ではあるが、その図太さは仕事にいそしんでいる人間の横で、酒をちびちびやれる方向性を持ってはいなかった。

「また状況によっては、文林のところに行くかもしれないけどね」

　よっこいしょと言いながら立ち上がり、寝室に向かう。

「今日はお酒はよろしいのですか？」

「うん。あたしの体を心配している誰かさんの寿命をこれ以上縮めないために、今日はやめておく」

　いたずらっぽく笑う小玉に、梅花は真面目くさった顔をした。

「それはそれは、どこぞの誰かさんもさぞ喜んでいることでしょう」

　そんなふうに、平和に過ぎた夜だった……あくまで紅霞宮では。




　　　　※




　翌朝のことである。

　小玉がいつもどおり早起きをして朝食をとっていると、女官が客の訪れを告げた。意外な人物だった。

「李昭儀が？」

　特に高位の妃ひ嬪ひんは、もっと遅く起きてくるものだ。こんなに朝早く動くことも、ましてや他の宮を訪れることもまずない。とはいえ、待たせっぱなしも失礼だ。

「はい。深刻な問題を抱えていらっしゃるようではございませんでしたが……」

「いいわ。通してちょうだい」

「はい」

　こんな朝早くに何事か、そして彼女は朝ご飯をちゃんと食べたのか、と思いつつ待っていると、真桂が晴れやかな笑顔を浮かべて、部屋に入ってきた。これは本当に深刻ではなさそうだ。

　彼女ははつらつとした声で挨あい拶さつを述べる。

「おはようございます、娘子！　ご機嫌うるわしく」

「李昭儀……その、あなたこそご機嫌うるわしそうですね。おはようございます」

　小玉がちょっと口ごもったのは、謎の迫力に気け圧おされたからだ。真桂はなにやらすごく生き生きとしていた。全身から喜びを発している状態というものがあるならば、それはまさしく今の真桂であった。

「どうぞお座りになってください。朝食は召し上がりましたか？」

「いいえ、まだですわ」

　朝ご飯食べてないのにこんなに元気なのか……と感心しながら、小玉は誘いの声をかける。

「では、ご一緒しませんか？」

「まあ！　嬉うれしゅうございますわ、是非」

　真桂に席を勧めながら、小玉は杏に目配せする。ほどなくして、真桂のぶんの食器が運ばれてきた。

　箸はしを手にとり、真桂がふふっと笑う。今日の彼女は、とことんまで幸せそうだ。

　そして内緒話をするように、声を潜めて問いかけてくる。

「娘子、ご存じでしたか？」

「……なにを、でしょうか」

　心当たりがない小玉は、真桂の問いに首をかしげながら答える。すると彼女は、ますます笑みを深めた。

「やはりまだ、ご存じではいらっしゃいませんのね。こんなに朝早くから、失礼を承知のうえで参上したかいがございますわ」

　そして本格的に話を始める姿勢に入った。

「は、あ……」

「やはりこのことは、ぜひわたくしの口からご報告したくて」

　早く本題に入ってくれないかなと思いつつ、小玉は粥かゆを一口食べた。

　そして次の真桂の言葉で、粥を吹き出しそうになった。




「昨晩、大家のもとに呼ばれもしないのに参上した司馬淑妃が、大家に一喝されて追い返されたそうですわ」




　壁際に佇たたずんでいた杏が軽く唇を震わせたのが、粥を口中に留とどめようと腐心する小玉の目に入った。そのことに驚きが二乗になる。

　梅花仕込みの彼女を人前でここまで動揺させるその情報は、間違いなく後宮では大事件であった。

　なんとか粥を飲み込んで、小玉は言葉を紡ぐ。

「……どうしてそのようなことになったのでしょう」

「近頃、娘じよう子しは大家のもとに足をお運びになって、お側で仕えておいででしたでしょう。三日に一度ほど」

「ええ、そうですね」

　特に喧けん伝でんした覚えはないが、ずいぶん知れ渡っているものなんだなと思いながら、小玉は頷うなずいた。

「司馬淑妃は、そのことに内心穏やかではなかったようで。それで昨日の娘子が紅霞宮でお休みになることを知った彼女は、代わりに自分がと参上したそうです。そして止める宦かん官がんを振り切って大家の御前に参上し……その結果大家から、妃嬪の分際で差し出がましい！　とのお言葉を賜った……」

　真桂からそれ以降の言葉が紡がれなかったのは、感極まって言葉が出なかったからのようだった。なおこの場合、極まった感情は「喜び」とか「楽しさ」とかいう名のものだった。しかも妙にまがまがしい雰囲気の。

　鬼の首でもとったぞ！　とでもいうような様子の真桂に、小玉は漁師に通じるなにかを感じ取っていた。しかし今大事なのは、真桂と漁師との共通性ではないということもわかっていた。一度、文林のところを訪問しなければならないということも。

　可及的速やかに動くべく、小玉はまず話をそらすことにした。幸い、うってつけの材料があった。

「李昭儀」

「はい」

「そういえば、先日お話しした新しい木剣が用意できました。今日お持ち帰りできますか？」

「もちろんです！」

　真桂はぱっと顔を輝かせた。同じ喜びでも、ほんのちょっと前に浮かべていたのに比べると、まがまがしさの全然ない笑顔だった。

　小玉は杏に指示を出して、自室に置いてあった木剣を持ってくると、真桂に持たせた。そして持ちやすいか確認をしたり、微調整をしてやったりしてから、彼女を自分の宮に返した。

　まんまと小玉の思惑に乗った真桂であったが、彼女としては徹頭徹尾嬉しいことだらけだったので、問題はないだろう。小玉としても、真桂に木剣を渡すという元々やりたかったことができたので、問題はない。




　そう、全体的になにも問題はないのに、なぜ自分は疲れているのだろうと、小玉は思った。まだ朝なのに。




　小玉はため息をついて、どっかりと座り込んでいた。

　そこへ真桂と入れ違いに、梅花が現れた。今朝は朝食の場にいなかったので何事があったのかと思っていたが、今の小玉はその理由をわかっている。

「娘子、司馬淑妃のことで……」

「うん、もう聞いた」

　乾いた笑いを浮かべる小玉に、梅花は驚きを隠せないようだった。

「もう……ですか？　いったいどなたから？」

　梅花を超える速度で情報を摑つかむあたり、真桂は後宮内でだいぶ力をつけてきていることがうかがえる。だが、それは本人にとっていいことなんだろうかといえば、少し悩む小玉だった。







「昨日はどうした？」

　身支度を調えた小玉が文林のもとに向かうと、彼は珍しく顔をあげて声をかけてきた。

「いや、なんとなく。あんたこそ……昨日はどうしたの」

　とても昨日激げき昂こうしたとは思えない、穏やかな文林の様子にとまどいながら、小玉も問いかけた。

「司馬淑妃のことか」

「そう」

「来るなと言っているのに勝手に上がりこみ、あまつさえお前は許されたのになぜ自分は許されないのだと泣きわめいた。自分勝手にもほどがある」

「それはまあ……」

　前半についてはわかる。制止を振り切る時点で論外だ。小玉でもそんなことはしない。だが後半については……。

「あんたの子どもの、母親だもの」

　ためらいがちに言う小玉に、文林はぴしゃりと叩たたきつけるように言い放った。

「正妻と側室の区別は厳然としてつけるべきだ」

　理屈としては正しい。だが、それはあくまで外から見た立場のことでの話だ。

「あんたの本当の奥さんの中では、彼女が一番上の人間じゃない。多少は特別扱いしても……それくらいじゃあ、皇后の権威とかは損なわれないと思うけれど」

　小玉としては、自分はどこまでも「皇后」という立場を借りて、別の仕事をしている認識だった。

　文林は確かに自分の「夫」ではある。だが仮に彼と別れて他の男と結婚したとしても、得た「夫」は、文林という「夫」とまるで違う意味のものになるはずだった。彼にとっても自分はそういう存在であるべきだった。

「『本当の奥さん』な……」

　文林が皮肉っぽく唇をつり上げた。

「『偽の奥さん』としては、後ろめたさがあるわけか？」

　言っている言葉も、皮肉に満ちていた。小玉は顔をしかめる。

「うわー、腹立つ物言い」

　素直に思うところを述べる小玉に、文林はふんと鼻を鳴らす。

「大体俺は、あの女に長男はおろか自分の子を産ませる気はなかった」

「そ……そうなの？」

　いきなり繊細な話題になって、小玉はとまどった。ではなぜ司馬淑妃が、皇帝の長子の生母という立場にいるのだろうか。

　少し考えて、思いつく……もしかして欲望に負けたのだろうか。

　ありえる。確かに相手は美人だし胸も大きいからなと納得しかけた小玉だったが、文林が吐き捨てた理由は、また別の意味で納得できるものだった。

「即位当初のころは、俺もまだ力が足りなかったからな」

「あ、そういう……」

　ことなんだ、と言い終える前に吐き捨てられた文林の言い分に、小玉は一瞬言葉を失った。

「まさか一回で懐妊するとは思わなかった。なんだあの繁殖力。犬とか猫か？　あいつは。しかも姫ならともかく、皇子ときた」




　最低だ。

　内容も、言葉選びも。




「あんた本当に失礼よね……あと繁殖力について言うなら、あんた側の責任もあると思うんだけど」

　呆あきれたあまり、もう怒りすら湧かない小玉は、それでも言いたいことだけは言う。しかし文林はきっぱりと言った。

「いや、あれについては絶対に向こう側だけの責任だ」

　そこまで力説する根拠は、きっと彼なりにあるのだろう。だが知りたくもなかったので、小玉は特に聞こうとしなかった。

　それにしても司馬淑妃は、事情を聞くととんでもない強運の持ち主である。皇帝に避けられているうえに、昨日叱責されたという現状は若干不遇だが、もしかしたら持てる運を使い果たしてしまっているのかもしれない。

「そこまで彼女を毛嫌いするのはやっぱり父親のせい？」

　司馬淑妃の父親は、工こう部ぶの尚しよう書しよを務めている。この国の政治機構から見れば、十本の指に入る高官だ。そして、まあ……いい噂を聞いたことがない人間でもある。娘の美び貌ぼう以外は。

「そうだな。それに本人の性格も頭も悪すぎる」

「……そうねー」

　司馬淑妃の内面の話を持ち出されると、さすがに小玉も擁護できなかった。

「その点ではまだ高こう貴き妃ひのほうがましだった。実家が暴走しなければ、お互いに食いつぶしあってもらうつもりだったというのに……」

「…………」

　ぶつぶつと愚痴をこぼす文林に、小玉はふと胸に憐れん憫びんの情が浮かんでくるのを感じた。彼の言動はおおむね非道だが、彼なりにうまくいっていないし、不運でもあることもわかったからだ。

　だから小玉は口をつぐむことにした。これ以上自分が彼を追及するのは、酷に思えてしまったのだ。

　つまるところ小玉は、どこまでも文林に甘いのだ。

「文林」

「なんだ」

「今日は帰る。あんた元気そうだし、当分は来ないから」

「ああ、わかった。近々俺のほうがお前のところに行く」

　小玉は踵きびすを返して、自分の宮に向かった。

　騒動が起こったのは、そこからさらに三日後のことだった。




　　　　※




「今、なんと申した？」

　一を聞いて十は無理でも、六か七くらいはさらっとわかる文林が思わず聞き返すくらい、それは予想外の発言だった。

　目の前に廷臣たちが揃い、皇帝に意見を奏上する場で、一通りの議題が終わったところで、工部の司馬尚書が前に進み出てこうのたまったのだ。

「ですから娘子の貞節に問題ありと」

　──そう来たか。

　文林は内心、ほぞを嚙かんだ。

　皇后と妃ひ嬪ひんの弁別について騒動が起こった直後に、これとは。皇帝への糾弾ならばともかく、皇后のほうを引きずり落とす方向に話が進むと少し厄介だ。




　彼らの言い分は、皇后の身で自由に後宮内外を行き来できること。特に軍で多数の男性と接触する機会があるということ、この二点だ。




　正直、「え、今更？」という感がつきまとうものでしかない。彼女は後宮入りした当初からそれが許されていたし、三省六部の長官や、軍の上層部もまたそれを黙認していた。

　しかし暗黙のうちに許されていることは、表おもて沙ざ汰たになると問題になる場合が往々にしてある。今の状況はまさにそれだった。

　──どうする？

　文林は素早く頭を巡らせる。ここ数日、少し仕事が楽になったおかげで、普段の回転を取り戻していたのはありがたいことだった。すぐに活用するはめになったのは全然ありがたくないことであるが。

　ここでもう一つの暗黙の理由……今の皇后に子を産ませるつもりはない、という話を持ち出すと、国こく母もたる者に、皇子の生母を付けないとはというあたりを突かれ、先に持ち出された話と合わせ技で決められてしまう。

「……皇后の不義の確実な証拠はあるのか？　そなたらが特に問題視している軍において、皇后は常に宦かん官がんのいる場で行動している。男と二人きりになることはない」

　文林のほうも言い分としては弱いが、言っていることは正しい。小玉は彼女に出来る範はん疇ちゆうで、皇后の権威を損ねないように配慮している。

　しかし今度は、民みん部ぶの官吏の列から別の男──司馬尚書の子飼いの人間が前に進み出て、文林の言に反はん駁ばくする。

「おそれながら皇后付きの宦官だけでは……」

　失礼な物言いだが、文林は内心で「それもそうだな」と思ってしまった。実際清喜ならば、小玉に好きな男が出来たら平然と手引きするだろう。

　そう考えて、文林は心の中で「けっ」と毒づいた。

　小玉最優先なあの宦官は、そういう意味では一切信用ができない。しかしそういう思いはおくびにも出さず、文林は淡々と反論した。




　幸いなことに、相手に確証はないようだった。

　そして不幸なことに、こちらにも決め手となる材料がなかった。




　結局、話は平行線のまま、残った議題を滞らせた状況でこの時間は終わった。無関係な人間にとっては、聞いていてさぞ胃袋が痛い時間だったろう。文林自身、まためまいがする。肉体的なものか精神的なものかわからないが。







　文官の前から退出し、着替えをしながら文林は吐き捨てる。

「先日の司馬淑妃の件は、失敗だったか」

「いえ、そのようなことは。先方に非があったのは事実でございます」

　着替えを手伝いながら、側近の宦官が静かに文林を擁護する。

「今更にもほどがある……いや、皇后が不義を働いていると言っているわけではないが、疑いがかかるのが今だと？　裏があると宣言しているようなものだな」

　文林は、珍しく饒じよう舌ぜつになるほど苛いら立だっていた。

「はい。ですが、それは本当に司馬淑妃のことでしょうか」

　しかし宦官が眉まゆを顰ひそめながら言ったことに、少し沈着さを取り戻した。

「……わかっている。早すぎると言いたいのだろう」

　司馬淑妃のことが絡んでいるという見解は、おそらく間違ってはいない。

　しかし事が起こってから相手が動き出すまでの時間が、あまりにも短い。まだ数日しか経っていないのだ。あらかじめ下準備をしていたと見ていいだろう。すると見方は少し変わってくる。

「先の湖西の件もある……攻撃の矛先が皇后に向けられたとも考えられる」

「おっしゃるとおりかと」

　それはそれで、あらかじめ用意していたならば、完全な証拠を用意していないのが不思議であるが……だが、物事を完全に読み切ることは、けっこう難しい。七割八割そうだと思ったことで、動かなくてはならない場合もある。そしてそれは今だった。

　着替えを終えた文林は椅子に座り、出された茶に口を付けてから言った。

「賢恭も呼べ。お前たち二人に話がある」

「御意」

　机に肘ひじを突くという、文林にしてはだらしない体勢で考えをまとめていると、ほどなく賢恭が姿を現した。

「礼はいい。そなたたちに動いてもらいたいことがある……賢恭、皇后の一件は聞いておろうな？」

「無論でございます」

　賢恭が首肯する。彼から少し怒りの気配が伝わってきた。今回の件は、彼にしても腹に据えかねているようだ。

「ならば話が早い。余は皇后の不義を疑ってはおらぬ」

　二人は無言で頷うなずく。

「だが、事実とはいくらでも作りようがあるものだ。相手の動向を探れ。相手は怪しい点を洗い出して、証拠を作ろうとするはずだ。その対象を調べ、場合によっては確保しろ。皇后にとって不利な証言をしそうな場合は、反証できるものを探すか……あるいは対象を始末しろ」

　この場合の「対象」とは、もちろん人間も含む。

「御意」

　それを承知のうえで二人の宦官たちも頷いた。

「余からは以上だ」

　ここで賢恭が、「おそれながら」と口を開いた。

「娘じよう子しにもお話をなさるべきかと」

「無論だ。これから向かう。皇后にはしばらく宮に籠こもるよう言っておく」

「それがよろしいでしょう」

「お前も皇后の自粛を勧めていたと伝えておくが、問題ないな」

「ございません。臣も元よりそう考えておりました」

　理由がはっきりしている以上、小玉から文句は出ないだろう。そこへさらに、賢恭がそう言っていたと付け足せばより効果がある……そう思ったところで、小玉に対する賢恭の影響力を実感して、文林は少しいらっとした。

　わかっていて利用しているのに、身勝手このうえない話である。

「では下がれ」

「はい、行ってらっしゃいませ」

　二人が唱和した。文林は茶をもう一口飲んでから、部屋を出た。







「……それは。なんというか、『それはそれは』ってやつね」

　いきなりの文林の訪れに小玉は驚いたようだったが、話を聞いてもっと驚いていた風情だった。しばらくなんともいえない空気が辺りに漂う。それを払ふつ拭しよくするかのように、小玉は少しおどけたそぶりを見せた。

「まあ……貞節守るもなにも、あたしそもそもあんたに操捧ささげてないけどね」

　はっはっはと笑う小玉だったが、文林は全然笑わなかった。笑えなかった。

　無表情のままの文林を認め、小玉がぴたりと笑うのを止める。

「……あたし、今外した？」

「思いっきりな」

「そっか、ごめん」

　小玉は気まずそうな顔をした。

「いい。それで今後のことだが」

「あ、はい」

　聞く姿勢になった小玉に、文林は手短に今後の方針を話す。

「話を聞いた皇后は抗議と身の潔白を晴らすために、しばらく後宮から出ないということでよろしく頼む」

「わかった。でもそれって下手すると、『図星を突かれたから籠もってる』ってふうに見られない？」

　頷きつつも、さすがに小玉は馬鹿ではなかった。しかし次の文林の補足に、彼女は素直に頷いた。

「そこはこちらで根回しをしておく」

「なるほど」

　それ以上小玉が追及しないのは、きっと文林が信頼されているからだろう。

「大人しくできるか？」

　文林の問いに、小玉が苦笑する。

「子どもじゃないんだから。義ぎ龍りゆうのときも、あたしいい子でお籠もりしてたじゃないの。それも自主的に」

「……そうだったな」

　その間、司馬淑妃の猛攻が煩わしかったということを思いだし、文林はなんとなくもやっとした。あの女はどこまでも面倒くさい。

　そんな文林の思いをよそに、小玉は不自然なほどにこやかに笑いながら、ぐっと右の手を握る。

「それに皇后になった直後のときみたいに、なにがなんだかわからない状態でじりじり待つわけじゃないから、大丈夫」

「……あのときは悪かったよ」

　小玉のわかりやすい皮肉に、文林はちょっと目をそらしたが、次の言葉でばっと小玉の顔を直視する。

「……多分ねー」

「おいなんだ、今の付け足し」

「そこまで自分を過信してないってことです……」

　小玉はなにやら遠い目をしていた。心当たりがあるのだろう。付き合いが長いせいで、文林も正直、心当たりがあった。困ったことに。

「そうか……なにかため込むことがあったら、俺の宮に来い。それくらいなら出歩いていいから」

「それはいいの？」

「ほぼ後宮内だから、大丈夫だ。それに司馬親子を挑発したいから、むしろたまに来てくれると助かる」

　本音である。だが、下心もある。

　つい先日までの、自分の領域に小玉が入りこんでいる状況は、文林にとって思いのほか心地よかった。

　劇薬みたいな彼女が有効成分を発揮しないよう、刺激する前にほどほどに彼女の意図に沿って動いていたが、その結果、文林自身はほどよく休めたし、小玉に尽くされることについて、精神的な満足感もあった。おそらくこれは小玉が丸くなったのと、文林が小玉の扱いに慣れたからの両方だろう。




　案外自分が結婚生活に夢を見ていたということを自覚してしまい、やや自己嫌悪にも陥ったが。




「……ああ、そういうこと。じゃあ、折を見て」

「そうだな。折を見て」

　そういう文林の屈折した思いをよそに、夫妻は頷きあった。とりあえずこの時点では丸くおさまった。

　この時点だけは。




　　　　※




　そのころ、後宮では一人の女が荒れに荒れていた。

「おのれあの女狐ええ！」

　伸ばした語尾にどすを利かせるような響きを込めて、真桂は絶叫した。数日前のご機嫌な様子とは、真逆の状態であった。

　あいにく脅したい張本人ではなく、周囲に侍はべる女官たちが怯おびえるだけだったが、真桂は気にしなかった。

　──バルン！

　形容しがたい音をたてて、彼女の摑つかんだ布が辺りを舞う。布は領巾ひれといい、普段は両肩にかけて左右に垂らす、貴婦人の衣服の一つだ。本来ならば非常に長い布である。

　真桂はそれを、ご丁寧にも折りたたんで手首から肘くらいまでの長さの束にし、盛大に振り回していた。一見どころかどの角度から何度見ても奇行だが、彼女には彼女なりの理由があった。

　腹立たしいことがあっても、物や人に当たらない……敬愛する皇后の姿勢を、真桂は積極的に参考にしようと思っていた。しかし半端に鍛えてしまったため、下手に動き回ると確実に物損事故案件になってしまう。

　したがって最近の真桂は、布を振り回すことで色々なものを発散していた。さらに、布が小物に当たって床に落ちないように、周囲を片付けたうえで行っているというきめ細やかなところにまで配慮もしている。したがってこれまでの損耗は一切ないという、輝かしい記録を達成していた。

　だから実質は無害であるのだが、残念なことに見た目が有害すぎた。見守っている側付きたちにとっては特に。

　彼女が実家から連れてきた女官は、「うちのお嬢さまはどういう方向に成長してしまったのだろう……そしてこれからどこへ向かうのだろう」と、日々疑問を膨らませていたりする。




　さて、しばらくバルンバルンいわせながら、空っぽの空間で布を振り回していた真桂だったが、やがてぴたりと動きを止めた。




　それを見てとった女官たちが、すかさず動き出す。横に待避させておいた家具や小物を素早く元の位置に戻しはじめたのだ。主あるじの行動と将来に怯えや疑問を抱きつつも、すでに女官たちも彼女の行動に慣れっこになっていた。

「昭儀さま。さ、椅子におかけくださいまし」

　原状回復を驚異的な速度で終わらせた女官が、真桂の手から領巾を受け取りながら、椅子を勧める。

「ええ。お茶を……」

「喉のどに優しいものをご用意しておりますわ。蜂はち蜜みつもご実家から届いておりますよ」

　絶叫し続けた主に怯えはしても、女官達は彼女に優しかった。

「蜂蜜があるの？　それは取り置いておいて。あとで娘子に差し上げたいわ」

「はい、そのようにいたします。ただ娘子に差し上げる前に、昭儀さま自ら味を確認なさってはいかがでしょう」

「それもそうね。少しもらいましょう」

　ついでに、主を操縦する術を確実に会得していた。

　しばらく喉を休めながら思索にふけっていた真桂だったが、やがてぽつりと呟つぶやいた。

「わたくしもまだまだ未熟ね……娘子のように、そもそも昂たかぶりを表に出さないようにしなくては」

　はい、そのとおりですね！　と周囲全員が同意したが、誰も口には出さなかった。




　実際の皇后は、対皇帝限定でけっこう当たり散らしているのだが、そういう特殊な事例まで彼女たちは斟しん酌しやくしていない。ついでに皇后が皇帝に当たる場合は、たいてい正当な理由があるのだが、これもまた余計な話だろう。




「お考えはまとまりましたか？」

　実家から連れてきた女官が、蜂蜜を匙さじですくう。そしてそれを、おかわりのための茶ちや碗わんにかたむけながら、問いかける。

「結論は。ただ手段が思いつかないわ」

「結論とは？」

「女狐とその狸親父をどうにかするということよ……狐こ狸り妖怪とはよく言ったものだわ」

　真桂はきり、と唇を嚙かみしめた。そんな彼女に対し、女官が真剣な表情を向ける。

「素手でどうにかなさるのは、おやめくださいね」

　今の真桂ならば、司馬淑妃の宮に特攻をかければ、顔面に一発くらいは食らわせられそうだが、それについては側付き一同身命を賭として止める覚悟だった。

　なお本当に余談だが、年単位で体を鍛えているにもかかわらず、そんなに強くなっていない真桂にも一つだけ突出している技がある……正せい拳けん突きだ。

　まともに食らえば、司馬淑妃の顔が潰つぶれかねない代物である。真桂自身は潰れてしまえとすら思っているだろうが。

「もちろんよ。そうなったら、娘じよう子しにお仕えすることができなくなるもの。それは最後の手段よ」

　最後にはやるつもりなんだな……と女官は思い、そうならないよう彼女自身微力を尽くすことを心に誓った。

「ご実家にお手紙を認めるのはいかがでしょう」

「あの父が、自分の利益にならないことで動くとお思い？」

「いえ、お父上ではなく……」

　女官は、誰にとは言わなかったが、真桂は彼女の言葉に考える風情になった。

「……一考に値するわね」

　やがて真桂の口からもれた言葉に、女官は破顔する。

「それはようございました。紙と筆を用意いたしますわ」

「二通分よ。他にも書かなくてはならないところがある」

「はい。届ける者の準備も、もう始めております。今回は、『兄嫁が妊娠したため、実家に挨あい拶さつをしに行く』ということで」

「仕事が早いわね」

「もちろんですわ。なんと申しましても、娘子の御おん為ためですもの」

「……細さい鈴りん」

「昭儀さま」

　二人は手に手を取った。控えめにいっても、見た目だけならば麗しい主従愛の光景だった。

　皇后と交流を持つようになってから、真桂の上流階級育ち特有のわがままがなくなった。そのおかげで女官たちは、非常に仕えやすくなった。だからなんだかんだいって女官たちも、わかりやすい理由で皇后に傾倒しているのである。

　したがって以前皇后の命を救ったという伝説の千人針人形も、全員が自主的に刺しているし、今後も似たような企画があれば参加するつもりであった。

　したがってこの宮はこの宮で、主従関係が円満だった。







　一方、同じく後宮の林りん靄あい宮きゆうでも、一人の女が荒れ狂っていた。

「まだるっこしいわ！」

　──パァン！

　卓に放り投げた茶碗が、音を立てて割れた。いっそ小気味いいくらいの響きは、多分よい品だからであろう。だが作成者も茶碗本体も、そんなかたちで名品ぶりを発揮したくなかったに違いない。

　慌てて宦かん官がんの一人が彼女に話しかける。

「淑妃さま、お怒りなきよう……」

　こういうときの彼女に触れると、余計に怒りを買うので、いつもはこのようなことはしない。しかし今は、彼女の近くに割れているものがある。淑妃が破片で手など切ってしまうと、責任を問われて間違いなく自分たちの首が飛ぶ。したがって一人が気を引き、その間に他の数人が茶碗を回収するのだ。まるで猛獣に対する扱いのようだが、その認識で間違いはない。

　それらの動きを一切の打ち合わせなしに始められるあたり、宦官たちが訓練されているというより、しょっちゅうなにか物に当たっている淑妃の姿がうかがえるというものである。

　気を引く係の宦官は、自ら危地に足を突っ込んだようなものであるが、今日の淑妃は珍しく怒りの火に油を注ごうとしなかった。

　少しふくれっつらになりつつも、淑妃は椅子にすとんと座る。このあたりの落ち着きのなさは、いくら若いとはいっても、一児の母とは思えない様子だ。

　とはいえそれは彼女に関していえば、魅力にとられてもおかしくない。そのあたり、司馬淑妃はやはり、際だった美び貌ぼうの持ち主だった。

「どうしてお父上さまは、一気にあの年とし増ま女を引きずり落とそうとなさらなかったのかしら」

　口ぶりもすねたようなものになっているが、それがまた似合っている。彼女に振り回されている宦官たちも、これについて否定する者はいない。

「司馬尚書も、準備がございましたゆえ……」

　語尾をあいまいに濁しつつ言った宦官を、司馬淑妃はきっとにらみつける。

「だって、このわたくしがあの年増女にこけにされたのよ！　一いつ気き呵か成せいに畳みかけてもよいものだわ！」

　その「こけにされた」というのは、先日淑妃が皇帝の宮に押しかけて追い返された一件のことを指す。事実関係をよく知っているものにはわかる──百歩譲って「こけにした」者がいるとしたら、それは皇帝であって皇后ではない。だが、宮の主が皇后が悪いと言うのならば、この宮にとってはそれが事実なのだ。




　そして淑妃の言葉を借りるならば「こけにされた」事件のせいで、司馬尚書は慌てて皇帝に皇后の不義疑惑を奏上したのである。




　本当であれば、今皇后を追及する必要はなかった。そして追及の理由があいまいかつ半端なのは、司馬尚書が皇后を追い落とす準備の途中だったからである。その点、宦官の「準備がございました」という言い分は紛れもなく正しい。

　しかし今回、司馬淑妃が皇帝に対して礼儀を無視した訪問をしたうえ、妃ひ嬪ひんの分をわきまえない発言をしたせいで、皇帝の怒りを買った。これを知り、司馬尚書は慌てに慌てたのだ。

　娘が皇帝からの寵ちよう愛あいを得ていないのは、司馬尚書も知っている。厭いとわれてさえいることも、ある程度はわかっていた。しかしそれは表だってはいないものだったのだ……「こけにされた」事件までは。




　皇帝が周囲の面前で司馬淑妃を叱責した。しかもまっとうな理由で。




　この問題が長引けば、淑妃の降格もありえる。そうなると、彼女が産んだ皇子の立太子の可能性が低くなってしまう。

　そのため、この時点での奏上だったのだ。

「お父上さまったら！」

　ぷりぷりと怒っている淑妃は、そのあたりの機微を一切わかっていない。自分が大人しくしていれば、そのうち父親は皇后を一気に引きずり落としにかかることができたこともわかっていない。自分から知ろうともしないし、周囲も知らせていなかった。

　その理由を宦官は知っている。宦官から司馬淑妃の動向を報告され、司馬尚書は魂の底から吐きだすように呻うめいたのだ。




「若じやく青せいは……馬鹿だからな！」




　その響きを、宦官は忘れられない。娘を溺でき愛あいしている司馬尚書ですら、この点については正当な評価を下していた。その点、真桂の「女狐」という評価は、ちょっと言い過ぎというものである。

　お気の毒に……と思いながらも、宦官の同情はかなり薄っぺらい。司馬淑妃に普段いいように振り回されている身としては、本人はおろか本人をそのように育てた父親に対しても冷淡になってしまう。

　とはいえ、もらうものは十分すぎるくらいもらっている。ならばもらっているぶんよりほんのちょっと少ないくらいの働きはしようと、宦官は思っていた。割れた茶碗を片付けている同輩も同様である。

　この宮については、主従関係は円満ではなくても、半端に強固であった。そして壊れにくいのは、案外半端に強固なものだったりするのだ。




　そんなところに、女官が入ってきた。

「淑妃さま。孫そん修しゆう儀ぎさまと薄はく充じゆう儀ぎさまがお越しになりました」

　女官の言葉に、淑妃は小馬鹿にしたような笑みを浮かべる。

「あら、いつものご機嫌伺いかしら……いいわ、通して」

　やがて現れた二人の娘を、淑妃は座ったまま迎える。

　一人は妃嬪としては質素な服に身を包んだ長身の娘、もう一人はどこか表情の暗い可か憐れんな印象の娘だった。

「淑妃さまにご挨拶申し上げます」

　淑しとやかに挨拶を述べる二人に、淑妃は片手を振っただけで応こたえる。ここで茶碗を片付け終わった宦官たちが、さっと椅子を差し出した。二人がそれに腰掛けるや否や、淑妃が問いかけてくる。

「それでなんの用なの？　今忙しいのよ」

　忙しいかなあ……と宦官はふと遠い目をする。忙しいのはむしろ、淑妃の大暴れの片付けをしている彼らであるはずなのだが。

「わたくしが、淑妃さまにお会いしたくて。薄充儀にはお付きあいいただいたのですわ」

　長身の娘が穏やかな笑みを顔に浮かべ、口を開く。

「あら、孫修儀が？」

　孫修儀と呼ばれた娘は「はい」と答え、連れてきた女官に目配せをする。すると女官は手にしていた盆にかけられていた布を取り払って、一歩前に出た。

「実家から茘れい枝しが送られてきましたの。ぜひ淑妃さまに召し上がっていただこうと思いま……」

「茘枝？　いらないわ」

　遠慮などではなく、本気でいらないという口ぶりで、淑妃は言い放った。

　孫修儀は笑顔を浮かべたまま、言葉を止める。盆を持っていた女官は、心なしか顔を引きつらせる。

「あなたのところから届いた茘枝ならば、二日も経っているはずでしょう。それだと香りがよくないじゃあないの」

　淑妃はつまらなそうに言った。なお茘枝は、二日やそこら経っている程度でも珍重される貴重な果物である。それをあっさり退けるあたり、司馬淑妃の豪ごう奢しやな生活と、無神経さの両方がうかがえる。

　しかし孫修儀は贈り物を退けられたことに対する不快感などおくびにも出さず、一礼した。

「それは……気が利かずに、申しわけございません。愛あい珍ちんや、お下げなさいな」

「……はい、修儀さま」

　女官が一歩下がる。

　見ていた宦かん官がんは思った──出来たお人だ、と。うちのご主人さまもこの百分の一でいいから、自制心を身につけてくれればと、仮定にしてもあまりにも虚しい想像に、彼は一瞬目を閉じた。

「まあでも、気づかいには感謝するわ……そうそう、茶のね、よい葉があるのよ。二人とも持っておいきなさいな」

　とはいえ淑妃は、彼女には珍しく気をつかった様子を見せた。これですら一年に一回あるかどうかの快挙だ。しかし今回の場合、彼女の気づかいは失敗していた。

「ありがとうございます」

　と一礼する薄充儀に対し、孫修儀は申しわけなさそうにこう言ったのだ。

「わたくしは喪中ゆえ、嗜し好こう品は断っておりますので……わたくしのぶんも、薄充儀にお与えくださいませ」

　孫修儀は、先日身内を亡くしている。だから出いで立ちも質素なのだ。

　孫修儀のごく当然な態度に、淑妃は少なからずむっとした様子になった。

「喪が明けてから飲めばいいじゃない！　あなたの持ってきた茘枝とちがって、日が経っても美味なものよ！」

　そして無理矢理、孫修儀に茶を押しつけた。




　司馬淑妃以外にとって、やや気まずい沈黙が流れた。その沈黙を破ったのは、孫修儀その人だった。強い……と宦官は思った。




「時に……皇子はご壮健でおいででしょうか」

「ええ、もちろんよ。会う？」

「ぜひお会いしたいですわ」

　今日一番華やかな笑みを浮かべた表情から、孫修儀の言葉が社交辞令ではないことがうかがえた。




　間もなく訪れた少年はまず母に、そして二人の妃嬪に挨あい拶さつをする。年齢のわりに言葉づかいはしっかりしているし、動きもきちんとしているのだが、どこかおどおどとした様子が目立つ。感情をめったに表に出さないあの皇帝の息子とは、思えないほどだ。

　その様子に、淑妃が苛いら立だちをぶつける。

「鳳ほう、もっと堂々としなさい！　あなたは大家の長子なのよ！」

　甲高い声に、皇子はびくりと身を震わせる。それをなだめたのも孫修儀であった。

「淑妃さま、お怒りなきよう。皇子はとても立派にご挨拶なさいましたわ。さすが淑妃さまのお子ですわね」

「……まあ、そうね」

　皇子を褒めているようで、淑妃を持ち上げる発言に、淑妃はあっさりと機嫌を直した。こういうところは、彼女の誰にとっても扱いやすいところである。

　その間、名前どおり影の薄い薄充儀が皇子に挨拶を返している。

「皇子、お久しぶりですわね。わたくしのことを覚えていらっしゃいまして？」

「あ、あの……」

　覚えていないらしい。

　薄充儀はあいまいな笑みを浮かべながら、あっさり引き下がった。そういうところも、印象に残りにくい要素なのだろう。

　続いて孫修儀が司馬淑妃から皇子のほうに向き直り、屈かがんで目線を合わせながら挨拶をする。

「皇子、少し見ない間に大きくおなりですわね」

「あの、孫修儀……」

　孫修儀のことは覚えているらしい。ますます薄充儀の立場がないが、彼女はやはりあいまいに微笑んでいる。あまりにも控えめすぎて短所の領域に達しているが、淑妃の不必要なくらいぐいぐい前に出るところに比べれば、長所にすら見えるのが不思議であった。

　──それにしても大家はなぜ、このお二人に手を出されないのか。

　宦官はいつも不思議に思っている。とはいえ理由は知っている──司馬尚書の息がかかっているからだ。

　彼女たちの父親は、司馬尚書の子飼いの者たちである。娘の後宮内での手足にするために、または司馬淑妃の子が無事に育たなかった場合に皇帝の枕席に侍はべらせるために、司馬尚書が手を回して九きゆう嬪ひんの位まで押し上げたのだ。いわば予備である。したがって彼女たちは、淑妃に頭があがらない。

　だが司馬尚書の目もく論ろ見みは、今のところまるで成功していない。孫修儀はともかく薄充儀は誰からみても使えなそうであるし、そもそも使うほうの淑妃が駄目にもほどがある。また皇帝の枕席に侍らせるという面でも、彼女たちは今にいたるまで皇帝の手がついていない。

　そういうわけで、絶妙に破は綻たんしている司馬尚書の思惑であるが、そういうところを差し引いたとしても、宦官は思うのだ。

　──淑妃さまに比べれば、このお二人のほうが……。

　死んでも口に出せない……というより、口に出したら死ぬ事柄であるが。




　などと、宦官が皇帝の好みについて思いを巡らせている間に、孫修儀と皇子の会話は進んでいる。

「あの、後ろの女官の……持っている、のは……」

「茘枝のことですか？」

「は、はい。それ……」

「もしかして、皇子は茘枝がお好きでいらっしゃる？」

「はい！」

　皇子が珍しくはっきりと言い放つ。よほど好きであることがうかがえる。孫修儀が破顔した。

「まあ、それでしたら皇子に……」

「鳳！　そんな古いものを口にしてはいけません！」

　会話に被かぶせるように、淑妃の声が響いた。

「孫修儀も！　わたくしが口にしないものを、皇子に食べさせてよいと思っているの!?　そなたは皇子の生母になったつもり!?」

「も、申しわけございません」

　孫修儀が平伏する。この点に関しては、淑妃に理があった。生母が受け取りを拒んだ品を、目の前で皇子に与えるのは確かにおかしい。茘枝が古いかどうかは、この際別の問題だ。

「あなた、調子に乗っているのではなくて？　この前葬儀のために、宮中を出る許可をあの年とし増ま女からもらったからって、あの女側についたっていうの!?」

　淑妃の甲高い声に、孫修儀は上ずった声で、弁明のための言葉を紡ぐ。

「めっそうもございません！　わたくしは、わたくしと父は、淑妃さまと、御尊父から受けたご恩を忘れた覚えは、一日たりとも……」

「どうだか」

　淑妃は吐き捨てるように言い放った。

「その茶でも飲んで、頭をはっきりさせなさい……ああ、喪中だったわね。喪が明けるまで頭ははっきりしないでしょうから、当分この宮に来ないで。愚鈍な人間には、いてほしくないの」

「お許しください！」

　繰り返す孫修儀だったが、司馬淑妃の怒りはとけず、やがて彼女は悄しよう然ぜんとしながら宮を辞去した。ついでに、最初から最後まで最低限の挨拶以外を口にしなかった、影の薄い薄充儀も。

　対淑妃においては、もしかしたら薄充儀の立ち居振る舞いこそが、正解なのかもしれない。







　　　　※




　小玉が文林の指示を受けてから、三日が経っていた。




　小玉の自粛は、あくまで裏向きのことだけだ。だから皇后としての仕事はまっとうしなければならない。

　そしてそれは妃ひ嬪ひんに対する対応も含まれる。

「娘じよう子しにご挨拶申し上げます」

　小玉は紅霞宮で一斉に挨拶をした妃嬪たちを見回し、ここ数年で鍛えに鍛えたしとやかさを込めて答礼した。

「皆、よく集まってくれました……楽にしなさい」

　小玉の言葉に皆、「感謝申し上げます」と述べ、着座する。高位の妃嬪が一堂に会していた。

　皇帝が廷臣たちと行う朝議よりもはるかに少ない頻度であるが、後宮にも会議というものがある。そしてそれは当然、皇后が総括するものである。

　普段はそれぞれ個別に宮を管理してはいるが、それなりに打ち合わせをして足並みを揃える必要があるのだ。そのあたり商店街っぽいなと小玉は思っている。

　喩たとえが的確かどうかは別として、今日はまさにその日だった。時機としては若干居心地が悪くはあるが、元々決まっていた日程である。多少の嫌な気持ちは我慢するべきだと、小玉は割り切っていた。

　それに身も蓋ふたもないことをいえば、この会議で居心地の悪い思いをしなかったことはない。だから、いつやっても大して変わりはない。




　そんな本日のお題は、「新年の準備について」である。




　一言で済ますと、それ打ち合わせする必要があるの？　といえるほど単純である。しかも今は秋になったばかりである。新年まで数ヶ月も間がある。

　しかし宮中でいう「新年」は、それこそ国威のかかった儀式がからむ。当然それには皇后以下、妃嬪たちもかかわってくる。特に高位の者たちが。

　四夫ふ人じん、九嬪ひん、二十七世せい婦ふ、八十一御妻……と多数ある妃嬪の位のなか、いわゆる「高位」といえる存在は四夫人と九嬪である。定員に達していれば合計で十三名いるはずだが、現状の後宮は、定員にはほど遠い状態である。なんといっても、小玉を含めてこの場には四名しかいないのだ。




　とはいえ、実をいうと高位の妃嬪自体はもう一人いる。

　ただ、この場にいないだけで。




「司馬淑妃はどうしたのでしょう」

　ゆったりと微笑みながら小玉が言うと、一人は目に怒りを宿らせ、二人はややうつむく風情を見せた。

　どうしたのでしょうなどと言いながらも、小玉もわかっていた。わざと遅れてきてるな、と。わかりやすく挑発してくる彼女に対して、どういう言葉をかける必要があるかなと思いながら、再び言葉を紡いだ。

「淑妃がいなければ話が進まないわね。少し待ちましょう。お茶でもいかが？」

　後宮の中で唯一四夫人の位を賜っており、皇子の生母でもある彼女がいないことには、こと儀礼面については話が進まない。小玉の誘いに頷うなずく妃嬪たちに、心得た梅花が素早く茶を準備する。




　待つことしばし。




　門のほうから淑妃の訪れを告げる声が響いた。小玉はゆっくりと瞬きを一つすると、茶杯を梅花に渡す。

　そしてこれ見よがしにのろのろと入ってくる淑妃を、にこやかな笑みで出迎えた。雑に挨あい拶さつをしてくる淑妃に、遅れてきた理由を尋ねると、彼女は小馬鹿にしたような笑みを浮かべて答えた。

「道が悪くて遅れてしまいましたの」

「まあ」

　声をあげたのは、この娘おばかさんだなーと思った小玉ではなく、さきほど目に怒りを宿らせた一人──昭儀の位を持つ真桂だった。

「まるで馮ふう王家の王おう太たい妃ひのようなことをおっしゃいますのね。淑妃さまは、いったいいずこの王領からお越しになったのでしょう」

　数年前の鴻の一歳の宴のことを持ち出しながら、淑妃に皮肉をぶつける。

「なんですって？」

　淑妃はわかりやすく、真桂の挑発に乗った。だから、この娘おばかさんだなーという小玉の評価は変わらない。

「それにしても、どこの道が悪かったのでしょうね。仮にも大家の憩いの場である後宮で、通りにくい道があるなど……あってはならないことですわ。そうは思いませんこと？　孫修儀、薄充儀も」

「え、ええ……」

「そう、かもしれませんわね」

　名を呼ばれた他の二人は、消極的に同意する。しかしそれも皇帝のことを引き合いに出したからこその同意だ。

　その態度からわかるように、彼女たちは小玉に対してよそよそしい。父親同士の関係もあって、後宮のなかでは淑妃についている娘たちだった。

　とはいえ淑妃がいなければそれなりに話に乗ってくるし、笑顔も見せてくる。それは彼女たちが日和見主義だからというわけではない。淑妃にびっくりするほど人望がないせいである。

　利害がからむと人間は割り切る場合が多い。だというのにそういう縁で繫つながっている相手にすら、わかりやすく二面性を持たせるあたり、淑妃の人あしらいは負の意味で芸術的な領域に達しているとすらいえる。

　ともかく高位の妃嬪たちというくくりでいえば、現時点で小玉の味方は少ない。九嬪の下の二十七世婦（現在十三名）あたりならば、全員小玉のことをお姉さまと……いや、これはこれで思いだしたくない。

　うふふお姉さまあと、花のように笑って懐いてくる娘たちを頭から振り払い、小玉も口を開いた。

「皇子の体になにか障りがあったわけではないのですね」

「ええ。皇子は息災ですわ」

　それがどうしたと言わんばかりの様子の司馬淑妃に、小玉は言葉を続ける。

「それはよかった。もしそうでしたら、遅刻どころか休んでも咎とがめられないほどの事態でしたね」

　言い訳としてはお前の言い分よりこっちのほうを使えばよかったのにと、暗に言っているのである。小玉もこれくらいのことは言ってのける。

　しかし、あまりにも暗すぎて通じなかったらしく、司馬淑妃は「なに言ってるのこの女」という様子で、

「もちろんそのとおりですわ」

　とのみ返して、自分の席に着座した。その彼女に、真桂が話題に乗ったかたちで挑発をしかける。

「本当にようございました。仮にも皇子の生母ともあろう方が、わざと遅刻することなどなくて。もしそうでしたら、皇子のお心が健やかに育ちませんもの」

　ほほほと笑う真桂に、間違いなくわざと遅刻した淑妃の口元が歪ゆがんだ。どうやら今の皮肉は、さすがに彼女にも通じたらしい。

　相手の水準に合わせて言葉を上手に選べる真桂は、やはり頭がよいのだなと小玉は感心した。




　ただ、胃袋が痛くなるので、やめてほしい。




　真桂はこの高位の妃嬪間での打ち合わせの場で、異様に攻撃的になる。そして司馬淑妃もそれを真っ向から受けて立つ。自分に対して苛いら立だちを向けてくるのは別に問題ないが、自分を挟んで言い合いをされるのは、「うへえ……」という気持ちになる。

　そういうわけで、この場における小玉の居心地の悪さは、この二人のやりとりに起因している。更にいえば残りの二人も、小玉と同様に極めて居心地が悪い様子なので、それを見るのも心苦しい。彼女たち自身は、実家との板挟みになっているだけの人間だ。だからそういう思いをして当然という、いわれがあるわけではないのだ。

　かといって、この二人の諍いさかいを止めるのにも配慮が必要だ。なんといっても真桂は、小玉を守ろうとしていきり立っているのだから。正直、それに助けられている部分もあるのだ。




　──あたし、やっぱり皇后向いてないんだろうなあ……。




　小玉はそうと悟られないように遠い目をし……たところで絶妙に響く梅花の咳せき払ばらいに、慌てて気持ちをしゃっきりさせる。外見上には一切出したつもりはないのだが、さすが梅花さま、よくわかっていらっしゃる。小玉は側に控える梅花に、内心で惜しみなく称賛を捧ささげた。

「……李昭儀は感心なこと。皇子の成長を気づかうとは。ですが司馬淑妃でしたら大丈夫ですよ。本当に皇子の成長に心を砕いていますから」

「まあ、娘子」

「そのとおりですわ」

　双方の顔をほどほどに立てながら言う小玉に、真桂と司馬淑妃はそれぞれ矛先を収めた。彼女たちもそろそろ潮時だとわかっていたのだろう。もうこの二人のやりとりは、一種の様式美になりつつあるのだ。

　だが、どうしてそういう様式を確立させちゃったかな自分と、小玉は自責の念にかられる。これこそまさに不徳の致すところ、というやつであろう。




　──皇后の資質に問題あり。




　不義密通の疑いはともかく、司馬淑妃の父親の言い分自体はわりと正しい。小玉はふとそんなことを思った。

　ともあれ、この心温まる要素がなにひとつない場に、自分はともかく、とばっちりで同席している孫修儀と薄充儀を同席させつづけるのも気の毒である。さっさと終わらせようと、小玉はようやく本題を切り出した。







　新年の飾り付け、儀式の手順、下働きに下賜する褒美など、大規模なことから小規模なことまでざっと項目上の打ち合わせをすませ、細かい話はまた次回というところで閉会した。

　小玉は去っていく妃ひ嬪ひんを、座したまま悠然と見送る。そして彼女たちが宮の門の外に出たという報告を聞くと、小玉は行儀悪く肘ひじを突いて、大きくため息をついた。

「疲れた……！」

「お疲れさまでーす！」

　元気よく発せられた声は、当然梅花のものではない。状況を見計らって入室してきた清喜である。手には菓子の皿がある。

「はい、疲れたときには甘いものです」

「ありがとう……」

　小玉は菓子の類たぐいを進んで食べることがあまりない人間だったが、この会議のあとは別だった。皿の上の菓子を指で摘まんで、口に放り込む。

　総じてお行儀の悪い状態であるが、梅花はなにも言わない。多分これが、一仕事終えた小玉に対する、彼女なりのご褒美なのだろう。

「あたしさ、清喜」

「はい、なんですか？」

　唐突に呼びかけてきた小玉に、清喜はくりっとした目を瞬かせながら答えた。

「この集いのあとっていつも、あんたのこと尊敬する」

「いきなり僕の人徳を褒めたたえてくださるなんて……もっと褒めてくださっていいんですよ」

　唐突な褒め言葉にひるむどころか、図々しくもっとと要求してくる清喜に、小玉は胡う乱ろんな目をするどころか真顔で要求に応こたえる。

「いや、ほんといくらでも褒めるよ。だって宦かん官がんの中で、あんたけっこう立場悪いでしょ。今のあたしなんかの非じゃないくらい」

「あー、まあそうですねー」

　清喜は平然とした様子で肯定してのけた。

　宦官の世界は、従弟制度的な面が強いところだ。そんな中、いきなり去勢して入ってきて、皇后付きにまでなった清喜は、ある意味小玉を超えるほどの成り上がりっぷりである。嫉しつ妬との対象にならないわけがない。

「まあでも僕、そういう世界向いてるんで」

「向いてるんだ」

「向いてますねえ。好き嫌いはともかくとして」

　宦官の世界は、妃嬪たちよりも陰惨かつ複雑な世界だ。お互いの足をひっぱりあって、平然と自分の踏み台にする。それでいていざ「宦官」という存在自体が攻撃されると、一致団結するという面もある。そしてそれが終わると、また元どおりいがみあう関係に戻るのだ。それも平然と。

　もちろん小玉は、そうではない人間もいると知っている。清喜しかり、賢恭しかり、この宮付きの宦官たちしかり。

　だかそれは、あくまで個に対する評価でしかない。そしてそれだけに留めておくべき事柄なのだ。

　全体を見て一部を判断することは、愚かなことだ。だが、一部を見て、全体を判断することもまた、愚かなことだった。

「僕、後ろ盾ないですしね。でもまあ、この宮の宦官の皆さんはよくしてくれてるんで、問題ないです」

「そっか……苦労かけるね」

「いいえー」

　清喜と、それからこの宮の宦官に対して、小玉は殊勝な思いでねぎらった。一番風当たりが強いのは清喜であるが、他の者も宦官仲間の中ではだいぶ立場が悪い。全体的に宦官は、淑妃についているからだ。正しくは淑妃の父親の財力に、であるが。

　こと女性に関しては、狙っていない方向性で後宮を掌握しつつある小玉だったが、宦官まで含めると話は違っていた。

「あんたってさ、実は皇后にも向いてるよね」

　陰惨な人間関係の中での立ち回り方が、実に見事だ。すくなくとも小玉よりははるかに皇后の素質があるだろう。

「否定しませんね。でも僕、大家は好みじゃないんで」

　反応に困るであろう小玉の投げかけに、清喜はもっと反応に困る返し方をしてきた。本来そこは、性別を持ち出すべきところであろう。

「あんたの好みって……うん」

　小玉は適当に言葉を濁した。彼の恋人を知っているのに……というか知っているがゆえに、かえって好みがわからない。というか清喜の好みに文林があてはまっていたら、どういう返事が飛んできたんだろうか。

　聞く気はない疑問を心に浮かべながら、小玉は梅花が淹いれてくれたぬるめの茶を一気に干した。




　　　　※




　その日の晩、文林が小玉の宮にやってきた。

　後宮に来られるくらいだから、ある程度の余裕はあるのだろうかと思いながら出迎えた小玉だったが、それは半分ほどしか正しくなかったようだ。

「疲れた……」

　そんなことを言いながら寝台にどっかり腰を下ろす文林に、今日自分も同じことを言ったなと思いながら、「お疲れ」と労いたわりの声をかける。心配は心配だが、疲労していることを口に出せる程度ならば、まだましだろう。少なくとも先日の状態よりは。

「今日も司馬尚書が、お前のことを話に出してきてな」

　彼の疲労の原因は、小玉の疲労の原因の父親だった。なんか妙に夫婦っぽい同調っぷりだなと思いながら、小玉は話を聞く姿勢になった。

「皇后の資質がどうのって話？」

「そう。話題の中心はお前の不義密通の疑いだが、更に色々追加された」

「あたしそんなに後ろ暗い人間だったっけ!?」

　小玉は自分を、善人だと思っているほどおめでたくはなかった。しかし、そこまで列挙されるほど悪い人間でもないとも認識していた。それだけに文林の言葉は予想外で、思わず裏返った声をあげてしまった。

「そうじゃないそうじゃない！　今説明する」

　愕がく然ぜんとした小玉に、文林が慌てて否定してくる。それにいささかほっとしながら、小玉は再び聞く態度になった。




　今日の司馬尚書たちは、後宮全体の問題点を中心に突いてきた。

　現在、皇帝の子は皇子が二人しかいない。そんな中、立后以来どころか入宮以来子が出来る様子もなく、年齢的にも子を儲もうけるのには問題がある皇后。そんな彼女が皇帝を独占しているという状態は、問題であるという意見が出たのだ。




　小玉はうんうんと、力強く頷うなずく。

「それ、正論だね。ただ言わせてもらえば、どちらかといえばあたしの問題じゃなくて、あんたの問題だね！」

「……そうなんだよな」

　頭を抱える文林も、それはわかっているようだった。そして彼に分が悪いこともわかっているようだった。

「大体あの野郎、自分自身にも後ろ暗いところが山ほどあるっていうのに、それを棚にあげて……」

「そんなに色々やらかしてた人だったっけ？」

「今のところ大きいのは収賄と売官だな」

「片方だけで十分死罪じゃん」

　とはいえ小玉もわかっている。証拠を集めきっていないとか、相手側に力がありすぎるとか、諸々あって処分に至れないのだろうなということくらい。

　お疲れさまです……再度心のなかで労りの声をかけていると、文林がいきなり昂たかぶった声を出してくる。

「大体な！」

「な、なに？」

　彼の態度の激変にいささかうろたえながら、小玉は声を発した。文林は荒々しい声のまま言いつのる。

「俺はあらゆる犯罪の中で、婦女暴行と金銭授受の問題が一番嫌いなんだ！」

「お、おお……はい」

　思わぬところで、特定の分野での夫の好みを知り、小玉は思わず反応に迷った。だが、嫌いであるぶんには問題ない事柄ではある、確かに。そう、なんの問題もない。

「特に金銭関係！　これのどこが問題だかわかるか!?」

　しかし、いきなり話を振られるのは問題だ。急にそんなこと言われても、答えられるわけがない。

「えーと……帳簿の数字が合わない、とか？」

　とっさに思いついたことを適当に口にした小玉に、文林は力強く頷いた。

「そのとおりだ！」

　そのとおりなのか。

「いいか、数字が合わないんだぞ！」

　一瞬呆あきれた様子を見せた小玉に頓とん着ちやくせず、文林は憤ふん懣まんやるかたなしという態度で、食いしばった歯の間から言葉を絞り出す。そこまで悔しいのか。

「うん……大変だね」

　国家規模の帳簿なのだから、実際大変なことではある。彼の怒りは正しいはずである。個人的感情に依拠しすぎているような気がしないでもないが、個人的感情と公の問題が一致している態度はきっと、公人として正しいのだろう。

　しかし、である。

「でもあんた、帳簿の穴見つけるの好きでしょ？」

　ちょっとした疑問を発した小玉だったが、文林はそれにきっと鋭い眼まな差ざしともっともな言い分を返してくる。

「穴を見つけるのが好きなのと、意図的に穴を作られるのが好きかは、この場合つながらない！　あれだ、掃除好きな人間だからといって、目の前を泥だらけの靴で歩かれるのを喜ばないのと同じようなものだ」

「そ、そっか……」

　納得はできたが、文林の比ひ喩ゆが妙に身近すぎて、それはそれで反応に迷う。こいつは皇帝であるうえに、元々のお育ちもそれなりにいいくせに、なぜそういう表現ができるのだろう。

　ささやかな疑問を胸に、じっと眺める小玉をよそに、文林はぶつぶつと愚痴をこぼしている。

「ただでさえうちの国は今、財政的に厳しいってのに……」

「あー……ここ数年、飢き饉きんとか起こらなくてよかったよね」

「本当にな」

　本格的に愚痴を言う姿勢に入った文林の肩を、小玉は揉もみ出した。これは完全に疲れている。

「あたし、やっぱり帳簿の勉強頑張るよ。後宮の歳出おさえるから」

　小玉の思いやりに満ちた言葉に、文林は「助かる」と呟つぶやいた。そしてその直後に、きらんと目を輝かせて要求してくる。

「ただ皇后用の予算については若干余っているから、使ってほしいところもあるんだが。ぴったりで頼みたい。ぴったりで」

「…………」

　金の問題って難しいなと思いながら、小玉は文林の肩をぐいぐい押した。

「必ずあいつを失脚させてやる。そして蓄えている私財を、丸ごと国庫に突っ込んでやる……」

「頑張ってください」

　文林の決意表明を、適当に……ではなく、本気で応援しながら小玉は文林の肩を揉みほぐしてやった。

「ほら、うつ伏せになって。背中と腰揉んであげる」

「ああ、悪いな」

　文林は従順に頷いて、ごろりと転がる。「いいよいいよ」と言いながら、小玉は文林に……。

「おい、その姿勢なんなんだ」

　首だけ振り向かせた文林が、ちょっとぎょっとした表情になった。小玉は文林に跨またがりながら、こちらはきょとんとした表情になる。

「ん？　この姿勢、一番力入れやすいから」

「いや、まあ……いいんだけどな」

「はい揉むよー」

　いいならなんの問題もない。小玉は文林の背中を押しはじめた。

「力加減どう？」

「……気持ちいいんだが、もう少し弱く。このままだと、明日揉み返しが来そうだ」

「あんた本当に最近鈍ってるよね」

　そう言いながらも注文に応じて、小玉は指の力を弱める。

「否定しないが……揉み返しって鍛えてどうなるものなのか？」

「明慧なんか、揉んでも指を跳ね返してきたよ」

「それ、全然違う問題だろ」

　文林がくっくっと喉のどの奥で笑う。小玉も微笑んだ。少しずつだが、明慧のそういう話題を語ったり、笑ったりできるようになった。それは寂しいことだが、同時に嬉うれしいことでもあるのだと、小玉はわかっていた。その相手が文林でよかったのだとも思う。

「ねえ、文林……」

「なんだ？」

　文林の声はいつもより柔らかい。だいぶ眠くなっているのだろう。その彼にこういう話をするのは、酷だろうかと思いつつ、それでも小玉は言わずにはいられなかった。

「司馬尚書の話自体は、検討したほうがいいと思うよ？」

「…………」

　その言葉に、文林は無言で寝返りをうって、小玉に向かい合った。

「罪人の言い分に、耳を貸せと？」

「司馬尚書が問題満載なのは事実だけど、誰が言ったかはともかく、本当のことだとは思う」

　文林はふん、と鼻を鳴らした。一理あるのは、文林もわかっているのだろう。

「あんたは前に、皇子は三人くらいでいいって言ったじゃない。一人……一人いなくなったわけだからさ」

　ずっと思っていたことだった。しかしそれは小玉からは、あえて話題にしていない事柄だった。その一人の死に自分がかかわっていたから。

「もう一人作れって？」

　文林が皮肉げな声を出した。

「出来るかどうかは時の運だけど、出来るようなことをしてもいいってことよ」

「相手がいない」

　いや、いるだろう。

　後宮で皇帝が発する台詞せりふとしてはあまりにもおかしすぎる言葉に、小玉は「あんたなに言ってんの？」と声をあげた。

　すると文林は、軽く息を吐いてから話しはじめた。

「俺の母は、後宮の庭で父親に無理矢理襲われて、俺を孕はらんだ。それが原因で、精神を病んだ」

　いきなり重すぎる話題に、小玉は身を固くした。

「後宮に入った時点で、皇帝に抱かれる覚悟が出来ていなかったのは、宮女としては失格といえる。だが、状況が酷ひどすぎるのは事実だ」

　淡々と語る文林になにも言うことができず、小玉は黙って話を聞く。

「そのことを知ってから、俺は自分がいくら皇帝でも、相手が望んでいない限り、抱くような真似はしたくないと思っていた」

「……そっか」

「幸い後宮には、俺に抱かれたがっている女など山のようにいたが……最近、俺よりお前のほうを好む奴ばかりだからな」

「あれ、そこであたしのせいになんの!?」

　しんみりした思いになりかけたところで、いきなり責任を押しつけられて、小玉は思わず声をあげた。

「それこそ司馬淑妃がいるじゃない！　彼女思いっきりあんたに抱かれたがってるよ！　毎日祈願するくらい望んでるよ！」

「それは別の問題。単純に俺が、好みじゃない」

「……そういえば前に、そんなこと言ってたね」

　そういうことなら仕方ないか……と思いつつも、もう少し色々と言える余地はあるような気がする。新しい女性を後宮に入れたらどうかとか……。

　同時に、文林が言いそうな反論の内容も思いついてしまっている。後宮の予算の問題だとか、謝しや賢けん妃ぴへの寵ちよう愛あいの際に生じた不都合の件だとか。

　つまりこの話を続けるには、小玉にも考えをまとめる時間が必要だということだ。なんといっても相手は文林だ。心を完全武装したとしても、口でこの男に勝てる可能性はとてつもなく低いはずだった。

　だから代わりに、こう言うのみにする。

「ところで文林、この姿勢辛つらくない？」

　文林がこちらを向いたせいで、さっきから小玉は、文林の腹の上に座り込む姿勢になってしまっている。

「実はちょっと呼吸が辛い」

「でしょうね」

　そう言いつつ、小玉は文林の上から降りた。そろそろ自分も眠い。

　文林を壁側に押しやって、自分も横たわると、彼が「そういえば」と声をあげた。

「ん？」

「来月あたり、狩猟の会を行うことにした」

「あ、そう。行ってらっしゃい」

「いや、お前も来い」

「……なんで？」

　予想外の言葉に頭だけ起こして文林を覗のぞき込むと、彼はにやりと笑って言った。

「この問題、かなり長引きそうだ。ということは、お前の鬱うつ憤ぷんが溜たまるということだ。殴られる前に、息抜きの時間をあらかじめ設定しておこうと思って。俺と同行するかたちなら、外に出ても問題ないしな」

　どうやら彼なりの配慮らしかった。

「用意周到すぎて、涙が出るわ……」

　わざとらしく泣きまねをしてから、小玉は眠りについた。




　熟睡している小玉は、文林の呟きに気づかなかった。

「お前がその気になってくれればいいんだけどなあ……他力本願だが」

　ついでに寵愛を求める宮女たちが少ないのは、人員整理の際に文林が進んで追い出していたのも原因の一つだということも、小玉は失念している。




　おおむね後宮のみにいる日々を過ごしながら、小玉はなんとなく司馬淑妃を意識するようになった。彼女は相変わらず、驕きよう慢まんな笑みを小玉に向けてくる。とはいえ彼女が一番美しく見えるのは、そういう笑顔を浮かべているときなのは事実だ。

　彼女の不幸は、そういう美しさを文林が好ましく思わないところなのだろうなと、小玉は勝手に同情していた。とはいえその旨を伝えると、彼女は間違いなく屈辱感を覚えるだろうから、誰にも言わない。そういうことは、小玉でもたやすく想像できた。




　　　　※




　一月後の早朝。

「わりとこの日を心待ちにしていた自分がいるわ……」

「だろうな」

　愛馬の白はく夫ふ人じんに乗りながら呟く小玉に、文林は真顔で頷うなずいた。案の定一ヶ月やそこらで問題は片付かず、やりたかった仕事は全然進まなかった。

　帳簿の勉強は進んだものの、それは小玉の心をちょっとしか慰めてくれず、苛いら立だちをつのらせる日々を送ることになった。

「ただ、問題はなんで、ちゃんと武装できないのかってことよ」

「仮にも皇后として出るからな」

　現在小玉は、華美ではないものの、絹の衣装に身を包んでいる。白夫人にも跨がっているのではなく、横座りで乗っている。不本意だ。

　小玉だけではなく、白夫人も嫌そうである。頭のいい彼女は、今日が思いっきり走れない日であることを、小玉の身なりから悟っているようだった。

　しかし、しようがない。出来る範囲で楽しむことも、場合によっては必要だ。特に今日は人目が多すぎる。

「やあ、後宮の美び姫きにご同行いただくと、見た目にも華やかですなあ」

　廷臣の一人がご機嫌をとるように、文林に話しかけてくる。多分彼の言う「美姫」の範囲に、小玉は含まれていない。

　そう、今日はこういうおっさん方はもちろん、高位の妃ひ嬪ひんたちもこの場にいた。とはいえ、誰もが小玉のようにすんなりと馬に乗れるわけではない。

　真桂などは、馬の首にしっかりと抱きついて真っ青な顔をしている。そういえば馬の乗り方は教えていなかった。無理しないでいいのよと言ってやりたいし、実際言ってやったが、彼女は絶対に出ると行って引かなかったのだ。

　案外様になっているのが司馬淑妃で、彼女は「これぞ貴婦人のしとやかさ」という仕草を保ちつつ、見事な栗毛の馬に横座りしている。非常に絵になる光景である。正直、見直した。

　残りの二名、孫修儀と薄充儀は最初から諦あきらめている。馬自体は曳ひいてきているが、移動は馬車。そして現在も椅子に腰掛けて、茶を飲みながら待機している。彼女たちは彼女たちで賢い、と小玉は思った。




　狩り自体は、まあ大体予想どおりな感じで始まった。宦かん官がんたちが獲物を追い立て、参加した者が射止める。

　すごく接待っぽい。そう思いながら小玉自身は弓を持たず、文林の隣で久々の乗馬を楽しむのに留めていた。あと、真桂に馬の乗り方を教えてあげた。もう少ししたら、鴻にも馬の乗り方を教えてあげるべきだろうか。そんなことも考える。

　それなりに有意義に時間を過ごしていると、あっという間に休憩時間になった。







　小玉は白夫人を、廏うまや番ばんの孫そん老人に任せる。白夫人のためならばえんやこらを地で行く彼は、今日も馬の管理の総監督として随行していた。

「娘じよう子しに馬の乗り方を教えていただけるなんて！」

　真桂、感激！　と言わんばかりの彼女は、嬉うれしそうなのにまだ真っ青な顔という、不思議な状態である。主にそんな彼女の相手をしながら昼食をとる。

　司馬淑妃はつまらなさそうな顔をしていた。さっきから文林に色々と話しかけているのに、全然相手にされていないからだろう。

　ただ矢を射かけようとしている最中に声をかけるのは、無視されても仕方がないのであるが。

「孫修儀、薄充儀もつまらなくはありませんか？」

　小玉は、ずっと待機していた二人に声をかけた。薄充儀は「はい……」と、微かすかに頷くのみであったが、孫修儀はもう少し長文で返事をしてきた。

「ええ、普段外に出ることがございませんので、色々と目新しゅうございますわ」

　この二人の場合、孫修儀のほうが積極性がある。

「大家のお姿も拝することができますし」

「それはよかった」

　笑いかけながら孫修儀に頷く小玉に、ここで司馬淑妃が横やりを入れてきた。

「けれども娘子には目新しいことなどございませんわね、きっと。外の光景も、大家のお顔も」

　その言葉に孫修儀がさっと顔を強こわばらせ、うつむいた。

　不義云うん々ぬんの疑い、そして文林を独占してくることに対する複合的な嫌み……それを第三者の言葉を拾いつつとっさに出てくるあたり、もしかして彼女は頭がいいのかもしれない。そう思いながら小玉は、返す言葉を探して頭を回転させる。

「……いえ、大家のご尊顔については、見飽きたことなどございませんわ」

　──あ、失敗した。

　考えたわりに、自分でも微妙な返し方をしてしまった。補足を……と思ったところで、今度は真桂がさっと口を挟んできた。

「どこかのどなたかならば、何年も経てば、大家のご尊顔も見飽きてしまうのですね。それに引き替えさすが娘子は……大家への情が……ええ情が、たいそう深くていらっしゃいますわ」

　それは間違いなく小玉を支援する言葉であったが、なぜか真桂はすごく嫌そうな顔をしていた。いつもだったら彼女が得意げな顔をして、司馬淑妃がぐぬぬ……となるという一連の流れが完成しているのに、ちょっとおかしい。同じことを司馬淑妃も思ったようで、ちょっと不気味そうな表情になって、それ以上なにも言葉を発さなかった。

「そういえば李昭儀」

「はい、なんでございましょう」

　ぱっと表情を明るいものにした彼女に小玉は、午後についてはもう休んでいたほうがいいのではないかと言いかけ……、

「……娘子？」

　ふと言葉を切った小玉に、真桂が不思議そうな顔をする。だがそれに答えられなかった。小玉は彼女の後ろの光景に目を疑い、そして釘くぎ付づけだった。




　──どっかん。

　白夫人が自分の息子である白はく公こう子しを、蹴けり飛ばす光景に。




　真桂に一言断って、小玉は慌てて立ち上がったその間にも白夫人は白公子を蹴りつける。どっかん。

　さすがに廏番たちが総出で縄をかけて、彼女を止める。

　小玉は足早にそちらに向かい、声をかけた。なぜか真桂もその後ろについてくる。

「なにがあったの？」

「へ、へえ！　娘子！　あの！」

　いつも廏に入り浸ったり、お産を手伝ったりしている小玉に慣れているはずの廏番たちであるが、さすがに皇后でございといった服装をしている小玉を前にすると、緊張するらしい。慌てふためく彼らに、小玉は片手をあげて「落ち着いて」と言う。

「ゆっくり話してくれて構いません」




　なんでも、白夫人に餌を与えたものの、彼女は口をつけなかったのだという。それはわりといつもどおりのことなので、好物の林りん檎ごでもあげようかと話しあっていたところ、自分の餌を食べ終わった白公子が母の分まで食べようとして……。




「それで、『どっかん』？」

「へえ、『どっかん』でさあ」




　白公子は怯おびえて、母の餌への執着も失い、ぷるぷる震えている。

　小玉がさくさくと下生えを踏んで彼に近づくと、小玉によく懐いている白公子は、小玉の伸ばした手に甘えるように鼻面をすりつけてくる。それを二、三度撫なでると小玉は、次に白夫人のもとへ向かった。

「ね、白夫人」

　呼びかけると、縄から抜けだそうともがいていた白夫人の動きがぴたりと止まった。小玉が手を伸ばすと、彼女も鼻面をすりつけてくる。動作自体は息子と同じだが、白公子のような甘える雰囲気はなく、なにやら伝えたいことがあるようだった。

　その光景を見て、近くの男たちが慌てはじめる。

「白夫人！　娘子のお着物が汚れるから、やめ！　やめ！」

「それはいいの。なにかあったのね、白夫人」

　小玉の言葉に、白夫人の動きが更に激しさを増す。もはや小玉に顔をすりつけているというより、小玉で顔を拭ふいているというような状態だが、小玉は構わない。ただもどかしさを覚える。

　こういうとき、馬の言葉がわかったらなと思う。小玉と白夫人は、意思の疎通がとても出来ているとよく言われるし、自分たちもそのつもりだが、やはり種族の壁はいかんともしがたかった。




「なんて凶暴なこと。飼っているものは飼い主に似るとは、本当のことですのね」

　そのとき響いた声は、当然白夫人のものではなかった。わざわざここまで足を運んできた、安定の司馬淑妃である。




　言われたことは皮肉であるが、その瞬間小玉が気にしたことは、自分の立場ではなく……孫老人のことだった。白夫人命の孫老人は、彼女が侮辱されたとなると、相手が淑妃だろうが皇后だろうが、間違いなく食ってかかるという生き急いでいる御仁だ。さすがにそれをやられると、小玉でもかばいようがない。

　しかしそのとき孫老人は、「どうしたんだ白夫人！　お前さん理不尽な女だが、息子には優しかったろー！」と、まるで恋人の心変わりをなじるような勢いで、白夫人に抱きついて泣くのに忙しかった。彼も彼で安定している。

　ほっと一安心したところで、さて司馬淑妃にはどういう言葉をかけるべきかと考える。しかし小玉がなにかを思いつくよりも早く、今度は真桂が司馬淑妃に対して嘲あざけりの声をかけた。

「なんて意地汚いこと。飼っているものは飼い主に似るとは、本当のことですのね」

「…………」

「…………」

　小玉と司馬淑妃は、真桂が指さす方向を、揃って無言で見る。

　そこには白母子に食べてもらえなかった餌を、もっしゃもっしゃと食べる、司馬淑妃の馬がいた。

　ほほほ……と高らかに笑う真桂。ぐぬぬ……とわかりやすく悔しそうな司馬淑妃。ようやくいつもどおりの展開になったが、小玉は全然嬉しくなかった。

　なんとなく視線をさまよわせると、少し離れたところで二人、どこか遠い目で食後の茶を楽しんでいる、孫修儀と薄充儀の姿が見える。

　ちょっとあの二人がうらやましいなと小玉が思ったところで、休憩時間が終わった。







　事件は、その直後に発生した。







　小玉は再び馬上の人となった。白夫人は落ち着きを取り戻してはいるものの、相変わらずなにかを伝えたそうに、時々身じろぎをしている。

「わかってあげられなくて、ごめん」

　そう言いながら小玉は、彼女の首を撫でてやった。

　その近くでは司馬淑妃がさっきから引き続き、文林に声をかけ続けている。さっきから無表情な彼が、さらに仮面じみた様子になっているのが気になる。小玉が止めると角が立つので、文林に対処をぶん投げているのだが、そろそろ介入するべきだろうか……。




　気にかけることが案外多すぎて、全然鬱うつ憤ぷんが晴れないなということに、小玉は全力で目をそらしていた。




　その時である。

　司馬淑妃の馬がいきなりもがきはじめた。

「……えっ？」

「淑妃？」

　さすがに文林もただならぬ様子に眉まゆを顰ひそめ、声をかけたところ、それを合図にしたように、馬がいきなり走りだした。もちろん司馬淑妃が走らせたのではない。彼女は悲鳴をあげて、馬にしがみついている。

「司馬淑妃！」

　小玉は素早く横乗りから、跨またがる姿勢になり、白夫人を走らせた。軍馬である白夫人は力強い走りですぐに司馬淑妃の馬に追いついた。だが、相手が左右にめちゃくちゃに走っているので、中々並走できない。接触した場合、淑妃が振り落とされて怪我をする可能性がある。

　かといって馬を殺すのもよろしくない。手負いになったおかげでさらに暴れられるのも、以下略である……というか、そもそも小玉は今、武器を持っていなかった。

　小玉は慌ただしく手を動かし、自分の衣服の裾すそをからげた。それを腰のところで適当に結ぶ。これで足の動きを妨げるものがなくなった。見映え自体はそうとう悪い姿であろうが、跨がった時点からそんなこと構ってはいない。

　そうして小玉は、白夫人に叫んだ。

「白夫人。飛び乗るから、ぎりぎりのところで寄せてくれる!?」

　白夫人はその期待に見事に応こたえてくれた。白夫人が際どいところまで接近したところで、小玉は司馬淑妃の馬に飛び乗る。そして司馬淑妃の後ろから手綱を握った。

　小玉が飛ぶや否や白夫人は素早く離れ、そのあとは一定の距離を置いて司馬淑妃の馬の近くを走っている。

　小玉は暴走する馬を落ち着けようとするが、中々うまくいかなかった。それでも森の中に駆け込むことだけは避けようと、狩場の中をぐるぐると回らせることだけは、なんとかできた。そうしている間に、視界の隅に文林たちの姿が入りこむ。

　慌てている様子であるが、どうしようもできないのであろう。なんといっても今この馬には皇后と淑妃が乗っている。

「お……？」

　時間としてはそれほど長いものではなかっただろう。走っていた馬が急に減速した。やった、と思ったところで、今度は馬がふらつく。

　これはこれでまずいと思った小玉は、ある程度まで速度が落ちたところで、司馬淑妃の両足をすくいあげた。足を折りたたませて、その状態で抱え込み、小玉は馬の横から滑るように飛び降りた。地面との接触の瞬間に息が詰まるのをおさえ、そのまま二、三回転がって衝撃を殺す。




　完全に静止したところで大きく息をついた。

　なお、司馬淑妃はとっくに気絶していた。




　そこでようやく他の者たちが、小玉と司馬淑妃を呼びながら近寄ってきた。

「わたくしは構いません。淑妃を診てあげてください。頭は打っていないと思うのですが」

　そう言いながら、小玉は司馬淑妃を近くの者に預ける。立ち上がろうとして、足に走る痛みに、軽く顔をしかめた。構いませんといいつつも、自分のほうが怪我をしていた……肩、脱だつ臼きゆうした。そして足もひねった。

　その他、草で顔やら腕やら切っているが、人一人抱えて馬から落ちたことを考えると、この程度ですんで御の字といったところだろう。

「娘じよう子し！」

　真桂が半泣きになりながら、小玉に抱きついてくる。

「ごめんなさい、李昭儀。わたくし肩を脱臼してしまいましたので、ちょっと離れてください」

「えっ……」

　慌てて離れる真桂の前で外れた肩をはめ直すと、今度はそれを目の当たりにした真桂が「あれ……」と言いながら淑しとやかに倒れた。当然のことだが、更に騒ぎになった。

　全体的に大混乱の現場の中、冷静なのは当事者の小玉と、文林、そして意外に孫老人だった。文林が周囲に事態の収拾について指示を出し、孫老人はようやく暴走を止め、ふらついている馬を捕獲していた。




　小玉は……とりあえず座っていた。

　他になにもするなと言われたので。




　そして帰路についている今、どういうわけか、文林と相乗りの状態で馬に乗っている。

　小玉は独りごちる。

「どうしてこうなった……？」

　あのあと、当然のことながら狩猟の会はお開きになり、全員引き上げることになったが、ここで移動手段が問題になった。




　仲よく気絶している、普段不仲な二人をどうするかということになったのだ。




　これについては、孫修儀と薄充儀が行きに使った馬車を使うことで問題はなくなった。二人とも快く馬車を提供し、馬に乗れない本人たちは、乗馬に長たけている宦かん官がんと一緒に移動することになった。

　問題は小玉である。足を怪我した状態で馬に乗ることは、同行していた侍医から止められた。小玉としては、これくらいなら大丈夫という経験則があるのだが、周囲をいたずらに心配させるのもいけないという経験則もある。




　主に、梅花さまがお怒りになるという経験が。

　下手をすれば、小玉があの「死の七日間」を迎える可能性すらある。正直、一日だってごめんである。したがって小玉は、自力帰還という選択肢をためらいもなく放棄した。




　ただその結果、文林に抱え込まれるかたちで、淑女よろしく大人しく馬に乗るということになったのは、ちょっと納得がいかない。小玉本人としては当初、清喜に同乗してもらうつもりだった。しかし彼は、孫修儀と相乗りすることになったので、これはこれで仕方がない展開だった。

「いやあ、さすが娘子。大家のご寵ちよう愛あいがなんと深いことでしょう！」

　さっき「美び姫き」云うん々ぬんでごまをすっていた廷臣が、今度は小玉に対して色々と言ってくる。相手をするのも面倒くさくて、小玉は「大家のお手を煩わせて心ぐるしいことです」と適当な言葉を返す。




　ところで、司馬淑妃の馬はこの場にはいない。

　捕まえられてすぐ、倒れて死んだ。泡を吹いて死んでいる様子は、見るからに尋常なものではなかった。




　文林の指示で、死し骸がいは廏うまや番ばんがあとで回収することになった。これから原因の究明が行われるのだろう。

　──どうなることやら。

　少なくとも、喜ばしいなにかが発覚することはあるまい。そう思いながら小玉は、文林の胸に頭を預けて目を閉じた。

　足が痛い。我慢できるものであっても、痛いものは痛いのである。

　それにしても実に散々な「鬱うつ憤ぷん晴らしの日」であった。




　　　　※




　紅霞宮に戻った小玉を出迎えたのは、梅花の叱責……などではなかった。

「事情は伺っております。いたしかたないことかと」

　むしろ梅花は、小玉の足を冷やすことのほうに重きを置いているようだった。

「あの、怒らないの……？」

　怒られたいわけではないものの、ここまで優しくされると不安になる。おそるおそる問いかける小玉に、梅花は苦笑いを返してくる。

「個人的かつ、後宮的な考えを申しますと、手を出さずに司馬淑妃が死ぬのを見守っていたほうが、面倒はなかったでしょう。おそらく大家も同様のことをお考えになっているかと存じます」

「…………」

　小玉の口があんぐりと開く。言っていることはわかるが、どうとも答えようがなく、絶句以外の反応ができなかった。そんな小玉に、梅花はちょっと前までの苦笑いと似ているようでやや違う、困ったような笑みを向けてきた。

「ですが、そこでとっさに動かれない娘子は、もはや娘子ではございませんわ。これもおそらく、大家も同意見でいらっしゃるでしょう」

「あ、そ、そうですか……」

　ぎこちなく頷うなずいたところで、鴻が部屋に入ってきたのでこの話はおしまいになった。




　乳母に手を引かれてやってきた鴻は、小玉の姿を認めると、ぱっと駆け出して小玉に近寄る。

「ぼこうへいか、おかげんはだいじょうぶですか？」

「大丈夫ですよ」

「ぼく、ぼこうへいかが、おあんよをけがしたとききました」

「…………」




　──おあんよ。




　一瞬なんのことかと思い……わかったところで吹き出しそうになったが、小玉はそれを必死にこらえた。子どもにだって矜きよう持じというものはあるのだ。ここで笑ったら、鴻は間違いなく傷つく。なにより、心配から発せられた言葉を笑うなど、大人としての沽こ券けんにかかわるではないか。

　周囲を見ると、清喜や乳母も必死に笑いをこらえているようだった。梅花と杏は穏やかな微笑みを浮かべて端然と立っているが、こちらはなにも感じていないのではなく、隠す様子が一流なのだろう。すごい。

「ええ……右の足が少し痛いです。ですがしばらく優しくしてあげると、足もすぐ治ります」

　なんとか笑いをこらえ、小玉は鴻にもわかるような言葉を選びつつ、自分の状態を説明する。

「おあんよは、どうしていたくなったのですか？」

　小玉は一瞬回答に迷った。ここで馬から落ちたなどと言ったら、乗馬の訓練の前に変な恐怖感をすり込んでしまうかもしれない。だから小玉は、思いっきり抽象化した表現で返した。

「……転んだのですよ」

　まあ、噓ではない。

　小玉の言葉を聞いた鴻は、目をまん丸に見開いてから、勢い込んで言う。

「ぼこうへいか、こんどぼくがおててをひいてあげます！　うばはぼくがころばないようにおててをひいているので、ぼくはぼこうへいかがころばないようにします！」

「…………」

　小玉が黙っていたのは、再び笑いの発作が起きそうになったからではない。

　感極まりすぎて、言葉が出なかったのである。







　小玉にまつわりつく鴻を乳母がなだめて退出したあと、小玉は口元に手を当てながら、周囲に向かって言う。

「うちの子……本当にかわいいよね。もうあのかわいらしさ、天から授かったんだと思う。誰がなんと言おうと、世界一かわいい」

　にやにやが止まらなかった。

　小玉の親ばか全開な発言について、苦言を呈するものはいなかった。全員おおむね同類だったので。

　清喜が珍しく、素直に心打たれたというような様子で言う。

「そうですねえ、『おあんよ』もかわいかったですねえ……」

「ああ、あれはかわいかった……あの背伸びしてる感じがたまらないわー」

「ぼこうへいか」といい、鴻は実年齢よりも大人びた言葉づかいをする子ではある。また、ある程度はきちんと使いこなしている。しかしその言葉づかいに、時折実年齢相応の言葉づかいが混ざって生み出されるちぐはぐな状態がまた、なんともいえず気持ちをほんわかとさせるのである。

「ね、梅花。鴻が手を引いてくれるっていうから、明日散歩していい？」

「駄目です」

　それまでにこやかにしていた梅花の顔が、急に厳しくなった。やはり駄目か。

　ちょっとがっかりする小玉に、梅花はなだめるような声をかけてきた。

「ご回復されたあとでも、皇子は喜んで手を引いてくださいますよ。それどころか、娘子が望むより、ご本人が熱望なさるはずです」

「そうかなあ。そのうち大きくなってさ、嫌がるようになりそう……」

　成長は喜ばしいことではあるが、多分ちょっと寂しくなるだろう。その日が来てほしいような、来てほしくないような複雑な気持ちになる。

「それはそれでさらに成長なさって、娘子の足腰が弱くなりましたら、また手を引いてくださると存じます」

　それなんか違う。そう思いはしたものの、それはそれでちょっと嬉うれしいだろう。

　問題はその状態で手を引いてもらうためには、長生きしなくてはならないということである。はてさて、自分はどれくらい生きられることやら。

「そういえば」

　ここで清喜がふと思いだしたというような口ぶりで、話を切り替えてきた。

「どうしたの？」

「皇子の話で思いだしました。孫修儀のこと……」

「孫修儀？　……そういえばあんた、彼女と相乗りしてたね。なにかあったの？」

「なにかあったというか……すごく皇子のこと聞いてきたんですよね」

　彼の言葉に、梅花が再び表情を厳しいものにする。

「よもやむやみなことは……」

　清喜が慌てて手を左右に振る。

「いえ、余計なことはなにも言ってませんよ、僕。お健やかにお育ちあそばしておいでですよーとか、最近字の練習に余念がないようですーとか、そんな感じのこと。ご本人もそれで満足なようでした」

「一番あたりさわりのない話題だったからじゃない？　へんにあたしの話すると、司馬淑妃との間に角が立つだろうし」

「それならそれで、『なにも話さない』って選択肢もあるじゃないですか。実際、薄充儀のほうは宦官と会話がなかったそうです。代わりにぶつぶつとなにやらずっと呟つぶやいていたとか……」

「それはそれで、なにがあったの……」

　妥当な疑問を口にした小玉に、清喜は首をひねりながら言った。

「さあ……相乗りしてた人、正直怖かったとしか」

　それは確かにそうだろう。

　黙って聞いていた梅花が、ここで口を開いた。

「目の前で衝撃的な光景をご覧になって、少し情緒不安定になったのかもしれませんね。深窓育ちのご令嬢は、陰惨なことに手を染めるわりに、視覚的な衝撃には弱いものですから」

「そっか……」

　そういえば真桂も気絶したなと思いだし、小玉はそれで納得した。

「そういうことなので、孫修儀は皇子に興味もたれているようですよーって話です。一応ご報告までに」

　小玉は清喜の言葉に頷く。

「わかった。まあでも、鴻に興味持つのはしょうがないよね、だってかわいいもん」

　そして再び親ばか全開になった小玉だったが、今度は皆あまり同調してくれなかった。梅花が眉まゆを顰ひそめながら言う。

「いえ、孫修儀は皇子とほとんど接触なさっていないはずですが」

「えー？　じゃあ、庭で遊んでいた鴻を、物陰から偶然見初めるような展開とか……どう？」

　話を振られた梅花は、若干迷惑そうに返してくる。

「『どう』とおっしゃられましても……まず『見初める』という表現自体が不適当です」

「娘じよう子し、綵さんの趣味に変な方向で毒されてません？」

　清喜の言うとおりであった。

　恋愛小説大好きな元副官からのお下がりは、興味はほとんどなくても一応目通しはしている。そのおかげで小玉は、半端に「そういう状況」に詳しかった。

「単に子どもがお好きなのかもしれませんね。淑妃のところの皇子もよく構っておいでのようです」

　梅花の言葉に、小玉ははっと顔をあげる。

「それだ！」

「いや、新発見みたいな反応しないでくださいよ。一番まっとうな発想なんですから、最初に思いついてくださいよ」

　清喜の突っ込みを無視して、小玉はふと思った。

　もし彼女が子どもを好きだというのであれば、現状は不ふ憫びんである。文林は司馬淑妃が駄目なようだが、彼女ならどうか……と思って、いや無理だなとあっさり結論づける。司馬淑妃と若干でも関係がある時点で、文林は嫌がるだろう。




　なにせ彼、最近「俺、『司馬』って官職のことが話題になるだけで、ちょっと嫌な気持ちになる……」とまで言っているからだ。




「司馬」という名字は、軍事を司つかさどる官職名から派生したものだ。元武官である彼が、軍事関係の官職名を聞くのも嫌だと言っているあたり、そうとう根が深い。そして彼らしからぬ感情的な状態である。

　とはいえこんな馬鹿馬鹿しい理由で、公私混同をするような人間では断固としてないので、全国の司馬に就いている皆さんは安心してください、でもごめんね……と小玉は、内心で各地の司馬に語りかけ、そして文林の代わりに謝った。




　　　　※




　さて、気になる司馬淑妃の馬の暴走と頓とん死しの原因だったが、それは、いともあっさり判明した。それこそ小玉の足が治るより早く。

「餌に毒が混入していた」

　数日後、やってきた文林から聞いたことに、小玉は問いかける。

「司馬淑妃の馬の餌に？」

「いや、白夫人の餌に」

「なんでそれで、司馬淑妃の……あ」

　言いかけて思いだす。司馬淑妃の馬は、白夫人の餌をひたすら食べていた。となると白夫人が餌を拒否した理由も納得がいく。彼女は毒に気づいたのだ。わかってあげられなくてごめんと、小玉は白夫人に内心で謝罪した。

「ところで、入ってた毒ってなに？」

「鳥とり兜かぶとだ」

「あー、葉っぱが蓬よもぎに似てるからね。気づきにくいよね」

「……詳しいな、お前」

　意外そうな顔の文林に、小玉は笑いながら種明かしをする。

「うちの田舎でも、何年かに一度、人か山羊やぎが死んでたから」

　身近な毒草なので、見分け方は周囲の大人から徹底的にたたき込まれている。それでもひっかかるのが、鳥とり兜かぶとというものである。




　ただし、春ならば。




「この時期だと鳥兜って、花が咲いて見分けやすいから、間違って混ざるってことはないと思うんだけど」

「本当に詳しいな、お前」

「知ってる文林？　田舎って実はすごく危険なのよ」

　ちょっと苦く笑う小玉に、文林は皮肉っぽい笑みを返してきた。

「どうやら、宮城と同じくらいのようだな……そう、おそらくは意図的に混ぜられたものだろう。そもそも廏うまや番ばんたちは、蓬を飼い葉に入れた覚えはないそうだ」

「……廏番たちに罰は与えられるの？」

「まあ、間接的ではあるが、人の命を危険にさらすのを防げなかったわけだからな。俸ほう禄ろく三ヶ月返上で」

「そう……」

　これで司馬淑妃が死んでいたら、孫老人あたりの首が飛んでいただろう。ちなみに彼は、六ヶ月分を返上することを、自主的に申し出たらしい。

　なお彼は、俸禄が入らないことなど一切気にせず、「さすが白夫人！」と、鳥兜を見破った白夫人に対する尊崇の念を新たにしているらしい。

　あの人引退したら、白夫人を祀まつる廟びようとか建立しかねないな……と、小玉は孫老人の未来に軽く思いをはせた。個人の自由であるし、老後にも生きがいがあるなら長生きしそうなので、とやかく言うつもりはないが。

　文林は「それにしても」と、不思議そうにつぶやく。

「白夫人はどうして鳥兜がわかったんだろうな」

「匂いじゃない？　蓬はいい匂いするけど、鳥兜はしないから」

「…………」

　あっさり答える小玉に、もはやなにも言わず、微妙な顔を向けてくるだけの文林に、小玉ははっと気づく。慌てて弁解する。

「言っとくけど、毒盛ったのあたしじゃないからね！」

「わかってる。お前だったら、下手すりゃ素手で人間殺せるからな」

「いやそれは……まあ、できるっちゃできるけど」

　否定できないのが、なぜかちょっと嫌だ。

「俺は犯人については、司馬淑妃の父親だと思っている」

　いきなり発せられた見解に、小玉は思わず突っ込んだ。

「司馬淑妃!?　だって今回の被害者じゃん！　なにその遠大な自殺！」

「結果的に司馬淑妃が酷ひどい目にあっただけで、本来ならばお前が犠牲になっていたはずだからな」

「あー……そっか。でもそれだったら、自分の馬が鳥兜食べた時点で、司馬淑妃、乗るのやめるもんじゃない？」

「俺は司馬淑妃本人には、教えていないと見ている。悪い意味で隠し事ができない女だからな」

　身も蓋ふたもない。

「う、うん……根拠は？」

　文林はある意味、司馬淑妃を父親並に理解しているんじゃないかと、小玉は思いはじめていた。

「司馬尚書の政敵は、何名か不審死を遂げている。そして原因が毒物とおぼしき状況が多いんだ」

　かなりあいまいな憶測だよな……と思いながら、小玉は話の続きを促す。

「今はほとんど撤退しているが、後宮にも手は伸びていた……安あん徳とく妃ひのこと覚えているか？」

　小玉はぴくりと表情を動かした。

　忘れるわけがない。鴻の生母だ。

「まさか彼女も？」

　彼女が産さん褥じよく死したあたりでは、小玉はまだ一介の妃ひ嬪ひんで、しかも後宮に慣れるので手一杯だった時期だ。その死に不審な点があることなど、知らされてもいなかった。

「その可能性が高い。当時出産に立ち会った女官は、今どこにもいないだろう？」

「……そうね」

「当時俺は司馬淑妃に鎌をかけたが、彼女はなにも知らない様子だった。だから本人だけが知らない状態で、司馬尚書の息がかかった者が動いているとみている」

「そうか……」

　小玉の脳裏には、絵姿でしか覚えていない安徳妃の姿があった。もし彼女が本当に毒殺されたのであるならば、うまくいけばまだ生きていた可能性もあるのだ。そうなれば、鴻は生母の膝しつ下かで、血のつながりのある愛情を受けて育っていたはずなのだ。

「すまないな」

「いや、鴻のことは全然」

「いや、それじゃなく」

　それじゃないのかよ、むしろそれであってくれよと思いながら、小玉は問いかける。

「え、なんのこと？」

「お前の、息抜きを作ってやりたかったんだが、うまくいかなかった」

「それは……別にいいよ」

　事件が起こらなかったとしても、結局あんまり息抜きにならなかったし……という身も蓋もない事実は、文林に対する情に免じて口にしない。

　だが、次の言葉で、小玉は思わず「うわあ……」と声をあげた。

「こういうことが二度と起こらないよう、外に出せる機会を作ることができなくなった。そういうわけで当分、お前はほぼ後宮に閉じこもりっぱなしの状態が続くことになるんだ……」

「まあ、なんとか頑張るわ……」

　半ば自分に言い聞かせるように、小玉は言った。




　しかし、それも月単位で続けば、話が変わってくる。

　そして人間関係も。




　司馬淑妃落馬未遂事件以降、小玉に近づいてきた妃嬪が一人増えた。

　司馬淑妃……ではない。薄充儀である。

　足をくじいていた小玉の見舞いに訪れ、

「娘子のお姿が、あまりにも格好よくて……」

　ともじもじしながら、自分の気持ちを述べていた。そして、

「あの、娘じよう子しを主人公にした小説を書きました！」

　と、主人公本人がもらっても困る贈り物を渡してきた。名前のとおり影の薄い彼女だったが、趣味は濃かったようである。なお小玉は、今に至るまでその小説を読んでいない。怖すぎて。




　そして肝心の助けられた司馬淑妃はというと、小玉に対する嫌悪の念が増した状態を隠しもしなかった。

　本人曰いわく、「娘子の馬があの餌を食べていれば、わたくしがひどいめに遭うこともなく、娘子は娘子でどうせ無事で済んだはずだから、なんの問題もなかったというのに……結局、娘子はあのおかげで大家に目をかけられ、わたくしは大家からの叱責を受けたのよ！」とのことである。

　そして自分の宮で、枕をしっちゃかめっちゃかに振り回したらしい。なお叱責というのは、「あの事故は皇后のせいだ！」と文林に直訴して、ぶち切れた文林にひっぱたかれたことを指す。全然懲りていないが、「めげない精神」と言い換えれば、美点に聞こえる。

　ただその話を聞いたとき、小玉はさすがに文林をたしなめた。

「女の子ひっぱたくって何事？」

「殴るほうがよかったか？　そういえばお前だったら、平手だと怒るもんな」

　そういう話ではない。

「相手見ろってことよ」

「その相手の言い分が酷ひどすぎるだろう」

「酷いんだけどなんか……一週回って、納得しちゃった」

　少なくとも、薄充儀の創作活動よりは納得できた。




　そんなわけで昨今、殺伐とした女子寮もごく一部を除いて、謎な展開で殺伐さが欠けつつあるので、自治に切り替えてもいいような気もするのだ。




　要するに小玉は、日々投げやりになっていったのである。




　　　　※




　そんなある日のことである。

　もはや恒例行事のように、前に進み出た司馬尚書を見て、文林は内心うんざりとため息をついた。案の定、今日も小玉の廃后をごり押ししてくる。

「しつこい。後宮のことは、突き詰めていえば余の閨けい房ぼうのことだ」

　文林は吐き捨てるように言う。実際、問題を具体化しつくせば、要は文林の女房の話である。

「恐れおおいことではございますが、大家。皇后ともあらば広くは国の母ともあるべき存在でございます。御子を産み参らせぬ方はやはり……」

　今発言したのは、司馬尚書ではない。孫修儀の父である。全体的に四角い印象の人間で、几き帳ちよう面めんというか神経質そうな声どおりの性格をしている。

　そんな彼とは正反対の、太い声が響く。

「大家。ご決断なさいませ。この問題は長引かせるべきではございません」

　薄充儀の父親であった。全体的に地味な薄充儀の父親とは思えないほど、自己主張の激しい人間で、横暴さでも有名である。

　おそらく家庭でもそうなのだろう。娘があれほどまでに存在感の薄い理由が垣間見えるというものだ。したがって親を選べないという点については、彼女を気の毒に思っている文林である。だから彼女は、後宮で飼い殺しにされている状態で幸せなのだろう……そのこと自体哀れであるが。

「理不尽の代名詞」という残念な異称の持ち主ではあるが、たった今薄充儀の父親が言ったことはもっともだった。ただそれ以外のことに同意できないから、長引いているのである。

　小玉にくっついているという三羽烏とは比べものにならないほど、可愛げのない三人組。それを見下ろしながら文林は、きっぱりと言う。

「皇后とあらば広くは国において母としての、という意見はもっともであるが、その点についても余は関皇后の素質に疑いを持っておらぬ。広きの前に、まずは狭きであるが、皇后は後宮という狭き場において姉としての資質が求められる。司馬尚書。先日その方の娘である淑妃の危機を、皇后は身を挺ていして救ったではないか。まさに姉の鑑かがみといえよう」

「…………」

　司馬尚書がぐっとつまった。この点を突かれると、さすがに彼は弱い。なにせ自分の娘のことなので。とはいえここで引き下がるような相手でもない。どうするべきか……そう思ったところで、違う声が響いた。

「臣から提案がございます」

　司馬尚書でも、孫、薄両氏でもない。これまでまったくかかわってこなかった兵ひよう部ぶの尚書だ。

「申してみよ」

　文林の促しに、彼は口を開いた。

　それを聞いて、文林と……司馬尚書の両名が顔を歪ゆがませた。兵部の尚書が提案したのは、これまで誰も持ち出さなかったことであった。




　すなわち──新しい妃嬪を迎えるということ。




　それも皇后が寵ちよう愛あいを独占しないよう、これまでの妃嬪以上の家格から年若い娘を妃として迎えるということだ。折衷案としてはまずまずであろう。

　とはいえ、文林にとっても、司馬尚書にとっても不満のある提案である。だが文林は群臣の様子をうかがい、賛成の雰囲気が漂っているのを感じ取った。

　なるほど、これは潮時だろう。

　そんな判断ができないほど、文林も司馬尚書も愚かではなかった。

　文林は他の議題が滞りっぱなしな事態に、いいかげんにしてほしいという、まっとうな廷臣たちの気持ちを汲くみとってやるべきだと思った。なにより最低限の基準である、小玉を皇后の位に留め置くという目的は達成できる。司馬尚書は司馬尚書で、良識は一切なくても長引かせると敵を増やすだけという打算を働かせるだけの知恵はあったのだ。




　さて、妃嬪を迎える際に必要なものがある──皇后の許可だ。




　　　　※




「いいんじゃない？　お迎えしましょうよ」

　そしてそれは、実にあっさりと出た。

　新しい妃を迎えることが決まってすぐ、小玉のもとに向かった文林だったが、小玉はいっそさわやかといえるくらいの笑顔で了承した。

　候補者の身上書に目を落としながら、小玉は問いかけてくる。

「待遇は？」

「貴妃だ」

　皇后に次ぐ──司馬淑妃さえしのぐ位だ。高貴妃が薨こう去きよして以来空席だった位を、文林は新しい妃に与えるつもりだった。というより貴妃ほどの待遇でなければ、誰も納得しないような相手である。実際小玉も、あっさり納得する。

「大盤振る舞いね。でもこれほどのお姫さまなら、当然か」

　そう言いながら小玉は、皇后の印を所定の位置にためらいもなく押す。

　最初から心配はしていなかったが、ここまで頓とん着ちやくされないことに、文林は少なからず苛いら立だちを覚える。しかし彼女がここまで嬉うれしそうにしているということは、好きなように動けなかったことによほど苛立ちが溜たまっていたのであろう。そう思うと、やはりこうするしかなかったのだろうという気もした。

　このまま実質的な軟禁状態が続いた場合、小玉はそれこそ盗んだ馬で出奔しかねない。盗まなくても、白夫人がいるが。

「用はこれでおしまい？　……あ、いや、あたしがおしまいじゃなかった。お姫さまが後宮に入るのはいつなのか教えて」

「半月後だ」

「……半月!?」

　小玉が目を剝むいた。

「早くない!?　あたしのときだって、三ヶ月あったよね！」

「どうやらそうとう前から根回しをしていたようでな……」

　あまり目立たない顔立ちの兵部尚書の姿を思いだしながら、文林は苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔をする。目立たないわりに胆力は抜群で、清濁併せ持った判断をする男だ。奸かん臣しんではないが、良臣と呼ぶためにはこちらが上手に扱ってやる必要がある。

　なにせ彼の直属の部下は、王おう蘭らん英えいだ。いくら優秀でも、軍から科挙を受け直して文官になったという異色の人材を引き立てるような人間が、ただ者であるはずがない。おそらく蘭英も、今回は文林の味方にはなってくれないだろう。

　しかも即位前の文林並に傍系とはいえ、皇族の血も引いているときている。

「もしかしたら一番の敵はあいつなのかもしれない……」

「誰？」

　小玉の問いには答えず、文林は遠くを眺め、心の中の粛正名簿の「審議中」の欄に、兵部の尚書の名前を追加した。




　　　　※




　半月後、一人の娘が後宮の前で気合いをみなぎらせていた。




　──ここにわたくしの戦うべき相手がいる。




　そう胸中で呟つぶやく彼女は気合いに満ちていたが、別に仁王立ちしているわけではない。身分の高い姫らしく、淑しとやかに馬車の中に座していた。

　彼女の名は紅こう燕えんという。新しく貴妃となる娘だった。




　ごとごとと揺れる馬車の中、紗しや越しに宮城を眺めつつ、紅燕は胸の高鳴りをおさえられなかった。ここに来ることを、ずっと憧あこがれていたのだ。

　昨夜のことを思いだす。

「姫さまならきっと、皇后の座に最も近いところにあらせられますわ」

　帝都入りを前にして眠りにつこうとする紅燕に、夜着に着替えるのを手伝う女官が、興奮をおさえきれないという様子でささやいた。紅燕はそれに肯定も否定もせず、艶えん然ぜんと笑みをうかべた。

　彼女の言うことは文句なく正しかった。

　家中の者も、結局はそのことで、皆納得したほどだ。当今の後宮には、皇后以下、自分ほど血筋と身分が確かな者は存在しない。

「それに姫さまはお美しいのですもの」

　その言葉も正しい。母から譲り受けた顔立ちは、自分が見てもろうたけている。さすがにこの点では、後宮でも際立っているとは限らないが、それでも比肩できる者はごくわずかであろう。

「お若くてもいらっしゃる」

　これも正しい。今の皇帝は現在の皇后を後宮に指名して入れてから、もう何年も妃ひ嬪ひんを一人も増員していない。十代半ばの紅燕より若い者は一人もいないはずだった。




　現在の皇帝は淡白なことで有名である。即位してから数年は後宮に足しげく通い、何人かの妃嬪との間に男児を三人設けたが、その後は極端に渡る回数が減った。

　同時期、のちに立后する関氏が入宮したため、彼女が寵愛をほしいままにしているのではという説も流れたが、案外風よけではないかという噂も流れている。

　皇后を知る者は、大抵「いやあ……」と苦笑いする。故に彼女はかなり不美人と言われている。だから皇帝が実は男色家だとかいう噂のほうが信じられているくらいだ。

　ともあれ、皇后への義理かあるいは本当に風よけにしているかはわからないが、先に述べたとおり、皇帝は現在の皇后が入ってきてから、後宮に新しい女人を一人も入れていなかった。




　……今日までは。




「お母さま」

　紅燕は、横に座る母の手にそっと触れた。

「わたくしは必ずここで、上り詰めます。そしてあの方の隣の座を、必ずや……」

「紅燕」

　母が紅燕の名を呼んで、手を握り返してきた。

　横を見上げると母は美しい顔に満面の笑みを浮かべていた。

「それでこそわたくしの娘です。わたくしは今、これまでになくそなたのことを誇らしく、かわいらしく感じています」

「お母さま」

　野心に満ちてはいるものの、美しい母娘が手を取り合っている姿は実に目を慰めるものであった……見る者が誰一人いなかったという問題を除けば。

「わたくし、必ず娘じよう子しの腹心になりますわ……李昭儀を追い落として！」

　紅燕はあらためて高らかに宣言する。




　憧れの方──昔は関将軍、今は関皇后と呼ばれる方のお側にいたい。

　それは、馮紅燕の夢だった。そしてそれが叶かなう日が来たのだ。




　　　　※




　同時刻。

「ふ、ふふふ……」

　眼下を走る馬車を目にした真桂の口から、笑みが漏れる。不敵なそれは背後に雷などを添えるとお似合いであろうが、あいにく今日は、見事な晴れだった。

「自ら身中の虫を招いた心持ちだわ……けれども後悔はしない」

「昭儀さま、おいたわしい……」

　背後に控える女官・細鈴がそっと袖そでで目め尻じりをおさえる。真桂はふっと悟りを開いたような笑みを浮かべる。

「いいのよ、わたくし一人では娘子をお支えできない。今回の一件でそのことがわかったもの」

「ですが残念ですわね。先方への連絡のあとに薄充儀がこちら側についたこと。もしあの方の動向がもう少し早ければ、この件は先延ばしにできましたのに」

「いえ、薄充儀の件はいいわ。彼女本人が娘子の側についたからといって、彼女の実家まで味方になったわけではない」

　薄充儀は現在、生まれて初めて父親に反抗しているという状態である。家庭内で絶対君主であった父親とは完全に対立している状態で、実家の協力はまず見込めない状態だ。しかし、真桂はこの件について彼女を「役立たず」などとは思わない。

「それに……」

「それに？」

　聞き返す女官に、真桂は真顔で拳こぶしをぐっと握った。

「彼女は創作活動に専念するべきだと思うから、こういう件には携わらなくていいと思うの」

「なるほど」

　女官は納得したが、普通の人間であれば納得しない理由である。ともあれこの場に、そのことを指摘する者はいなかった。




　薄充儀──彼女は特殊技能によって、皇后派の妃嬪内においてのみ、ある種特権的な立場を確立した人物であった。




「これから、たいへんなことになりますわね……」

　女官の声に、真桂は表情を引き締めて呟く。自分に言い聞かせるために。

「馮王女は淑妃を掣せい肘ちゆうするいい人材だわ。彼女が後宮にいれば、それを口実にして母である王太妃も頻繁に来て、司馬尚書を牽けん制せいできる……」

　その後は口にはしない。けれども心に刻みつける。




　けれども、これまで皇后派の妃嬪の中で筆頭の地位にいた真桂の地位も、圧迫される。それは間違いない。




　相手は貴妃。四夫人の筆頭で、自分はその下である九嬪の筆頭。彼我の位の差は三つしかないが、後宮の位というのは上に行けば行くほど位と位の間が広い。

　だから真桂もここ数年昇格していないのだ。むしろ子も産んでいないのに才人から昭儀になった時点で、破格の出世である。

　しかも相手は強力な後ろ盾を持った皇族。こちらは金はあるとはいえ、一地方の豪族の娘だ。しかし、真桂は負けるつもりはない。

「あの父もそろそろ引退するべきでしょう。あとは優秀な息子に任せるべきだわ」

「はい。昭儀さまは本当に親孝行な方ですわ」

　真桂は正室腹の娘である。同腹の男兄弟はいないが、異腹の者は数多い。そうであれば誰の子が跡をついでもこだわりはない。

　真桂は父の側室の中でも特に優秀な息子を持つ者に連絡をとり、手を結ぶことにした。彼女の息子の一人には父の跡を継がせて、真桂の実家の勢力を拡大させる。

　そして他の者は、科挙を受けさせて官僚にするつもりだ。何名か受けさせれば一人は合格するであろう。なにせ才女と呼ばれた真桂の弟だ。そして将来的には真桂を後押しさせるのだ。

　それは実に遠大な計画であった。

「しばらくの間は不利でしょうけれど……必ず巻き返してみせる」

　武者震いを感じながら、真桂は高らかに笑った。外でそれをやると明らかに迷惑なのだが、今日の彼女は一切気にしなかった。

　そんな迷惑な彼女をたしなめもせずに見守る女官は、当面の間は主あるじの正せい拳けん突きが誰にも炸さく裂れつしないことを確信して、彼女なりに満足だった。別のことで発生した問題については、彼女の気にするところではなかった。




　　　　※




　これまた同時刻。

「……ん？」

「どうした？」

　不意に顔をあげた小玉に、文林が不思議そうな顔を向けてきた。

「や、なんか変な音？　声かな？　聞こえてきたんだけど……」

「鳥か？」

「どうだろう……」

　そこまでは判別できない小玉は、なんともいえない表情で小首をかしげた。

「そろそろ王女さま方が到着なさるかしら」

「そうだな」

　小玉が先に立ち上がるのと同時に、外から合図の声が響いた。




　　　　※




　紅燕が母と共に宮城に入ると、すぐに皇帝夫妻による謁見のため呼び出された。もうすぐお会いすることができる。そう思うと手が震えた。

　通された場で母と共に跪ひざまずいて待つ。生まれてこのかた、誰もが自分にかしずく場から出たことのない紅燕にとっては、やりなれない所作だ。

　せいぜい祖先に対する祭さい祀しの時くらいしかやった覚えがない。床の硬さが少し気になる。だが、立って待つことは許されない。

　母は皇帝の娘ではあるが、今は一王家の王太妃という立場でしかない。また、紅燕自身も王女であるが、まだ後宮においては無位の状態だ。

　これで母と皇帝との関係が近しいものであるならば、話はやや異なるのであろう。しかし皇帝と母は叔父おじと姪めいという、やや遠い関係だ。しかも母方の祖父は、皇帝とは同腹ではなく異腹の兄だ。

　とはいえ、血が遠いからこそ、自分の後宮入りが許されたのであろうから、文句は言えない。

　やがて、皇帝夫妻の訪れを告げる声が響き、紅燕はますます深く額ぬかずいた。

「息災であったか」

　入室して椅子に着座した皇帝の声が響く。跪いたまま母が答えた。

「大家の聖恩をもちまして」

　同様に跪いたままの紅燕だが、そっと目だけをあげて様子をうかがった。




　皇帝は、実に秀でた容色をしていた。以上。

　紅燕にとって大事なのは、その横に座す皇后だ。




　初めて目にする姿に、紅燕はそっと視線を外し、また目を伏せた。なんというか、感極まって直視できなかった。

　その状態のまま紅燕は、皇后からの宣言を聞く。この瞬間、彼女は貴妃になった。その事実をしみじみと嚙かみしめる。

「……あとは皇后から沙さ汰たがあろう。皇后、任せた」

「御意」

　皇帝は母と形式的な挨あい拶さつを済ませたのち、さっさと退出していった。

　皇帝がいなくなってからややあって、皇后のひそやかな声がする。

「……あなたたち、椅子を」

　そして、はっきりとした口調で、紅燕たちに声がかけられる。

「帝てい姫きさま、王女さま。どうかお顔をおあげくださいませ。そしてこちらへおかけください」

　自分の横で母が身を起こす気配を感じ、紅燕はそれに倣う。

　皇后のすぐ前に二つの椅子が配置されていた。おそるおそる母の後ろについていき、腰かける。すぐに茶が菓子とともに運ばれる。

「帝姫さま、ご無ぶ沙さ汰たしております。お元気でしたか」

「ええ。娘子も、お元気そうでなによりですわ。折に触れて文など交わしておりましても、直にお目にかかることに勝るものはございませんわね」

　問いかけの内容は、先ほどの皇帝からのものと同じであった。しかし、それに対する母の反応は全く違う。声の華やぎも、言っている内容の分量も数段違う。皇后のほうもまた、母に対する親しみを込めた態度だった。

　紅燕は内心、母がうらやましくてならなかった。この方にこんなふうに親しげに話しかけられて、話しかけることができるなんて。

　しかし、とすぐに思い直す。自分だってもう少しすれば、同じくらい近しく接することができるようになるのだ。

　幼い頃から、色々な人から当代の皇后の逸話を聞いて育った。特に母からはいつもその素晴らしさを聞いていた。彼女が一武官の時から憧あこがれていたのだ。その人に会って、それどころか側にずっといられる日が来たのだ。

「帝姫さま。この場では、そのようにお気を遣った振る舞いなどせずともよいのですよ。帝姫さまは今も昔も高貴な女人ですし、かつてわたくしは帝姫さまにお仕えしていた身分です」

「昔は昔です。わたくしの身分が高いのは確かですし、あなたさまがわたくしに遠慮なさるお気持ちもわかります。ですが、今この国で最も高貴な女人は、皇后であられるあなたさまをおいて他にございません」

　皇后がため息をついた。

「もう……昔から頑固でいらっしゃるのですから」

「娘じよう子しも同じくらい頑固ですわ」

「……皇后でなくなる日まで、昔のようにお話はできないわけですね」

　皇后の苦笑いを含んだ冗談に、母はきっぱりと言った。

「ご冗談を。わたくしは大家のことははっきり申し上げて嫌いですが、それでもあなたさまを立后したことにおいては、手放しで評価しておりますのよ」

　暗に、「あなたさま」が廃后に至れば、皇帝への後押しはすべて退けると言っているのである。

「……買いかぶりすぎです」

「まさか」

　母は優雅に茶を一口含んだ。

「ところで今日は、王女さまが後宮にお入りになるということで……」

　皇后の目が自分に止まった。一瞬、心臓が跳ねる。

「ええ。至らない娘ではありますが……」

　母の言葉と共に、深く頭を下げる。ここで少しでも彼女に好印象を与えなければ、意味がない。

「宣言しおわってから問うのもいかがなものかと思いますが、本当によろしいのですか？　まだ開かれていませんが、皇子の後宮のほうがよいのではないでしょうか？」

「いいえ」

　皇后の前で初めてはっきりと声を出した。

　それだけで鼓動が速くなった。憧れの人の近くに行くという夢が叶かなうのに、その人の前で挙動不審になってどうすると自分に言い聞かせる。

「わたくしは大家の後宮がよいのです」

　仮に皇太子の正妻になれるのであれば、それも悪くないと思う。そうなれば皇子たちの嫡母である皇后のことを「お義母かあさま」と呼べるから。

　しかし、皇太子自体、まだ決まっていない。ならば、皇帝の後宮に入り、「お姉さま」と呼ぶほうがよい。

　紅燕のきっぱりとした物言いに、皇后は一つ頷うなずき、あらたまった声を出す。

「わかりました。ではあらためて歓迎いたします」

「ありがとうございます」

「感謝申し上げます」

　母と二人頭を下げた。これから夢の生活が始まると思った。




　その直後である。皇后が冷水をぶっかけるようなことを言い出したのは。

「実を言うと、後宮に上がりたいというお言葉をいただき、安心しましたのよ。実は大家は、わたくしの甥おいの妻に王女さまをと考えておりまして」




　耳を疑ったのは、母も同様のようだった。

「え……」

「今なんと……」

　皇后は呆あきれたように言う。

「信じられませんでしょう？　わたくし、ご存じのとおり、微び賤せんの家の出ですし、甥自身も無位無冠の身です。そのような者が王女さまを娶めとるなど、王女さまに気の毒で、わたくしがお止めしていたのですが……」

「…………」

「…………」

　紅燕は母と絶句したまま顔を見合わせた。




　つまり、である。




　仮に後宮入りを望まなければ、自分は皇后の甥の妻となり、皇后の本物の身内になれたかもしれないのだ。

　母も目を大きく見開いている。彼女のほうもそのことを知らなかったことがわかる。仮に知っていたら、そちらの話のほうを押していただろう。

　絶句する自分たち母娘の前で、皇后はにっこりと笑った。

「ですから、そちらから妃ひ嬪ひんにというお話をいただき、安心いたしました。きっと王女さまならば、大家の寵ちよう愛あいを受けることができますでしょう。わたくしも精一杯後押しいたしますわ……」

「娘子、お待ち下さい！」

　悲鳴のような声で母が言った。

「娘は別に大家の寵愛を受けに来たわけではありません」

「えっ？」




　心底不思議そうに首をかしげる皇后の様子から、色々なことがこの人に伝わっていないとわかった。そしてそれはきっと……。




　──李昭儀の仕業ね。




　紅燕は、ぎゅっと自分の服を握りながら確信していた。

　言いがかりの領域に入るくらいなんの根拠もない思考だが……実際そのとおり、李昭儀の仕業だった。

　紅燕はついでに、まだ会ったことのない李昭儀が高笑いしている姿を脳裏に想起した……実際そのとき、李昭儀は高笑いをしていた。




　かくしてここに、女の戦いが幕を切って落とされたのである。後宮で行われる争いとしては、巡る対象が皇后であるという点で類を見ないものであるが、それは間違いなく女の争いだった。

　それらのことを、まだ皇后はよくわかっていない。だが不幸なことにそのうちわかってしまうこととなる。

　そして彼女は、「自分は後宮内をひっかき回しているのだろうか。後宮の監督者としてそれはどうなんだろうか」と、いろんな意味で自身の位に疑問を追加することになるが、それは別の話である。




　なお別の話ついでにもう一つ。

　紅燕と李昭儀は、のちに紅燕が皇后の甥の妻になったあとも文通を続ける仲になる。戦いが絆きずなを深めるというのは、男同士だけの話ではないのだった。







　　　　※




　さて、小玉としては、新しい妃嬪を迎えた以上、他の妃嬪に紹介をしなくてはならない。

　まずは高位の妃嬪に……ということで、以前よりは居心地の悪さが減った会議の場を設け、馮貴妃を紹介した。

「貴妃さまにご挨拶申し上げます」

　他の妃嬪の挨拶を受け、馮貴妃が鷹おう揚ように頷く。正直、小玉よりはるかに若い……どころか幼いのに、小玉よりはるかに皇后の風格があった。

「お姉さま方、よしなに」

　この場にいる誰よりも年少である馮貴妃は、他の者を「お姉さま」と呼びながら答礼する。

「まことにお若くてお美しいこと。皇后にお迎えできなかったことが残念ですわ」

　そんな彼女とついでに小玉に、いきなり司馬淑妃が仕掛けてきた。彼女は、馮貴妃を迎える一件で、小玉を引きずり下ろせなかったこと、そして自分がまた皇后になりそこねたことを知って、腹に据えかねているようだった。

「まあ、そのような」

　淑妃に対し、馮貴妃は団扇うちわを口元にあて、ほほほと笑う。

「血筋だけが取り柄の者が皇后になるなど、とてもとても……」

　それだけならばただの謙けん遜そんで済むのだが、彼女は最初から飛ばしてきた。

「ところでこの場にいるもう一人の四夫人は、なにが取り柄で冊さく封ほうされたのでしょう……繁殖力でしょうか」




　──言ったー！　あとこの娘、やっぱり文林の親しん戚せきだー！




　内心で小玉は絶叫した。言葉選びに、隠しようのない血縁関係を感じてしまった。淑妃は淑妃で眦まなじりをつり上げる。

「なにをおっしゃいますの？」

「あら、わたくし声が小さかったようですわね。お許しくださいませ……『繁殖力』ですわ」

「は・ん・しょ・く・りょ・く」と、ことさらに音を区切って馮貴妃は言い直す。

「この……」

　淑妃は言葉を失ったようだった。馮貴妃は、あらと意外そうな声をあげた。

「どうなさいましたの。繁殖力のなにが悪いとおっしゃるのですか。むしろわたくしは褒めたたえておりますのよ。この場で唯一、大家のお子を授かった……後宮としては最も望ましい取り柄ではないでしょうか」

　彼女の言っていることは正しい。ただ言葉選びと、選んだ言葉に込めた感情と、それがあからさまに表出しているところが、とてつもなく駄目だった。要するにほとんど駄目だった。

「わたくしもぜひあやかりたいものですわ。こういう場合、なにに願えばよいのでしょう……鼠かしら、猫かしら」

「馮貴妃。いくらなんでもお口が過ぎますよ」

　さすがにたしなめる小玉に、馮貴妃はがらりと表情を変え、甘えるような声を出してきた。そして実際、甘える仕草で小玉の腕に自分のそれを絡めてきた。

「お許しくださいませ、お姉さま」

　その光景を見て、今度はそれまで会心の笑みを浮かべていた真桂が、ぴきりと表情をきしませた。

「わたくしはまだまだ幼くて、お姉さまのご指導を賜らなくてはいけない未熟者ですわ。これからお側で色々とお教えくださいましね。せっかく隣の宮を賜ったのですもの……そう、お隣の」

　ここで馮貴妃は、真桂のほうを向いて、満面の笑みを浮かべた。なぜそこで彼女に笑みを向けるのか、この時点での小玉はわかっていなかったが、今までを上回る猛烈な居心地の悪さを感じていた。




　──あの日に帰りたい。

　そんなことを、小玉は思った……どの日だか、自分でもわかっていないが。




　孫修儀も遠い目をしている。薄充儀も……いや、彼女は自分付きの女官と一緒に、なにやら一生懸命冊子に書き付けをしている。彼女もあの日の彼女に戻ってほしいと、心底思った。彼女については、どの日の時点まで戻ってほしいか明確にわかっている。




　　　　※




　外を眺めると、宵闇の中、白いものが舞い散っていた。

「冬ね……」

　窓辺に座り、小玉はぽつりと呟つぶやいた。言っている本人にもわかるほど、暗さを帯びた声だった。

　文林から話を聞いた時点から、確実に時間がかかる案件だと思っていたが、現在進行形で的中しすぎていて嫌だ。

　文林が新しい妃を迎えたことで、小玉の廃后の話は消えたものの、ふわっとした不義密通の疑い自体は晴れていない。うやむやになるまで……ということで、引き続き自粛の日々が続いていた。

　小玉は文林から言われた自粛要請は、まっとうなものだと思っていた。

　疑わしい要素が随所に見受けられるとはいえ、司馬尚書たちの言い分には理があった。そしてそれを受けた対応も。だから小玉は、素直に承諾したのだ。

　自分は潔白なのだから、堂々としていれば問題ない。きっとみんなわかってくれる──そんな美しい理屈が通じる世の中ではないと、小玉はわかっていた。そういうふうになってしまった自分が幸か不幸かはともかく。

　ただ、現状は「幸」だろうなと、少し皮肉っぽく考える。今ここで対応を間違えれば、事と次第によれば死を招くからだ。

　ともかく今大事なことは、自分が事態を重く見ているということを、周囲に知らしめることだ。そして追及される要素を減らすこと。そういう自分の役割を、小玉はきちんとわかっていたし、果たしていた。

　だが本来果たすべきことを抑制される。そんな状況が長らく続いて、鬱うつ屈くつせずにいられるわけがない。

「雪中での動き、指揮したかったな……」

　普通は収穫期から冬にかけて戦が行われることはないが、もしものときのことを考え、訓練をする必要はある。小玉はそれに立ち会いたかった。特に最初の一年目であるこの時期は。

　もっとも、賢恭ならば問題なく進めてくれているだろう。そういう確信はあった。




　それだけに思うのだ。

　──じゃあ、あたしはいらないんじゃないの？




　今「本来果たすべきこと」が、本当に自分にとって果たすべきことなのか揺らいでいる。それは皇后になった当初とは、比べものにならない。

　そうなると皇后という立場を守る必要性が、小玉の中でどんどん薄らいでいく。かといって後任に適当な人材が思いつかないが……司馬淑妃は個人的な感情を除いても、皇子の生母という要素以外論外である。

　しかし自分が皇后に立つまで空席でなんとかなったのだから、自分がいなくなってもなんとかなるのではないだろうかとも思える。最近妙に後宮がまとまってきていることであるし。それに……。




　小玉は一つ、ため息をついた。




　そういえば三羽烏への結婚祝いも、直接渡せなかったな……と、小玉は窓にこつんと額を押し当てながら思った。まあこれは、個人的な理由だが。

　そのままの体勢でいると、頭にじわじわと冷気がしみこむ。それは小玉の心にも移っていくようだった。

「娘じよう子し！　あの、娘子の廃はい后こうがまた奏上されました！　その……先の馬の餌の件で」

　だから駆け込んできた梅花にも、小玉は投げやりに言い放つことができたのだろう。

「いいんじゃない？　潮時よ」

「……娘子？」

　ただならぬ様子の小玉に、梅花は怪け訝げんそうな表情を向けてきた。そして不意に顔をはっと青ざめさせる。

「まさか本当に娘子が……！」

　そんな梅花に、小玉は投げやりな態度を投げ捨てて、弁明する。

「いやいやいや、違う！　そういうことじゃないの！　でもごめん！　今のは誤解させる流れだった！」

　とはいえ実際、潮時なのだと思う。小玉に対するふわっとした疑惑は晴れていないうえに、新しい妃を迎えても皇帝がそこに通おうとしていない現状。

　結局なんの解決にもなっていないではないかと、司馬尚書たちが言い立てたとしてもおかしくはない。梅花もそこはわかっているだろう。

　だが実際、それは小玉のせいである……本人がそう思っていることは、きっと梅花も知らないはずだ。

　小玉は内心で自じ嘲ちようする。自分は文林に対して強く勧めることができないし、馮貴妃を激励することもできていない。

　それは馮貴妃がまだ幼いからだ。文林は「あんな子どもと同どう衾きんするのは嫌だ」と言って、後宮に迎えただけで一通りの用件は果たしたという構えである。また馮貴妃も夜よ伽とぎに関しては、「わたくしまだ怖くて……」と儚はかなげに身を震わせて小玉にもたれかかってくる。また小玉も、二人の言い分がもっともだと感じてしまったのだ。

　もしこれが本当に皇后らしい皇后であるならば……と、小玉は思う。きっと皇帝に貴妃の宮へ行くよう勧め、貴妃には後押しをするなり、閨ねや事ごとの指導をするなりしてやるのだろう。だが小玉にはそれができない。特に閨事の指導自体は、精神面の問題以前に技術的に無理である。

　だから、そういう点でやはり自分は皇后としての素質が皆無なのだ、と小玉は思うのだ。小玉にとってはそのことが、皇后という立場を守る必要性を薄める最大の要素だった。

　小玉は立ち上がりながら、梅花に言った。

「これから大家のもとへ参ります。準備を手伝って」







　文林の宮を訪ねた小玉は、主あるじの不在を告げられた。

「あら……」

　いささか肩すかしな思いで、出直そうかと思った小玉だったが、宦かん官がんに引き留められた。雪も強くなってきたので、と。

「そうね。では通してください」

　小玉自身は雪が積もっても元気にかき分けられるが、連れてきた者は別である。このまま乾極宮に留とどまることにした。

　付き人は別室で待機させ、小玉は寝室に通される。文林が不在のとき、小玉はだいたいここで待機していた。文林の私室の中で唯一政務に関する書類と縁遠い場所だからだ。それ以外の場所は、彼が一緒でなければ足を踏み入れるのを避けていた。

「なにかお飲み物でもお持ちしましょうか」

　その問いに小玉は少し考えてから、言った。

「お酒は出していただけるかしら」

「はっ……」

　目を白黒させる相手に、小玉はすばやく片手をあげて前言を撤回する。

「ああ、無理なら構いません。ごめんなさいね」

「いえ、失礼いたしました。お出しできます。少々お待ちください」

　慌ただしく言ってそそくさと退出する、いつもと違う老宦官を見送りながら、小玉は悪いことをしたかなと思った。彼女はここではいつも茶か白湯さゆしか頼んだことがないからだ。




　だが正直いって今日は、飲まなきゃやってらんねえ──そんな気持ちである。

　……というかここしばらく、そういう日が続きっぱなしだ。そして梅花も、なにひとつ苦言を呈さないあたり、小玉の精神状態がうかがえるというものだった。




　供された酒は香料が入っていて、いかにもお高そうな酒だったが、率直に言って小玉の口には合わなかった。

　しかし口にするものに関してはどこまでも敷居の低い小玉は、文句一つ言わなかった。今ここで大事なのは、酔えるかどうかだ。そして出された酒は、その基準を十分に満たしていると思えるような強さだった。

　小玉は、黙々と手酌で飲んだ。酒瓶が空になるまで。




　　　　※




　文林は数ヶ月ぶりに、疲弊しきって自分の宮に戻った。そして小玉が訪れていることを知らされ、遠い目をした。

「そうか……」

　今は心底彼女に会いたくなかった。一度会ったら色々と話をしなければならないという状況である。手間を惜しむ気はないが、せめて気力がもう少しみなぎっているときに、そういう時間を作りたかった。




　本日、先の司馬淑妃の馬の暴走の原因である毒を盛ったのは、小玉ではないかという疑いを持ち出された。相手もここが勝負のしどころと見たのだろう。なぜなら裏で文林が失脚を狙って、本格的に追い落としをかけてきたからだ。鳥とり兜かぶとの件で未いまだに犯人を特定できていなかったのは痛いが、相手もなりふり構わず攻めてきたことがうかがえ、文林としても身が引き締まる思いだ。ここが勝負の分かれ目と見ている。




　だから……だから、今晩はゆっくり休みたい。




　自分自身が気力が尽きかけているうえに、小玉は小玉で神経をすり減らしている状況。正直、会って穏便に済むと思えない。

「皇后は今どこだ？　寝所か？」

「はい、あの……御ご酒しゆをお召しになっておいでです」

「そうか。珍しいな」

　夜も遅いことだし、酔っ払って寝ていてくれないだろうか。そんな思いを抱きつつ、文林は宦官の返答を流した。相手がためらいがちに言葉を発していたのは、まるで気にならなかった。

　かくて文林は、皇帝が自分の寝室に入るとは思えないようなこそこそした足取りで廊下を歩き、自分でそっと扉を開け……、

「あーら、大家におかれましては、遅かったじゃない」

　据わりきった小玉の目とご対面した。

「……起きてたかお前」

　相手が起きている以上、こそこそする必要はない。文林は内心で舌打ちをしつつ、部屋に足を踏み入れた。

「起きてちゃ悪いっての」

　しかし小玉の物言いに、違和感を覚える。いくら精神的にささくれだっていても、こういう言い方をする人間ではない。

「どうした？　……そういえば、酒飲んでいたな。どれくらい飲んだ？」

「こんくらい」

　言いながら小玉が、小さな酒瓶を持って左右に振る。彼女がそれくらいで絡むほど酔うとは思えなかったが、とりあえず「酔っている」ということにしようと文林は思った。そのほうが都合がよかった。

「大事な話があるが、今お前酔ってるから。素面しらふのときにしような。水持ってきてやるから、それ飲んで寝ろ」

　一息で言って、水を持ってこさせようと文林は踵きびすを返した……が、裾すそをがっちりと摑つかまれ、一歩以上進めなかった。

「小玉」

　たしなめる声を出す文林に、小玉は挑発的に笑った。

「話をしないなら、別のことをすればいいじゃない」

「……小玉？」

　さすがに普段と様子がおかしすぎる。水以外に医師も必要だろうかと思った文林だったが、その隙に足払いをかけられ床に倒された。酔ってるわりに動きが的確すぎる……いや、今はそういう問題じゃない。

「待て、おい。殴りたいなら殴ってもいいが、まず水を飲もう、な」

　自分ではなく、自分に跨またがってくる小玉のほうを心配する文林は、優しいというより、殴られる心当たりが多すぎるという点でどうしようもない男だった。

　小玉はなだめようとする文林の右手をとり、膝ひざでおさえつける。そして勝手に話を進める。

「大体さあ、あんたなんて、女大量に侍はべらせて、その気になればいくらでも性欲処理できる立場なのに、あえてしないなんていう贅ぜい沢たくなお立場なわけじゃない」

「そうだな。なぜ今そういう話になるのかはわからないが、事実としてはそうだな」

　文林はおさえつけられた右手を解放しようとしながら、とりあえずうんうんと頷うなずく。文林の話をぜんぜん聞いていないことが丸わかりな状態に、これはもう実力行使しかないだろうかと覚悟を決めたが、次の瞬間予想外の展開に絶句した。

「おま……なにしてる？」

「脱いでる」

　小玉は素直に答える。なぜかそこは素直に文林の声を聞いているようだった。上半身を露あらわにした小玉に、文林は思わず顔をそらす。

　そんな文林に構わず、小玉は話を進める。

「ほらさ、話戻すけど、あたしなんて性欲の処理のしようがないじゃない？　この前からの貞節がどうのだっけ？　そういう話と絡めてさあ」

「……まあ、そうだな」

「それって、誰のせいだろうね？」

「……俺だな」

「だよね」

　そう言って小玉は、文林の顔を両手で正面に向けると唇にかみついた。それを自由になっている左手と首の動きだけで無理矢理そらし、文林は上ずった声で言う。

「小玉、落ち着こう。まず俺が落ち着く」

　さすがの彼も、完全にうろたえていた。

　そんな彼の顔を再び正面に向け、小玉がささやいた。

「……責任はとってくれないの？」




　ここで話が急に変わるが、文林は普段、理性の人である。色々な欲求をそれによって制御している。それを可能にしている人間だった。

　しかし今日の文林は疲れていた。本当に疲れていた。

　そういうとき、制御下においていたはずの本能の手綱を手放してしまう。そういうことは、往々にしてありえる……というか、あっていいと思う。




　小玉のささやきを聞いた途端、文林の頭の中の悪なる部分が、そんなことを拳こぶしを握りしめて強く主張しはじめた。

　では善なる部分はというと、腕組みをしながらそのとおりではないだろうか、と頷いていた。小玉の言い分に理がある。そして、本人自身が望んでいる状況。




　そうならば、問題はなにひとつないではないか。




「……そうだな、責任はとるべきだよな」

「でしょう？」

　抵抗をやめ、同意する文林に小玉が無邪気に笑いかける。文林は今度は自分から小玉に口づけると、彼女を抱えて体勢を逆転させた。そして押し倒すかたちになった小玉のくすくす笑いを聞きながら、自分も服を脱ぎはじめた。




　要するに文林に、善なる部分など残っていないのだ。元々なかったとすら言っていいかもしれない。




　　　　※




　翌朝……というか、事が起こったのがもう夜も遅い時分のことだったので、ほんの数刻後。

　寝台で一人目を覚ました小玉は、素っ裸の自分を認め、うつ伏せの状態でゆっくりと両手を顔に押し当てた。

　そして血を吐くように呻うめいた。

「死にたい……っ！」

　今暗殺者が現れたら、無抵抗の状態で一息にやっちゃってくれとお願いするほどの強さで、小玉は世を儚はかなみたかった。

「馬鹿じゃないのあたし。ねえ、馬鹿じゃないの」

　震える声で自分を罵ば倒とうしながら、小玉は起き上がって、床に散らばっている衣服を次々と身につける。そして部屋からこっそりと出てようとして……扉の近くで侍っていた宦かん官がんに呼び止められた。

「おはようございます、娘じよう子し」

　よりにもよって、賢恭だった。

「……あっ、はい！」

　なにもやましいことはないが、気まずい思いにかられた小玉は、むだにはきはきと返事をした。

「朝あさ餉げのご用意が出来ておりますが」

「ええとはい、いや、いいえ、紅霞宮に戻って食べますから！」

　もう雪が積もっていようが、現在進行形で吹雪いていようが関係ない。自分一人で雪をかきわけてでも後宮に戻る所存である。早く自分の領域に戻って、考えをまとめたかった。

　まとめたところで、自害の決意が固まるだけのような気もするが、とりあえず戻りたかった。

「さようでございますか」

　賢恭が頷くのに愛想笑いを返して、小玉は付き人を置いていく勢いで、自分の宮に戻っていった。







「おはようございます娘子、元気そうですね」

　小玉を出迎えたのは清喜だった。力強く雪を踏みしめて戻ってきた小玉の、雪遊びをした子どものようなほっぺたを見ての発言だった。

　そんな彼の軽口に反応せず、小玉は清喜の肩をがしっと摑んだ。

「清喜、ちょっと面貸して」

「えっ、えっ……？」

　戸惑う清喜を自室に放り込み、小玉も自室に入ると扉をしっかりと閉める。

「ええと、優しくしてくださいね……？」

　とりあえず冗談を飛ばしてくる清喜に、小玉は真顔で返す。

「悪いけど今そういう関係の冗談は聞きたくもないの」

「『そういう関係』……？」

「清喜、いきなり本題に入るけど、あたし文林とやっちゃった」




　…………。




　しばらく沈黙したあと、清喜がこてんと首を傾げた。

「えっ、なにをですか？」

　しらを切るわけでもなく、本当にわけがわからないという素振りの反応だった。小玉はどう言い直そうか……と悩み、結局もう一回同じ言葉を繰り返した。

「文林とやっちゃった」

「……えっ、あっ」

　さすがに、二回目で通じたようだった。しかし清喜は自分の思いつきを信じられないというように、確認してくる。

「……それって、品のないほうの『やっちゃった』ですよね」

「むしろ上品な『やっちゃった』ってあんの？」

　普通、ない。

　清喜はしばらく絶句したあと、目をきょときょとと動かしたり、口元に手をやったりしながら、声をあげた。

「え、本当ですか？　ええ？」

　珍しく混ぜっ返すこともない、率直な驚きだった。

「で、どうしよう……」

「いや、どうしようって……そもそもどうしてそんなことに？」




　小玉は清喜に覚えてる限りの事の次第を説明しはじめた。その間に清喜は落ち着きを取り戻し、やがて呆あきれた眼まな差ざしを小玉に向けてきた。




「娘子が悪いですね」

「そうだね、あたしが悪い！」

　語っている本人も納得の感想だった。

　ところで説明してる間に考えがまとまるということは、よくあることだ。小玉もそのご多分に漏れず、思いつくことがあった。そして人間、思いついた時に実行する行動力は必要である。

「そうよね、清喜」

「まあ、そうですね」

　すごくどうでもよさそうに同意された。しかし、同意は同意である。

「よし、じゃああたし、ちょっと自害するから手伝って」

「なに馬鹿なこと言ってるんですか」

　見事に一いつ蹴しゆうされてしまった。

「ひどい！　いまあんた、行動力大事って意見に、同意したじゃない」

「時と場合によります。とりあえず、僕は禁酒することのほうに行動力を傾けたほうがいいと思いますよ」

　そのとおりだった。




　──酒。

　それ自体にはなんの罪もないが、そのせいでいったい何人が過ちをおかしてきたのだろう。小玉自身、過去に過ちをおかした。そして、今回、似たような過ちをまたおかした。




「もうあたし、死ねばいいのに！」

「そこまで言うことですかあ？　夫婦が夫婦らしいことしただけじゃないですか」

　わかったように言う清喜に、なんだかいらっとした。

「あんた、兄貴の昔の彼女が他の男と寝たことに、なんか文句ないの!?」

「もしあったら、娘子が後宮入りする前になんか言ってますって」

　さっきから清喜は、言っていることが、もっともすぎる。

「……悪い、八つ当たりした」

「いいえ」

　ため息をついて、机に突っ伏した。昨日のことを忘れてしまいたい。それなのにはっきりしっかり覚えているのが恨めしい。




　文林の上に乗ったあと、そのまま寝台に場所を移した。なんで相手まで行為に乗り気になったのかはわからない。あれか、酒の勢いか……。




「……って、あいつ飲んでないじゃない！　途中からでもいいから、止めなさいよ！　というか、最初の段階で止められるよね！」

「あっ、じゃあ大家にもちょっと責任あるんですね」

　しかも、飲んでないということは、以前やらかした失敗のような幸運──文林が忘れているということ──は、決してありえないということだ。

　文林は絶対に覚えているだろう。優秀な彼のおつむが素面しらふの状態の場合、そもそも「忘れる」という機能がついているかどうかも謎だ。

「次会ったとき、あいつの顔見てなに話せばいいの……」

「娘子……今おいくつですか？　どこの新婚初夜明けの新妻ですか？」

「ある意味合ってるわ……」

　小玉のつぶやきに、清喜はしみじみと返す。

「娘子……本当にお二人、することしてなかったんですね。いや僕も『やっちゃった』って言われて思いつきもしなかったあたり、そういう認識だったんですが。いやあ、お酒ってすごいですね」

　最後は酒への賛辞になった清喜の言葉に、小玉は決意を新たにする。

「……禁酒するわ。今日から寝る前にお茶でも飲む」

「寝る前のお茶は寝つき悪くなりますよ。まあ、今後ご夫婦で寝る気ないならお勧めします」

「あんた嫌い……」

　すごく追い打ちをかけられた気になって、小玉は机に再び突っ伏した。その状態で顔だけ清喜に向ける。

「あんた……うろたえないのね」

　若干八つ当たりじみた小玉の言葉に、清喜はいかにも心外そうに「そんなことないですよ」と声をあげた。

「その気になれば、『実は僕、あの日助けていただいた栗鼠りすでした！』とか叫びながら部屋から飛び出すことができるくらいですよ」

「ごめん、自分から言っといてなんだけど、そのうろたえ方わけがわかんない」

　そしてこの青年は今に始まったことではないが、どうして自分を小動物に置き換えるのだろう。小動物に失礼だろうに。

「わけがわからないなら、錯乱としては見事に成立してると思います」

　小玉は、得意げに胸を張る清喜の名を呼ぶ。

「清喜……」

「はい」

「今わかった。あんた表に出てないだけで、まだうろたえてるのね？」

「そのとおりです！」

　すごくいい笑みが清喜の顔に浮かんだ。小玉はため息をつく。

「自信満々に言わんでよろしい」

　ついでに、個人的に大切なことを細くする。

「あと言っとくけど、あたし栗鼠は助けないよ。害獣だから」

「……僕のこと駆除しないでくださいね」

「さあ、どうだろう」

　そんなやりとりをしているうちに、小玉は大事なことに気づいた。がばっと机から身を起こす。

「おかしい！」

「そうですね。酒飲むと、人間ちょっとはおかしくなりますよねー」

　と適当に返す清喜に、小玉は真面目な顔を向ける。

「いや、そうじゃなくて……あたし、あんな小さい酒瓶じゃ酔わない」

「ちなみにどれくらい飲まれたんですか？」

「五杯くらい……」

　小玉の回答に、清喜が目を剝むいた。

「『杯』!?　『本』じゃなくてですか！　むしろ『樽たる』でもないんですね！」

「いや待て、さすがにあたしも五樽は酔うの通り越して死ぬ」

　はっきり言って、小玉は酒に強い。

　昔はうっかり失敗したこともあるが、そのあとは自分の限界を見定め、少しずつ訓練して、今では酒豪と自称しても恥ずかしくない程度には飲める。

　だからこそ、昔うっかり酒で失敗した相手──文林と一緒にでも酒も飲めるし、文林を待つ間に酒でも飲んでいようという発想もできるのだ。

「なにかが……おかしい」

「うーん、なんか謎解き状態になってますけど、ご本人に聞くのが一番じゃないかと思いますよ」

「いや、そんなことできるわけ……」

「すぐできますよ。そこにおいでですから、大家」

「えっ？」

　手で扉のほうを指し示す清喜。その手の先を見ると、やけに申しわけなさそうな杏と、文林が立っていた。

「ちょっと、なに勝手に開けてんのよ！　扉叩たたきなさいよ！」

「さっきから結構派手にやってましたよ」

　全然気づかなかった。

「じゃあ僕たちはこれで」

　言いながら清喜は、ごく自然な動作で杏を促して部屋から立ち去ろうとする。小玉は思わず立ち上がった。

「待って！　なんであんた出ていくの！」

「ご夫婦のことは、まずご夫婦で話しあってください。最初が他人で臣下の僕というのは、荷が重すぎます。お二人で結論が出たあとに、またご相談承りますので」

　薄情……というわけではなかった。彼の言っていることは、正論だった。

　言葉を失って立ち尽くす小玉の前に、清喜と入れかわりのかたちで文林が現れた。

　二人の会話は、まずは日常感あふれる挨あい拶さつから始まった。

「おはよう」

「……おはよう」

　言いながら挨拶って大事だなと、小玉は思った。ちょっと落ち着きを取り戻したのを感じた。

「昨日のことだが……」

　言いかける文林に、片手をあげて制止し、小玉は言い切った。

「ねえ、その前にあんた！　あの酒おかしいんじゃない!?」

　それだけは言っておきたくて言っただけの発言だった。しかし、文林はきょとんとした顔でつじつまの合わないことを言い出す。

「なんだ、もう聞いたのか。梅花か？」

「……どういうこと？」

　今度は小玉がきょとんとした。

「うん？」

「え？」




　とりあえず、二人の認識の間に齟そ齬ごがあることを確認し合い、話を最初から仕切り直すことにした。




「俺の四代前の皇帝の代からの話なんだが」

　──ええと、文林にとっての誰だ。甥おい孫まごか、甥か、兄か……。

　四代前と言われ、小玉は話を聞きながら頭の中で逆算を始める。

　文林は話を続ける。

「当時の皇帝は、女好きだったが、疲れたときは自分が寵ちよう姫きの宮を訪れるのではなく、自分の寝室に招いていた」

「はあ」

「皇帝の寝室に侍はべる后妃に酒を提供するときは、いわゆる……男女の情を温める酒を出すことになっていた」

「……ん？」

「ほら、皇帝が疲れているから、相手をするほうに頑張ってもらおうということで……」

「待って。いやね、そういうことに疑問持ってるんじゃないのよ」

　小玉は文林の補足説明を遮った。ちょっと震える声で。

「あのさ、男女の情を温めるとかまだるっこしいこと言ってるけど、要はやらしい気持ちになるお酒ってことだよね」

「……そうだな。まあ少し放ほう埒らつになるような、ほら、お前は行動的だからそういうところが全面的に開放されたというか……」

　文林は、まわりくどい物言いで私見を述べはじめた。小玉はそれをきっぱりと無視して、糾弾の姿勢になる。

「そういうの、こっちの断りもなしに出すのって、どういうこと？」

　小玉は真剣に怒っていた。本当に酒のせいであったことがわかったが、それは小玉の心を安らかにする材料にはなり得なかった。

「すまん、俺も把握してなかった」

「あんたの宮での話じゃない！　そこの主あるじがわかってないって、どういうこと!?　馬鹿じゃないの！」

　最後の「馬鹿じゃないの」は、感情の昂たかぶりのあまり、音ではなく、呼気でのみ発せられた。

　文林はそれに素直に頷うなずきを返すが、小玉の気持ちがそれで落ち着くわけもない。

「……ああ」

「しかも他人風に言ってるけど、四代前ってあんたの親父さんだよね」

「そうだな」

「あんたが知らないにしても、そこから三代、皇帝はなにしてたの？」

　押し殺した声で追及する小玉に、文林は素直に説明する。今気づいたが、さっきから彼は目をそらしっぱなしだった。

「いや、三代前はその風習を盛大に活用していたんだが、先代と先々代は淡泊で、自室に妃ひ嬪ひんを招いたことはなかったから、いつの間にか半端に廃れたらしい……」

　ふと小玉は、昨日自分に酒を出した宦かん官がんが、そうとうな老齢であったことを思いだした。古参のみに伝わっていたということか。

「俺も今朝、主席太たい監かんから謝罪された」

「主席？　今、沈太監じゃないよね？」

「いや、賢恭は今龍武軍のことがあるから、次席に下げている。もう一人のほう」

　二人とも四十代から五十代にかけての年ごろだ。文林の宮にいる宦官としては、そこまで年がいっているほうではないし、賢恭は賢恭で軍での生活が長い。代を挟んで途切れていた習慣までは、把握できていなかったのだろう。

「そのわりに、なんであたしが起きたとき沈太監が部屋の前にいたの？」

　その問いに、文林は一瞬言葉に詰まり……なぜか観念したように語りはじめる。彼らしからぬ態度に、小玉は猛烈に不安感を覚えた。

「……今朝、俺が寝坊しそうになってな」

　なにやら急に話が変わったような気もするが、小玉はとりあえず相づちを打つ。

「うん」

　皇帝の朝は早いものだ。毎朝夜明け頃には、百官の前に出御する必要がある。要は大規模な職場の全体朝礼だが、儀式としては皇帝の司つかさどるもののなかで特に重要なものである。

　さっき話題に出た文林の父のように、歴代の皇帝の中にはないがしろにする者もいたが、文林は自分の治世の間はこの儀式をないがしろにするつもりは一切ないと宣言していた。そのことは小玉も知っているし、応援もしている。

　要は皇帝の、特に文林の朝寝坊は、宮廷的に一大事件ということだ。

「即位以来の異常事態ということで……いや、俺がそうするように命じてたんだが……主席太監と次席太監が踏み込んだ」

「最低だ」

　小玉は真顔で吐き捨てた。というか、本当に吐き気がしてきた。

　要するに事後まっただ中という現場を、二人に見られたわけだ。宦官だから問題ないといえば確かにそうだが、小玉はどうしても宦官が異性であるという認識を捨て切れていないので、率直にいって嫌だった。

　ついでに初恋の人にそういう現場をおさえられたという事実も、嫌を通り越した境地に達していた。

「それで事態を把握するために主席が動いて、次席が部屋の前で待機することになった」

「そう……」

　頷く小玉の目はもはやうつろである。

「……責任はとる」

　昨日もそういう単語を聞いたなと思いながら、小玉は乾いた笑い混じりで、半ばやけくその言葉を紡ぐ。

「じゃあもう廃后して。で、宮城から出して。あたしはもう、丙へいと二人でどこか遠くに行くから」

　甥っ子は多分付いてくるだろう。付いてこなければこないで、強くたくましく生きてくれればそれでいい。

「それは駄目だ」

　わかっていたが断られ、小玉は舌打ちをする。その行儀の悪さをたしなめず、文林は堂々と言った。

「むしろこういうことになった以上、俺はなにがなんでもお前を皇后に据え置く」

「なんで」

　文林が頰をかきながら言う。

「だって、ほら……子どもが出来たかもしれないだろ」

　ちょっと子どもっぽい仕草と言葉づかいだった。しかし聞いているほうは、そんなことを気にするどころではない。小玉は目を剝いて聞き返す。

「……本気で言ってる？　あんたあたしの年、わかってるよね？」

「ありえない話じゃないだろう？」

　真面目な顔で言う文林を、小玉はとりあえず自分の宮から叩きだした。




　　　　※




　梅花の泣き声が聞こえる。

　悲しみではない、喜びの涙だ。




「この劉りゆう梅花、今日まで希望を捨てずに生きてきて、本当にようございました、ああ、本当にようございました」

　文林は梅花にだけは事情を説明していたようで、彼女は文林がいなくなったあと、小玉の部屋に押しかけてきて、ずっと同じ言葉を繰り返していた。




　……というか小玉としては、彼女が今日まで希望を捨てていなかったことにびっくりである。普段はそういうそぶりを見せていなかったはずなのだが。




　小玉は一つため息をついて、梅花に声をかけた。彼女が泣きすぎて過呼吸を起こす前に涙を止めようと思った。

「梅花、仮にあたしが妊娠していたとして、お産に耐えられると思う？」

　その言葉で、梅花の涙がぴたりと止まった。

「娘じよう子し……それは」




　文林の言ったとおり、ありえない話ではない。

　それだけに、問題があるのだ。




　後宮では出産年齢の平均は低いが、それは皇帝の寵ちよう愛あいを受ける者が、ほとんどの場合若い娘であるからだ。それでも歴史を紐ひも解とけば、四十歳近くまで奇跡的に皇帝の寵愛を保ったものが出産したという事例も、ごくわずかだが見受けられる。

　ほとんど一夫一妻の市井ならば、さらにありえることだ。ただしそれは、多産な奥さんが、十人目とか十五人目を妊娠したとかいう次元の話だ。

　そして十人目だろうが、十五人目であろうが、母子どちらか、あるいは両方とも死亡する確率は高い。




　ましてや初産ならば。




　この場合、小玉自身の頑健さだとか、医療環境が充実している宮中であるとかは、あまり考慮しない。色々と揃っていても危険性を排除しきれない。それが出産というものだ。

「……大家は、もしものことがあれば、娘子を選ばれると思います」

「いや、そういう問題じゃないの」

　梅花のおそるおそるといった言葉に、小玉はため息をつきながら否定した。それに選ぼうと思っても選べない場合のほうが、実際は多い。

「あとあたしとしては、そういう場合は子どもを選ぶべきだと思うんだけどね」

　しかし残された子どもがどう育つのかという点では、不安要素が残る。あの父親としては薄情な文林に任せることを考えると、心配でめまいがしてくる。

　それに、鴻を残して逝くのも不安だ。

　だがこの点については、元より戦死する可能性のある身だから、ある程度は用意している。真桂や王太妃にあとのことをよくよく頼んである。それと同じように、あとを託せばいいのだろうか。

　だが仮に母子共に無事だったとしても、心配なことはある。自分は実子と義息を分け隔てなく育てられるだろうかということだ。それこそ、雪苑のところの後妻のようなことになる可能性だってあるのだ。実子が皇子だった場合、鴻の立場がどうなるのかを考えるのも恐ろしい。

「考えすぎですよ、娘子。少しお休みになってはいかがですか？」

「そうかしら……でもそうね、少し寝るわ」

　梅花に促されるまま寝台に向かいつつ、小玉は一番の悩みを口にできずにいた。




　　　　※




　叩たたきだした文林は、その日の夜にまた来た。

「なんの用？」

「話がある」

「新しくお迎えした貴妃のことかしら」

　硬質な声で返した小玉に、文林は顔をしかめる。

「わかってるだろう」

「あんたこそ、わかってるくせに」

　少なくとも今は、小玉に話をする気はない。言わなくても察することができるはずだ。彼はそういう男だ。

　それでも引こうとしない文林に、小玉はしぶしぶ口を開いた。

「あたしはね、話をしたくないのよ。する必要はあるってわかってるけど、今はしたくないの」

「いつなら、お前の心の準備ができる？」

「…………」

　引き下がらない文林に、初めて見るものに対するような目を小玉は向けた。実際こんなに交渉が下手な彼を見るのは、初めてだった。




　少なくとも今は、小玉から妥協を引きだすには、最悪の時期だ。そんなことがわからない彼ではない。小玉はそう確信していた。だがその確信が少しだけ曇るのは、彼があまりにも必死な目をしていたからだ。




　本当にわからないとでもいうのだろうか。

　そうだとすれば、なにが彼の目を曇らせているというのだろうか……考えてみるまでもなく、理由はわかる。子どもができたかもしれないということ。その可能性だ。

　だがそれが、彼にとってそこまで重要なものであるということに、小玉は懐疑的だった。彼の実子に対する冷淡さを、小玉はよく理解していた。

「そんなに子どもが欲しいの？」

　だから思わず、自分から話題に触れてしまうような発言をしてしまった。そんな彼女に、文林はきっぱりと返す。

「欲しい」

　そして、その次の言葉もきっぱりと言う。

「だからもう念のため、もう一晩くらい同どう衾きんしないか。どうせもう一回も二回も大して変わらない」

　そこはきっぱりと言ってはいけないだろ、と誰でもわかるような内容を。




　あんた「お疲れ」のはずじゃないのか……等々、色々言える言葉はあるはずだった。だが小玉はなにも言わなかった。

　ただ、近くにあった冊子を丸めて、振り上げた。




　奇くしくもそれは、皇帝と皇后の切ない恋を綴つづった物語であったが、そんなことは当事者のどちらも気にしていなかったし、そもそも気づいてもいなかった。

　なお言うまでもないことだが、その本は綵からのお下がりである。







　一日に二度、皇帝を追い返す。

　そんな前代未聞の偉業を達成した小玉は、肩で息をしながら冊子を卓上に戻した。叩きつけられるようにして元の位置に戻った冊子は、一拍おいてから筒状から半円状になる。

　真っ平らに戻らないのは、小玉があまりにも力強く握りしめてしまったからだろう。冊子にはなんの罪もないので、あまりにも理不尽な状態だ。

　さすがに悪いことをしたと思った小玉は、無言で冊子を上から押さえつけて元の状態に戻そうとしはじめた。

　何度か押し……押したままの状態で静止する。そのまま目を閉じた。文林の態度が心に引っかかり、そのまま離れてくれない。




　彼が本当に、子を欲しがっているとしたら。




　　　　※




　文林の訪れはやまなかった。足繁く通う有様は、正直新しい妃を迎えた意味がないも同然であったが、皇后としての小玉の評価は微妙に向上していた。




　なぜなら小玉が毎回、文林を追いかえしているからだ。




　他の女性のところに行くよう勧めるのは、貴婦人としての美徳とされている。それを見事に体現した状態である以上、誰も文句のつけようがない。おそらく皇后は新しく迎えた妃に気兼ねして、そのような態度をとるようになったのだろうということで、周囲は納得していた。

　他の妃ひ嬪ひんを勧めるというより皇帝を追いだしているとか、その際大なり小なり武力が行使されているという事実は、紅霞宮の敷地外には漏れない事実である。

　とはいえそれで、文林が他の宮に行くわけではないから意味はないのだが、それについては皇帝自身の問題であろうという見解が優勢であった。ついでに、皇帝はやっぱり男色の気があるのではないかという疑惑も濃厚になってきているのだが、それついてはもう小玉の責任ではない。




　もちろん、そんな状況に対する貴妃の発言も。




　ある日小玉の宮を訪問した貴妃が、気づかわしげにこんなことをのたまったのだ。

「お姉さま。あまり大家のお渡りを断られるのは、気詰まりではございませんか？　よろしければわたくしの宮においでになりませんか」

　……あれ？

　立場上、皇帝が行ってほしい宮に、皇帝を送りだそうとしている張本人の皇后が誘いを受けているという事実。そのおかしさを小玉はとっさに理解しきれなかったものの、おかしいこと自体は理解できた。

「そしてわたくしと一緒のお布団で休みましょう。お姉さまのお話を色々と聞きたいですわ」

　しかも貴妃は色々と本末転倒なうえに、攻めに攻めてきた。

「いえ、それは……」

　さすがの小玉もちょっと引いた。これで場所が戦場で、状況が雑魚寝ならばなにも気にしないが、若い……というより幼い美少女と一緒に豪ごう奢しやな寝台で寝るという状況は、いくらなんでもおかしい。

「娘じよう子し」

　なぜか眼に闘志を秘めた真桂が、敢然とした態度で言い放った。

「貴妃さまは、まだお母さまが恋しくていらっしゃるのですわ。ですから、娘子を自分の宮に呼びつけて添い寝をねだるという無礼をなさっても、お怒りにならないでくださいませ」

　いや怒ってないけど……と思ったところで、さすがに小玉も気づく。真桂はさりげなく貴妃が無礼であることを強調しているのだ。いつからこの二人、そんなに仲が悪くなったのか。馮貴妃も気づいたのか、わかりやすい敵意を込めて真桂を見つめ返した。

「ですから娘子。わたくしを、娘子の宮にぜひお泊めくださいませ。そしてわたくしが一緒に……」

「昭儀ごときがなにを申すのかしら！」

　馮貴妃が真桂の言葉を遮る。小玉としては、真桂が「一緒に」なにをしたいのかが気になるものの、聞かないほうがよいような予感が猛烈にするので、どういう反応をすればいいのか真剣に迷う。

　そうしている間に、二人の会話はどんどん進んでいく。

「あら、わたくしは娘子に詩をお教えするという大役を担っているのですわ」

「そうでしたの？　わたくし耳が悪かったのかしら。お姉さまとご一緒になさりたいことは、詩作ではないような物言いでしたが」

「まあ！　人の発言を遮ったわりに、わたくしが言わんとすることはおわかりになるのですね」

「ええ、育ちが違いますもので」

　そして二人して「ほほ……」と清せい楚そに、あるいは淑しとやかに笑う。完全に馮貴妃対真桂の構図ができあがっている。

　正直、司馬淑妃対真桂よりもやっかいだ。こちらのほうはたいてい司馬淑妃が真桂に言い負かされて終わるが、馮貴妃の場合、真桂と互角以上に渡りあっている。つまり、延々とこのやりとりが続くのである。







　二人の仲裁に疲れ果てた小玉は、その晩文林を追い返す気力がなかった。







　げっそりしながら出迎えてきた小玉を見て、文林は心底驚いたようだった。

「どうした？　もしかして体調が悪いのか？」

　小玉は手をひらひらと振って、気にするなと示す。

「いや、体調の問題じゃないから、大丈夫」

　文林は「そうか」と頷うなずき……にわかにそわそわとしはじめた。

「ところで小玉……最近嗜し好こうの変化はないか？」

「嗜好？」

「急に酸っぱいものが好きになったというような……」

　小玉は少なからずうんざりした。文林の発言がなにを示唆しているのかがあまりにもあからさまなうえに、発想があまりにも安直すぎたからだ。

「あのね文林。妊婦さんが欲しがるのは、酸っぱいものとは限らないの」

「そうなのか？」

「そうよ。酸っぱいものを欲しがる人が多いのは確かだけどね。同じ人でも、日によって違うこともあるから。明慧は誠せいくんがお腹の中にいたとき、肉欲しがってた」

　小玉の説明の前半はふむふむと聞いていた文林だったが、後半になるにつれて微妙な顔になっていく。

「それは……明慧だからじゃないのか？」

「なにその失礼な物言い」

「いや……まあ、いい。一応これを渡しておく」

　そう言って文林は、手にしていた包みを小玉に差し出してきた。さっきからこいつなに持ってるんだろうと思っていた小玉は、とりあえず中を見る。

「あ、蜜み柑かん」

「奥のほうに柚ゆ子ずもあるから」

　確かに底のほうには、蜜柑よりやや薄めの色が広がっていた。

「……あたしに？」

「ああ、まあ……すごく欲しいというわけではなくても、お前嫌いじゃないだろう。食べてくれ」




　そう言い残して、文林は自分の宮に戻っていった。政務が残っているからとのことだった。完全に追い返されること前提で、彼も動いている。




　文林を見送り、小玉は蜜柑をひとつ手に取った。ゆっくりと皮をむく。







　ずっと悩んでいたことがある。

　自分が子を産んだとしたら、ますます戦場から遠ざかるのではないか、と。

　本来果たすべきことと、それに付随して果たすべきことが逆転するかもしれない……それは小玉にとって、価値観がひっくり返るほど自らを揺るがせることだった。

　それでもたった今、蜜柑と柚子を渡してきた文林に、なぜか揺れが一瞬止まったのを感じた。

　常の彼を思えば、笑ってしまうほど安直な発想で動いて、驚くほど素直に望んでいることを態度で伝えてくる。




　彼がそうであるならば……そうで、あるならば。




　それ以上はまだ考えることができず、小玉は皮をむいた蜜柑を卓上に起き、一瞬ぎゅっと目を閉じる。

　そしてそっと腹に触れた。

　もしかしたら産まれるかもしれない……ただそれだけでこれほどまでに頭を悩ませる我が子。そして一番の問題は、仮に宿ったことが決まったとしても、自分はその子の命を絶つことはできないであろうということだった。

　そんな自分を甘いと思えばいいのか、人として当然として思えばいいのか……もはや、どういうふうに見ればいいかさえ、小玉にはわからなかった。

　小玉は蜜柑を手に取り、房を一つ口に運んだ。

「おいしい」

　呟つぶやきが、ぽろりとこぼれた。




　　　　※




　それからややしばらく経った。

　完全に後宮に籠こもっていても、小玉は暇になったわけではなかった。

　小玉が、訪れてきた文林を冷ややかに追い出したり、新しくやってきた貴妃が司馬淑妃をやりこめたり、なぜか真桂と舌戦を繰り広げたり、真桂と張り合ったり、真桂と……いや、いい。

　正しく女子寮の舎監みたいな日々を送り、それはそれで充実はしている。

　だがこれでは本当に、皇后が本分といえる生活だなと小玉は自じ嘲ちようしていた。完全にこちらが主体の生活になったら、自分は司馬淑妃のように、文林に寵ちよう愛あいをねだらなければならないのだろうか。

　そんなふうに思うところはあったものの、そこそこ忙しく過ごしていたある日のこと、小玉はふと額に手を当てた。




　最近、少し熱っぽい……気がする。

　肉体的にはそれほど疲れてはいないので、気疲れだろうか。そう思いながら小玉は、側にいた清喜に声をかける。

「ねえ、清喜。あたしちょっと寝るわ」

「昨日夜更かししたんですか？」

　その問いに首を横に振る。

「少し熱があるような気がするの」

　清喜が怪け訝げんそうな顔を向けてくる。

「えっ、なんの霍かく乱らんですか？」

「失礼だなあ」

　清喜はいつもどおり、絶好調に絶妙な無礼さを発揮していた。そしてやっぱりいつもどおり絶妙に話をそらしてくる。

「そういえば城下では最近、風邪が流行はやっているようですよ」

　清喜のごまかしに対し、小玉は突っ込まなかった。話題がかなり深刻なものだったからだ。

「この時期の風邪は命にかかわるわね……小さい子が、たいへん」

　痛ましそうな顔つきになった小玉に、清喜も頷く。

「そうですね」

　きっと鴻ほどの年ごろの子がまたどこかで死んでいくのだ。彼を養育するようになってから、そういう話を聞いたり、想像するのが本当に辛つらくなった。

「幸い後宮には入ってきていないはずだったんですけど……娘じよう子しはどこからもらってきたんでしょうね。ちょっと梅花さん呼んで来ますね」

「なんで梅花？」

「娘子のお体に少しでも不調があったら、呼ぶようにと厳命されているので。あ、娘子は寝ててくださってていいですよ」

「あ、そう」

　素直に横になりながら、小玉は目を閉じる。自分でも驚くほどすっと眠りに入るのを感じた。




　そして夢を見た。

　誰かに頭を撫なでられている夢……いや、夢ではない。




　はっと目を覚ますと、側に梅花がいた。

「梅花？」

「……娘子」

　自分がここまで人の気配を感じ取れないなんてと、小玉はいささか焦った。

「まことに勝手ながら、医師に診てもらいました」

　梅花の言葉に、さらに焦る。

「あ、そう……」

　そのことにも全然気づかなかった。どうかしているんだろうかと思いながら、小玉は梅花の次の言葉を聞いた。




「ご懐妊の、可能性があると」




　小玉はひゅっと息をのんだ。

「なんて、言った……」

　口の中がからからに乾くのを感じた。

「ご懐妊の、可能性がございます、娘子」

　体が震えるのを感じた。

「文林には、もう……」

「いえ、伝えておりません。医師とわたくし、そして今お伝えした娘子ご本人の胸のうちのみに」

「どうして……？」

　后妃の懐妊は、なにをおいても先に皇帝に伝えなくてはならないことのはずだ。

　疑問を顔に浮かべる小玉の手をとって、梅花は言った。

「娘子の、なさりたいように、なさいませ」

　言葉を句切って、梅花は真しん摯しな目で小玉の顔を覗のぞき込んだ。

「梅花」

「医師には、他の妃ひ嬪ひんに流産を仕掛けられぬよう、安定するまで伏せるようにと告げてあります。それで納得させました。最初からそういう相手を選びました」

「それって」

　小玉の言葉を遮って、梅花は言い切った。

「わたくしは、娘子にお仕えしております。娘子のご意志に従います」

　小玉は半ば呆ぼう然ぜんと天井を見た。いつもどおりの天井だった。しかしそれが珍しいものであるかのように、じっと眺めていた。その間、梅花はずっと小玉の手を握っていた。

　やがて小玉は、梅花の顔を見て言った。

「……まだ、確定したわけじゃないんでしょう」

「はい、まだです」

　小玉の言葉に、梅花の口元に笑みが浮かんだ。

「近頃娘子は月事が乱れておいででしたから、その影響かもしれませんし、あるいは単純に風邪かもしれないと」

「あ、そうなんだ……」

　診断内容は意外に幅が広かった。そのことにほんの少し安あん堵どしながら、小玉は軽く息をついた。

「確定するまでは、まだ時間を要しますし、そのあともまだ考える余地はあります。ただ、お覚悟をなさっておいてくださいね」

「……わかった」

　小玉は頷うなずいた。梅花は「それから」と言った。

「風邪だったときのために、皇子は隔離いたしました」

「ああ、わかったわ」

　小玉は力強く何度か頷いた。そうだ、風邪の可能性があるということは、鴻に移してしまう恐れがあるのだ。

「娘子としばらく会えないとわかって、先ほどから泣きじゃくっておりますが、放置ということでよろしいですね」

「はい、よろしいです」

　言ってる内容の若干のひどさに驚き、小玉は思わず語尾を反復するかたちで返してしまった。







　小玉の微熱は数日続いた。

　梅花に言われたとおり、素直に寝ていた小玉は穏やかな日々を過ごしていた。だが、周囲が穏やかではなくなってきた。

　なにせ小玉は、健康優良児を絵に描いたような人間である。怪我の療養をしたことはあっても、病に臥ふすなどということはめったにない。というか、後宮に入って以来、一度もない。

　そんな彼女が一日や二日ほど寝ているならともかく、三日、四日と続いた日には、周囲もさすがにざわついてきた。なにせあの清喜さえ心配そうな顔を向けてきたほどだ……こういう基準に清喜が使われるというのも、なにかおかしな話であるが。

　なお、こういう場合真っ先に飛んできそうな文林は、小玉の見舞いに来ない。むしろ、来られないと表現したほうが正しい。万が一にも彼に病が感染した場合は、とんでもないことになるからだ。同様に、他の妃嬪にも感染してはいけないため、現在紅霞宮は対外的に閉鎖状態になっている。なお文林からは容態を伺う文が、ひっきりなしに飛んできていた。しかも、ほとんど同じ文面で。

　しかし小玉は面倒くさがらず、いちいち返信をしたためてやっていた。それは律儀さからによるものではない。暇だったからだ。

　小玉本人が自覚している症状は微熱だけであるため、ずっと寝ているのはけっこう辛い状態だった。というか、一日で飽きた。そのため、時間を潰つぶすことができるものは、積極的に受け入れる姿勢だった。

　おかげで帳簿の勉強と、読書（綵のお下がりの恋愛小説）がかなりはかどっている。文林にしてみると、それら二つと自分の手紙が同列に扱われているとは思いもしていないだろう。




　　　　※




　さて五日ほど経ち、側付きの者が小玉と同じ症状になるということもなかったため、医師によって小玉の見舞いが解禁された。ただし文林はまだ来られない。

　では誰が来られるようになったのかというと、妃嬪たちである。

　さっそくやって来たのが、高位の妃嬪たちだった。馮貴妃を筆頭に、真桂、薄充儀が現れた。彼女たちは小玉の負担になってはいけないと、手紙を出すことも我慢していたとのことだ。文林の文の猛攻を思うと、その気づかいは実にうるわしく感じられた。

「娘子。お加減はいかがですか？」

　口々に心配してくる彼女たちはたいそう可愛らしかったし、お見舞いも嬉うれしかったが、薄充儀が渡してくれた品──新作の小説は、若干いただけなかった。読んだら熱がぶりかえしそう……そんなことを思いながら、小玉は部屋の机の上に積んでおく。彼女のなにが怖いって、とんでもない速度で新作を書き続けるところである。いったいどこに話の種があるのだろう。しかも最近、画集まで発行しているらしい。こちらは薄充儀ではなく、彼女付きの女官の手によるものだとか。類は友を……いや、よそう。







　次に現れたのは孫修儀だった。彼女はたった一人で訪れた。司馬淑妃の名代も兼ねているのだという。

「風邪をもらって、皇子に移しては一大事とのことで」

「それはもっともなことですね」

　この場合の「皇子」とは、鴻のことではなく、司馬淑妃の産んだ息子のことである。

　司馬淑妃からは茶器を、孫修儀からはお茶をもらった。足並みの揃ったお見舞いの品である。

「よろしければわたくしがお淹いれいたしますわ。お湯をいただけますでしょうか」

「…………」

「…………」

　その言葉に、小玉は間近に控えていた梅花と目を合わせた。司馬淑妃がらみのものを口にするのは、若干避けたいところであるが、ここで断るのも角が立つ。

「……ええ、もちろんですわ。修儀も一緒に楽しみませんか？」

　彼女も飲むのであれば、問題はないだろう……そう思いながら言う。

「まあ、嬉しゅうございますわ」

　孫修儀は、小玉の提案におっとりと笑った。




　そして孫修儀は、さすが自分から提案するだけあって上手に茶を淹れ……飲んだ二人は、その場で倒れた。




「娘じよう子し！」

「修儀さま！」

　梅花と、孫修儀付きの女官の悲鳴を聞きながら、小玉は差し込むような腹の痛みを感じ、身を丸めた。目の前では、同じようにうずくまっている孫修儀がいる。

「侍医を！」

　梅花のその声を聞いたところで、小玉の意識が途絶えた。




　　　　※




「あー……健康って素晴らしい」

　小玉は声を出す。命には別状はなかったものの、しばらく意識不明の状態が続き、意外に回復が遅れたのだ。もう年かなと思わないでもない。

「お元気になってよかった……」

　梅花が涙ぐみながら、小玉の肩に上着をかけた。彼女の態度を大げさとは思わない。

「梅花、心配かけたわね」

「いいえ、いいえ……年寄りは涙もろいものですから」

「そういえば……孫修儀はどうなったの？」

　小玉の問いかけに、梅花はかいつまんで説明する。




　あのあと、一緒に倒れた孫修儀は自分の宮に運ばれて治療をされた。同時に毒物の捜査が司し宮きゆう台だい（宦かん官がんたちを司つかさどる部署）によって行われたが、怪しげなものは見つからなかったという。

　寝込んでいた孫修儀も捜査には協力的で、自分の休んでいる寝台も見るよう、自発的に言い出したのだという。寝台を探られている間、横の椅子にぐったりと座る彼女は汗ばんだ頰に寝乱れた髪をぺったりと貼りつかせており、とても演技には見えなかったとか。また身体検査も快く受けたが、寝間着一枚の身からはやはりなにも出なかったという。




「回復は早くていらっしゃいましたわね」

「あ、そうなんだ。やっぱり若いからかな……」

　ますます自分の年齢について思いをはせる小玉に、梅花は苦笑いをしながら手を差し出す。

「さ、敷布を変えますから、こちらにお座りください」

　梅花の手を借りて、椅子に座る。筋肉が衰えているのを感じ、これは養生が終わったらすぐ鍛え直さないといけないなと、小玉は身をかがめてふくらはぎを撫なでた。

「あ……」

「ん？」

　梅花の声が聞こえ、小玉は顔をあげた。




　そして見た。

　梅花が変えようとした敷布に血がついていた。




「…………」

　小玉は無言で我が身を確認した。遅れていた月事が始まっていた。

　小玉は苦笑して、梅花に声をかけた。

「倒れてる最中だったら大変だったわね。ね、梅花」

　しかし、梅花の反応はなかった。

「梅花？」

　彼女の肩に手をかける。振り向いた梅花は、真っ青な顔をしていた。

「ねえ、梅花」

　小玉は少し沈黙してから、静かな声を出した。




「あたし……流産したのかな？」




　小玉の問いに、梅花は首を勢いよく横に振った。

「いえ、そうとは限りません！」

「そういう可能性もあるのね」

　小玉の返答に梅花は絶句した。

「そうなのね」

　言いながら小玉は思った。全部可能性でしかないんだなと。







　──妊娠していたのかもしれない。

　──流産したのかもしれない。




　どれもこれも「かもしれない」ばかりだ。確かなのは、今自分が妊娠していないことだけだった。

　悪いのは自分だ。そもそも軽はずみに文林と関係を持たなければ、こういう後味の悪いことにはならなかったのだ。

　憔しよう悴すいしきった様子の梅花を助け起こしながら、小玉は思った。







　面会が解禁されると、紅霞宮に駆け込む勢いで入ってきたのは、真桂と紅燕だった。

　競うような勢いで門をくぐる二人は、まるでかけっこの一位を争うような形相であったと、出迎えた清喜はのちに証言する。

「じょうしー！」

「ごぶじでー！」

　わんわん泣きながら小玉の快癒を祝う彼女たちは、二人で刺したという二人針手ぬぐいを置いて去っていった。

　あの二人はこの短い間で仲よくなったのか……それはよかったと思いながら、小玉は手ぬぐいを寝台の下の小箱に突っ込んだ。普段使いにするのはちょっと憚はばかられる代物だ。大事な物専用の箱にいれておけば、大事にしているということになるだろう。







　二人が去ったあと、夜には文林の訪問があった。

「久しぶりね」

「そうだな。ここに通されるのは本当に久しぶりだ」

「それで、あたしが寝ている間、なにがあったの？」

「そうだな……」




　まず文林の命により、徹底的な捜査が行われた。

　小玉と孫修儀が飲んだ茶には、複数の毒草を混ぜたものが混入されていた。

「しかし、孫修儀も毒にやられているため、おかしいという話になった」

　ここで小玉より先に回復した孫修儀が証言した。茶も以前司馬淑妃からもらった高価なものを、皇后に献上したのだと。あまりにも貴重なものなので、ずっととっておいたのだと。

「実際、一年前に司馬淑妃に同じ銘柄の茶が献上された記録が残っているから、司馬淑妃が渡したもので間違いはないだろうという結論になった」

「そう……」

「一応、孫修儀の宮も捜索したが、どこにも毒はなかった」

「うん、聞いた……」

「これで決まりだろう」

　つまり、司馬淑妃は孫修儀を毒殺するつもりで茶を渡したが、孫修儀が後生大事に抱えていたためにこれまで効果を発揮せず、いらん状況で発揮してしまったと……。




　なにかがひっかかるな、と小玉は思った。

　一個だけではない、複数ひっかかる。だがなににひっかかっているのか、まだ思考がまとまっていないからわからない……。




「……梅花から聞いた」

　不意に響く文林の言葉に、小玉の顔が強こわばった。思考が切り替わる……いたかもしれない子のことに。

　彼になにを言われても、責められても、受け止める覚悟だった。

　しかし、続く文林の言葉はどこか無機質な、なにかを評価するような言葉だった。

「残念だったな」

「残念……？」

　聞き返す小玉に、文林は文字どおり残念そうな顔をする。それも、ほんのちょっとだけの残念さで。

「もし妊娠していて、無事に産まれたなら、男でも女でも、お前の位を固めてくれただろうに」

「そう……」

　その言葉を聞いた瞬間、小玉はこう感じた。




　──あ、割れた。




　このとき小玉は、文林と自分との間の溝ができたのを感じた。

　それは終生埋まることのない溝だった。溝を含めて文林を受け止めるのは、はるか先の話だった。




　そして一つ、確信したことがある──彼は自分を愛していない。




　以前は愛していたかもしれないが、今は愛していない。

　だから夏のときのように、初恋の人間がどうのということに関しても、さらりと流せたのだ。愛していないから、あっさり抱けたのだ。

　とんだ自意識過剰ね、と小玉は自じ嘲ちようした。彼の気持ちを深読みして、どぎまぎしていたころの自分がとても愚かに思えた。

　そして自分が、もう一度彼のことを好きになりかけていたことにも、気づいた。

　かつて始まりかけて、そして始まる前に終わった気持ち。彼と暮らしている間に、それがもう一度始まりかけていたのだ。それに対しても愚かだと思った。

　愛せないはずの男を愛そうとしかけていた──なんて馬鹿。そうなっても、どこかで心がちぐはぐになって苦しくなるだけなのに。




　でも、もうこれで自分が動揺する必要はなくなったのだ。

　始まる前に気づいてよかったと、小玉は思った。今ならまた始まる前に終わらせられるのだ。

　小玉は自分の心を、たった今できた溝の間に突き落とした。




　そして文林に笑いかけた。

「さて、寝るとしますか」

「ああ、俺は自分の宮に戻る」

　立ち上がりかける文林を、小玉は押しとどめた。

「ここでいいじゃない」

「病み上がりの身には邪魔だろう」

「あんた寝相悪くないし、大丈夫よ」

「そうか」

　二人同じ寝台に横たわる。隣で寝息を立てはじめた文林の気配を感じながら、小玉は目を閉じた。




　──これでぜんぶ、元どおり。




　そんなことを思う小玉の目は、どこまでも乾いている。




　　　　※




「大家、どうか念入りにお調べください！」

　司馬尚書が必死に言いつのる。文林はそれを冷ややかに、憎悪すら込めて見下ろした。

　司馬尚書が必死なのも無理はない。妃ひ嬪ひんが妃嬪を害するということは、大罪である。自分より身分の低い者とはいえ、毒を渡した司馬淑妃は死罪に値する。当然その家族である司馬尚書も同様である。

　したがって彼は今、文字どおり生きるか死ぬかの瀬戸際に立っているのだ。なお現在、淑妃は自分の宮に謹慎……という名の監禁状態である。彼女は半狂乱で、自分はそんなことはしていないと言いつのっているが、耳を傾けるものはいない。

「淑妃さまがそのようなことをなさるはずがございません！」

　娘とはいえ位は司馬淑妃のほうが高いため、彼は娘を「さま」付けで呼びながら、潔白を主張する。とはいえ多分父親も、娘のことを信じてはいないだろう。彼女の発想の残念さを、誰よりも知っているからだ。おそらく内心は先走りおって！　などと思っているに違いない。だが立場上、彼はそれを認めることができない。

「念入りに調べた結果がこれだ。『さる筋』から、司馬氏が毒を入手したことについて証言がとれている。そして、先日の一件……鳥とり兜かぶとが皇后の馬の餌に混入されたことについても、証拠が発見されている」

　文林はあえて淑妃を「司馬氏」と呼びながら語った。それに対して司馬尚書は、哀願するように身をもむ。

「これは罠わなでございます。私と淑妃さまを陥れんとする……」

「そうであろうか」

　文林はくっと唇をゆがめた。そして問いかける。

「今そなたの近くには誰がおり、誰がおらぬ？」

　その言葉に、司馬尚書の顔が引きつった。そして振り返る。そこには薄充儀の父親しかいない。この状況ではまことにどうでもいい事実であるが、娘が反発しはじめてから、彼の頭髪は減少の一途をたどっている。心なしか表情もやや憔悴している。

　そんな若干残念な薄充儀の父親から目をそらし、次に司馬尚書は視線を横に向けた。少し離れたところに孫修儀の父親が立っている。彼は顔になんの表情も浮かべず、司馬尚書の視線を受け止めた。司馬尚書の顔が怒りで赤く染まる。

「貴様……貴様が！」

「なんのことでありましょう。私はただ、正道に背かずに動いただけです」

　孫修儀の父は、いつもどおりの神経質そうな声で返した。




　結局司馬尚書は、孫修儀の父親に足を掬すくわれたのである。彼の密告が決め手となり、司馬尚書は一時的に官職を剝はく奪だつされて投獄されることになった。




「あの腰こし巾ぎん着ちやくが……」

「さすがに娘の命を狙われては……」

「内室も亡き今、唯一の家族であるしな……」




　司馬尚書が引ったてられたあと、場にはひそひそ声が響いた。それを物ともせずに孫修儀の父はその場に佇たたずむ。文林は彼を官職で呼ぶ。

「大だい理り卿けい」

「はっ」

　一礼する彼に文林は感情を含まない声を投げかけた。

「今回の件、その方は難しい立場になり、娘も危うく命を落とすところであったな。近々見舞うがよい」

　今回役に立ったからといって、文林が彼を信頼するようになったというわけではない。これまで司馬尚書にくっついていた時点で、文林の頭の中の粛清候補一覧には墨ぼつ痕こん鮮やかにその名が記されている。だが、少なくとも今は彼をねぎらわなくてはならない。

「ご聖恩に感謝申し上げます」

　それに彼には、言わなくてはならないことがある。

「その際、皇后に会うがよい。皇后はその方の娘のことで胸を痛めており、その方にも声をかけたいとのことだ」

「娘じよう子しが……」

　ここで孫修儀の父が、初めて驚きを顔に浮かべた。

「皇后はまだ本復しておらぬゆえ、その方にはすまぬが皇后の調子がよい日を選んで、後宮に参るがよい。追って沙さ汰たを下す」

「は……はっ」

　別に会わせたいわけではないが、小玉のたっての願いならば仕方がなかった。







　一騒動を乗り越えたあと、文林は小玉の宮に向かった。

「孫修儀の父親に、伝えてきたぞ」

「ありがとう」

　そう言って微笑む小玉は、文林の目を真っ直ぐに見返してきた。そのことに違和感を覚え……そういえば彼女と目をしっかりと合わせて話したのは、久しぶりであったということに気づいた。こじれていたのだから、無理もない。




　ふと、文林の胸に不安がよぎる。

　なぜだろう。彼女が元どおりの態度を示していることは、いいことのはずなのに。

　けれどもなにかがおかしい、と思ったのだ。




　そもそも彼女が、自分に対する態度を戻すに至ったきっかけについて、文林は心当たりがない。

　もちろん今回、彼女に起きたことは大事であった。だがそれだけが、文林に対する怒りだとか複雑な感情だとかを払ふつ拭しよくするとは思えないのだ。なにかが、小玉の心の中で起こった気がする。そしておそらくそれは、文林と関係があるのだ。




　──悪いことではないはずだ。




　文林は胸中で呟つぶやく。自分自身に言い聞かせるように。だが不安は払拭できないのだ。なにか……自分はなにか失敗をしたような気がする。

　その「なにか」の正体を考えながら、文林は間を持たせるための言葉を紡ぐ。

「……お前の調子のいいときに、大理卿を呼ぶ。そのあとで孫修儀に会わせる算段でいいな？」

「いえ、駄目」

　小玉から発せられた声は、思いがけず鋭いものだった。

「なに？」

　思わず小玉の顔を見つめる。

「あ、いえ。会うのはいいの。ただ順番は、孫修儀のあとであたしってことにしたい」

「お前、それは……」

　文林は考えていたことを一回横に置いて、軽く眉まゆ根ねを寄せた。その彼に、小玉は苦笑いをしながらぱたぱたと片手を振る。

「わかってるわよ、こういう場合、実の娘であっても皇后に先を譲るべきだってこと。でもそのうえで、今回はそうしたいの」

　口ぶりは軽やかだったが、奥に断固として譲らないという意志が感じられた。だが小玉がなぜそういう意志を抱いたのかも、文林にはわからない。

「なにを……考えている？」

　探るような声が、文林から出た。

　それを聞いた小玉は、今度は苦笑いではない笑みを口元に浮かべ、ついと手を伸ばしてきた。

「大丈夫よ」

　そして文林の片手をそっとつかむ。

「あんたの不利になるようなことはしない。あんたの意に背くようなこともしない。信じてちょうだい」

「ああ……信じているさ」

　その言葉に偽りはない。だが、あまりにもてらいなく自らに触れてくる小玉に、文林は軽い既視感を覚えていた。

　自分が小玉と初めて寝たとき、あのとき対応を間違えたあまりに、かえって彼女が遠ざかってしまったときのことが、妙に重なるのだ。




　なぜだろう、軽くめまいがする。




　　　　※




　文林にそのうちにと言ったものの、小玉は中々動かなかった。

　司馬淑妃をかばうこともせず、回復が遅れていると言って、自分の宮に籠こもる日が続いた。

　ほとんど誰にも会わない日が続き……やがて司馬淑妃に対する賜し死しの話が出たころ、

「そろそろいいでしょう」

　と、小玉は真桂に言った。

「はい、あとは手はずどおりに」




　その数日後、ある人物が動いた。

「彼女」の発言を聞いて、小玉は静かに言った。




「やはり、あなたがわたくしと……あなた自身に毒を盛ったのですね。孫修儀」

　司馬淑妃を除く、高位の妃ひ嬪ひんたちの集まりの中。司馬淑妃の産んだ皇子の助命嘆願を願った、孫修儀の顔が強こわばった。

「な、なにをおっしゃい、ますの……」

「あなたは……金きん母ぼの『子』ですね。正確には『孫』かしら」

　先の反乱を持ち出して語る小玉の言葉に、孫修儀は絶句した。それは図星による絶句だった。

「高貴妃の子の助命は願わなくても、司馬淑妃の子の助命は願う。それは、司馬淑妃の子なら、司馬淑妃よりのあなたが、養母になる可能性が高いから……あなたは以前ご母堂を亡くしたわね。もはやあなたは『子』ではない。だから『母』になりたかった」

「どうして、そこまで……」

「昨日、あなたの父君がすべて話したわ」

　前日、孫修儀と会ったあとで小玉に拝謁した孫修儀の父親──金母の『子』は、小玉に直々に事情を語った。

　司馬淑妃を死なせ、自分の娘を皇子の養母にするよう働きかける。そのために、最初は小玉の馬の餌に毒を盛った。司馬淑妃を狙っていると知られないために。仮にそれで小玉が死んだら、金母の敵がその時点でとれるから問題はなかったのだと……金母の教えと、世俗の欲望が複雑にからんだ人物であったが、彼は最終的に金母の教えをとった。

「そんな！　父上があなたに話すはずはない！　『おかあさま』を殺したあなたに話すはずがない！」

　悲鳴のように声をあげる孫修儀に、小玉は淡々と語った。

「父君は今はもう、自害なさっておいでのはず」

「……なぜ！　あなたが追い込んだの!?　いえ、それともわたくしを騙だまそうとしているの!?」

　一瞬の絶句ののち、孫修儀は目を血走らせて叫んだ。血を吐くようなそれを受け止め、小玉は再び言葉を紡ぐ。

「噓ではないわ。そして父君を追い込んだのは、わたくしではなく金母の教えよ。あなたたちにとって、母から子を奪うことは大罪だというわね……わたくしが懐妊していたということ、あなたから受けた毒で子を流したことを話したの」

　小玉は懐妊を、あえて推定ではなく確定事項として話した。

　小玉の言葉を聞いた孫修儀は、目を見開く。

「そんな……そんな……噓よ」

「おかしいと思わなかった？　あなたよりずっと鍛えていたはずのわたくしが、あなたよりずっと床についていたことを」

　小玉の言葉に、孫修儀は今度こそ本当に悲鳴をあげた。そして唐突に頭を抱え込んでその場にうずくまり、ぶつぶつと呟きはじめた。

　かすかに聞き取れる単語は「おかあさま」、そして「お許しください」。

　うわごとのように呟く彼女に、小玉は問いかける。

「ただ、どうしてもわからなかったのは毒の入手方法。これには驚いたわ。あなたが一人で考えたのね。出入りした者は厳重に身体検査がなされるというのに、どうやって持ち込んだの？」

　孫修儀が途中まで独断で動いていたらしく、これについては父親からは聞き出せなかったのだ。

　結局最後の最後までわからなかった疑問を口にすると、孫修儀は髪に手をかけた。結っていた髪が完全に頭から外れ、ほとんど髪が剃そり落とされた頭が現れた。真桂がきゃっと声をあげた。

「なるほど」

　小玉は苦く笑った。身体検査のときは、結っている髪を解くところまではするが、頭皮までしっかり見ることはしない。特にそれが高い身分の妃嬪であるならば。しかも毒に伏している女性だ。ざんばらな髪に違和感を持つことはないであろうし、身体検査も厳しいものにならなくたっておかしくはない。

「それはわたくしの付け毛から着想を得たのかしら」

　無言で頷うなずく孫修儀に、小玉はさらに苦い笑みを深めた。自分の行動が、自分の子を殺したかもしれない……そういう要素が、また一つ増えたのだ。

「孫修儀。わかっているわね」

　馮貴妃が言うと、彼女付きの女官が、孫修儀の前に小さく畳んだ白絹を置いた。孫修儀は小さく頷くと、無残な頭のまま、白絹を抱えて紅霞宮を出ていった。

「……色々と苦労をかけましたね」

「いえ」

「めっそうもございません」

　小玉の声に、馮貴妃と真桂は口々に答えた。薄充儀は静かに泣きだした。

「娘じよう子しのお子が……」

　泣きもしない小玉と違って。







　その日の晩、孫修儀は自分の宮で首を吊つって死んだ。







　梁はりから下ろされた死体を前にしながら、彼女と彼女の父は、自分の信義に従って死んだのだと小玉は思った。

　いたかいなかったかもわからない我が子の死を利用する自分より、はるかに立派ではないか、とも。

　だが、おかげで金母についてわかったことがある。

　自分が死ぬときは、少なくともそのことだけは片付けてからにしたいと、小玉は考えていた。




　文林のために。

　小玉に残された、たった一人の人間のために。

　自分を愛していない彼に。自分も愛していない彼に。

　でも……誰よりも大切な彼に。




　　　　※




　春が来た。

　何事もなかったかのように、潤じゆんがまた池の頂点に立っている。




　鴻は書ける字が増えた。以前王太妃がくれた硯すずりを渡すと、小玉とおそろいだと大喜びしていた。よく詩を書き写して、小玉にくれる。




　梅花は最近、寝つくようになった。本人は年のせいだと言っているし、実際めっきり老け込んでしまったが、それは毒の件のあとからだ。あのことが彼女の心痛になっているのは間違いない。

「お仕えするのに不十分なわたくしを、どうぞ追い出してください」

　彼女は、いやに気弱にそんなことを言うが、そんなことができようはずもない。彼女の世話は杏が進んでしてくれているので、今のところ問題はなかった。




　宮のことは、杏が采さい配はいをふるうようになった。梅花を引き継いでくれるのはいいが、最近体型まで彼女を引き継いでいて、ちょっと心配である。




　清喜は相変わらず、賢恭との連絡調整を請け負っている。そして最近なんだか、杏と仲がよい。




　真桂と紅燕はまた不仲になった。というより、小玉が臥ふしていた短期間だけが、彼女たち二人の関係を輝かしいものにしていたらしい。




　薄充儀は相変わらず執筆活動にいそしんでいる。新刊を上じよう梓しする度に献上してくるが、小玉は依然として目をとおしていない。しかし妃嬪たちの中には愛読者が多いらしい。自分の前で内容を語ることがなければそれでいいと、小玉は黙認の姿勢を貫いている。というか、むやみに触れたら痛いことになりそうなので、必死に目をそらしている。




　実の父親にさえ信じられていなかったであろう潔白が証明され、司馬淑妃は謹慎を解かれた。併せて司馬尚書も復職した。毒関係は孫修儀とその父親によるものだと断定されたからだ。一緒に始末したかったと、文林は悔しがっている。




　綵は無事、青峰と祝言をあげた。そして唐突に、桶おけから卒業した。

　本人曰いわく、「主人が僕と桶、どっちが大事なんだい！　と妬やくので……」という理由によるものである。ごちそうさまと言いたくなるような、紛れもなく新婚さん状態だ。なお子どもはもう少ししてからと、相談しあっているらしい。




　子どもといえば、三羽烏は三人揃って同時期に妊娠したそうだ。どこまでも仲がいい。そして雪苑は、宿舎の賄いのほうに配置を換えた。




　龍武軍の動きは、だいぶこなれてきた。麵めんとしては、そろそろ平らに伸ばして細く切ってもいいくらいのこね具合だ。




　皆がそれぞれ変わっていくなか、文林と小玉は変わらない。

「これでぜんぶ、元どおり」の状態から動かない。

　小玉は小玉でまた軍の指揮を担いながら、皇后業を兼業する日々に戻ったし、文林は文林で、業務過多気味に皇帝業をこなしている。




　そんなある日、隣国の軍が国境付近を侵しそうだという報が帝都に入った。




　至急百官が招集され、話しあいが始まる。皇后である小玉も臨席していた。

「この戦は受けて立つつもりだ」

　話しあいといっても、文林はすでに結論を出している。根回しも済んでいる。先の金母の件と、隣国の癒着との件が理由として出され、驚きの声があがるなか、小玉は静かに正面を眺めながらそれらのことを聞いていた。既知の事柄の確認として。




　しかし、最後に文林が説明したことは、小玉の知らないことだった。




「……また先に事故で薨こう去きよしたとされている謝賢妃は、余の子を懐妊していた。実はそれを隣国の手の者が殺あやめた。それらの証拠は揃っている。大儀は我らにある」




　ざわ……とどよめきが、辺りに響く。小玉も驚いた。

　小玉は隣に座る文林のほうを向いた。その横顔をまじまじと眺める。いつもどおりの秀麗な顔を。




　不意に、脳裏に声が響く。

　──これでぜんぶ、元どおり……本当に？

　──そもそも、「元」はどうなっていたの？




　小玉の眼まな差ざしを受けていると気づいているはずの文林は、顔を横には動かさなかった。

　だから、二人の視線は重ならない……おそらくはずっと。

　それはこれから先のことではなく、これまでもずっとそうだったことを小玉は思い知った。
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